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序言 Preface

塩湿地（Saltmarsh）は，海lζ接する陸地lζ発達する。その領域は，潮汐の干満によって規

定され，それは垂直的に平均海水位から満湖水位までl乙及んでいる。塩湿地の土壌は一般に湿

潤で，土壌含塩量（soilsalin向，）が高いため，乙乙 re:生育する植物は，かかる環境に適応性ある

いは耐性をもっ種類によって占められる。彼等は全体肥厚化，鈍葉化，退化縮少葉あるいは光

沢ある平滑，無毛状態などの共通な性質を有し，植物群落中にあっても特異な景観を呈する乙

とが多い。

塩湿地は，地形学的lζ （physiographically），河口（estuary）， 砂噴内面（shelterof spits），沿

岸洲（o任shorebars）あるいは沿岸島（o任－shor巴 islands）および堤内湾（protectedbay）のいず

れか一つの条件下に発達する（CHAPMAN,1960）。四面海に固まれたわが国では，河仁l，砂I努，

海i1Hを見る乙とが出来，境湿地の存在も少くなかった。本州においては，旧く塩田または浅海

魚貝の養殖などに塩湿地が利用された（田中，1941）。北海道ではわずかK放牧地として利用さ

れた以外，塩湿地はほとんど未利用のままで，近年lζ至るも顧みられなかった。従って自然景

観は北海道lζ最も よく保持されて来た。

塩湿地は北海道において，道東地方の釧路，根室および北見の各国lζわたって分布を見，

殊lと Salicorniaeuropaea （アッケシソウ ：厚岸草）を中心とする境湿地植物群落の発達はわが

国として異色のものである。しかしながら，わが国植物群落生態学の分野では塩源地植物訟落

の研究は，乙れまで極めて貧弱であった。一般に塩湿地植物群落は，単層的であり， ir’落構成

種類数も少なし単純である。その反面塩湿地植物群落は外部環境に敏感に反応して変化し，

いわゆる気候的極盛相（Climaticclimax）群落ではないので，変化する立地の環境に応じた群落

更行（succession）を観察しやすい点で，植物群落生態学的に極めて興味ある研究対象である。

近年都市の発展や土地改良事業の進行に伴う干J石，排水あるいは埋立等の急激な増加は，

ilrJr次塩湿地植物群落にも影響を及ぼしはじめ，よき researchfieldとしての姿を失わせつつあ

る。 ζのような fieldの変貌の時期にあって， 特にわが国において唯一の r巴searchfieldを有

する北海道東部塩湿地植物詳落の正確な群落像を記録しておくとと は，殊lζ植物群落生態学上

重要な乙とである。

筆者は上述の観点から， 1956年以来，北海道大学農学部植物学教室Kあって，舘脇教授指

導のもと（ζ北海道東部の海岸草原の研究lζ従事し，特lζ小向沼，佐日間湖，能取湖，野付崎，

風蓮湖および温根沼に見られる塩湿地植物群落を対象lζ，主として植物訴落学の面から研究を

進めて一段階lζ到達したので，乙乙にその研究を総括した。

本論文を草するに当り，懇篤なる御指導を賜わった恩師北海道大学農学部教授舘脇操博士

lζ深甚なる感謝の意を表する。また，土壌合塩量の測定について助言を与えられた農林省林業

試験場北海道支場内田丈夫博士，野付崎調査の機会を与えられた松本久喜博士lζ深謝する。 i周
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査に当っては，種々便宜を与えられた遠軽営林署，網走営林署各位，北海道農業試験場根室支

場平賀即稔支場長，佐久間勉技師，故木下弥三吉氏の各位，室内，野外における実験，調査lζ

協力された辻井達一博士，河野昭一博士並びに呂fl？－雄， 日下宝大器，大橋尭夫の諸氏また東北地

方及び九州地方の境配地分布について資料を提供された東北大学、理学部官谷貞男博士，北九州

大学外国語学部畑中健一博士lζ感謝する。なお，1962年度塩混地楠物群落調査の一部は，昭和

37年度文部省科学研究費lζよった。記して感謝する次第である。

I. 研究史 BotanicalHistory 

わが国栴源地植生の研究は， 1891年椙山によるアッケシソウの発見から始まる。乙の一見

形態的に珍奇な感を抱かせる植物lζ対する和名には，最初の発見地“厚岸”に因んで， “厚岸草”

なる名が，宮部により与えられたり。さら lζ 1912年，四国愛媛県多喜浜村新浜頃田で岡本によ

り採集され，わが国第二の産地として，翌年牧野は乙れを植物学雑誌に発表したり。 1919年吉井

は，本穫を北海道北見国佐目間湖K見出した乙とを報告し，根室国太平洋岸の産を予告したへ

1928年岩本は，本穫の佐呂間湖の産を確認したへ佐呂間湖における本種の分布について，

1931年当時，石戸谷遠軽営林署長からの宮部宛，産地記入の書簡が，北大農学部標本庫lζ所蔵

されており，当時宮部は本種の分布について多大の関心を抱いていた ζ とが推察される。 1932

年岩本は能取湖［ζ本種の産を報じ，同湖の西岸一帯における本種の分布状況について概括的に

述べているへ 乙の観察では同時K，大まかではあるが量的記録も残したので，岩本の報告は

後年同湖岸のアッケシソウの調査lζよい基礎資料となった。

九州北部塩湿地においてはシチメンソウは植物分布上， アッケシソウ同様， 興味ある樋生

植物である。植物分類学的には既に 1909年牧野によ り研究されたへ 1933年糊鮪・鍋島は，福

岡県曽根村海岸K見られたシチメンソウ群落に関する調査報告を行なったへ 九州北部におい

ては，北海道東部lとおけると 同様，塩湿地縮物群落の研究適地が分布しているが，上記の調査

報告以後は 1959年［ζ至るまで，学術的K見るべき研究は行なわれなかった。 1934年芥川は愛

媛県のアツケシソウの白来lζついて述べたη

1936年宮城県本吉郡岩井崎の旧塩回lζおいて，吉井 ・吉岡は本州で始めてアッケシソウを

発見した町。 1938年京道 ・加藤は岩井崎旧塩田の植生調査をまとめ，岩手j：崎［乙はアッケシソウ

以外に塩生植物として，ウミミド リ，ハマサジなどの分布を明らかにしたへ

1）牧野富太郎 ． 伊予ニ於テあっけしさう／発見．植雑 27.557. (1913) 

2) 吉井義次： 厚岸牡婿島の縞物群落．史蹟天然紀調査報告．植物之部 4.19～24. (1919) 

3) 岩本秀信． あっけしさうハ北見サ ロ7 湖ニモ産ス．植研雑.5. 271～272. (1928) 

4）岩本秀信． あっけしさう／新産地ヲ報ズ植研雑.8. 144～149. (1932) 

5) MAKINO, T. Observations on the flora of Japan. Bot. Mag. Tokyo, 23. 11. (1909) 

6）級編理一郎 ・鍋島与市： 曽根村海岸のシチメンソウ群溶．福岡史名天然紀調査報告 8.13～16. (1933) 

7）芥川鑑二 ー アッケシサクの伊予！C産する理由小笠会報 2.12～13. (1934) 

8) 京道信次郎 ・加藤鉄治郎． 天然紀念物（植物）調査報告．宮城史名勝天然紀調報告 12.172～184.(1938) 
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1930年代初頭に至るまで，植物学者の塩湿地植生｛ζ対する関心は，主としてアッケシソウ

やシチメンソウのごとき， 一特殊な植物K集まり，上述の各報告や調査なども，植物分類学，植

物地王虫学的見地からなされることが多かった。乙のl時代は，わが国植物学の歴史において，分

類学の全盛時代であったが，生態学は漸く一人立ちしようとしていた時代であった。 1935年K

至って，東北大学八甲田山植物研究所から“生態学研究”が，吉井を主幹とし，岡田，舘na,
元村および堀川の生態学者（動植物を含めた）を中心として創刊され，生態学者独自の活躍の舞

台が与えられたのである。

1930年以前！とあって，生態学的見地から始めて塩湿地植生を報知したのは吉井である。す

なわち 1919年生態学的立場から，厚岸牡螺島塩混地植物群落を報告した九吉井の報告は，“概

説ぺ “牡嬬島における固有の植物群落”および “保存の理由”の三部からなり，端的に該群落

」の性格を記述している。吉井によれば，厚岸牡燐島の固有植物群落として，瀕海部のアマモ群

落，その＊，I－死休の腐敗により生じた有機質lζ富む，潮汐部位にある腐泥上のウミ ミドリー，シ

パナー，アッケシソウ群落，海水の影響から免れ，安定した土壌上のハマニンニク群落，そし

てハマナス，ハマエンドウなどを混生する海浜群落を，その更行（succession）と関連づけて，

簡潔Kしかも明瞭Kしている。 1938年三好は向島の植生について，簡単な視察報告をし，ハチ

ジョウナ，ハマシオン，ホソパノハマアカザなどの縞物の追加をした9）。

わが固における塩湿地群落Iζ関する本格的lζ して精細な植物群落生態学的研究は， 1939年

舘脇 ・山中の研究が最初である 10）。；舘脇 ・山中は 1936年および 1937年の2カ年にわたって，

厚岸牡燐島lζ属する AからFまでの 6つの小島について植物群落生態学的研究を行なった。

乙の研究結果lとよれば，厚岸牡燐島植物群落K見られた高等植物は， 19科 48種におよび，生

態的lζ見ると 48種類の植物は海浜性要素20穣，塩j毘性要素 12種，湿潤性要素4種，適潤性要

素5穫，雑草的要素 7種lζ，また生活形の上から見ると，地接植物2種，半地中植物33種，地

中植物3種，一年生植物 10種lζ分析される。植物1洋落としてはハマニンニクーハマオグlレマ基

群叢，シパナーウミミドリ基群叢，ハマシオンーチシマドジョウツナギ基群叢の存在を，線状

区，方形区の方法によって実証記録している。この研究は既述のように，わが国最初の本格的

かっ精細な境湿地植物静落研究であるばかりでなく， 18年後辻井が全く 同じ手順と方法で，そ

の聞の群落更行を研究する磁石となったものである。わが国Kおいて群落更行lζ関する研究も

また極めて少なく，それゆえに，舘脇 ・山中の研究は両様の意味で，重要な研究であるといわ

ねばならない。

両者の中，舘脇はその後専攻の分野を主として森林生態学lζ向け，塩湿地植物若手落に関す

る論文を発表しなかったが，関心を失う乙となく，森林の研究と平行した牧野の研究において

機会あるごと K各地の塩湿地積物群落の観察を続行した。 1956年辻井と共著の“北海道牧野の

9）三好学．厚岸均］牡鍋島組物群落．天然紀念物調査報告．植物之部 18.74～75. (1938) 

10）舘脇 操 ・山中敏夫： 牡鱗島の植物群洛学的研究 I.生態研 5.1～18. (1939) 
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植物学的研究”には，永年の観察から蓄積された知見が述べられている 11）。

本州では，舘脇・山中の研究に少し遅れて東北大学の田中が東北地方，殊lζ宮城県下の合

塩沼地，廃塩田の植物群落学研究lζ従事していた。 1941年田中は宮城県野蒜海岸南方，松島湾

砂川上合塩沼地を対象とした研究を発表し，次のような群落を認めた山。すなわち，シパナ苦手

落，ハマサジ群落，オニシパ群落，コウボウシパ群落， ヨシ群落，ハマニンニク群落，チガヤ

幹落，ハマナス群落，クロマツ群落の 9群落である。もっとも同氏の合塩沼地植物群落とは，

狭義の塩湿地群落の外lζ海浜砂丘群落をも含んでいる。そして乙れら群落聞の更行関係を問中

は次のように示した。

Triglochin marit1mum 群落 • Statice japonaca 群落ー一一一一－ー

- Rosa rugosa 群落

Zoisia macrostachys 群落〈ご 一一一＋

、＼唱 lmperatacylind1 ica var. Koenigiト

M iscanthus sinensis 群落

Pinus Thunbergii 群落

上記の田中の研究は従来外国人の塩混地植物静落研究論文で引用されている，わが国日佐ー

の植物群落学研究論文である。 CHAPMAN13iは世界の塩湿地植物群落更行群（sere）を設けるに

際し，田中の与えた群落更行図式によって， Sino-Japanesesereを，他の sereから区別する根

拠のーっとなしている。

1942年田中は，宮城県野蒜村字東名に存在した廃塩田のi植物群落研究を発表した川。それ

によると，廃鹿田において砂山のような高水準の所にはオオウシノケグサを優占種とする中生

植物の多い群落，周辺の常に冠水する所にはハマサジ多く，ハ77ツナが乙れに次ぐ。砂山の

小潜にはヨシ群落の発達があり，廃塩田では塩生植物群落の初期状態から，ヨシ群落［ζ至る各

種の群落，すなわち、ンパナーコウボウシパ群落， ヨシ コウボウシパ群落，オオウシノケグサ

ーハマサジ群落などが混生している乙とを明らかにした。また廃塩田が埋め立てられた場合の

植物群落更行について観察を行ない，それが結局クロマツ群落に終る乙とを明らかlζした。 ζ

の研究において田中は，植物静落の他に環境要因についても研究を行なった。と り上げられた

要因は，潮汐，土壌 pH，有機物含量，地温などであった。

田中の研究は正統的な方法lζ則りながら，内容的に独自のものを含んでいて，異色あるも

のであった。しかし，東北地方の塩湿地植生の研究は，田中以後引継がれなかったようである。

11）舘脇 操・辻井達一・ 北海道牧野の植物学的研究．北海道開発局局長官房開発調査課（1956)

12）田中学・合湿沼地植物群落の研究生態研 7.203～219. {1941) 

13) CHAPMAN, V. J. Salt marshes and salt deserts of the world. {1960) 

14）田中学園廃塩田の植物群落．生態研 8.243～254; .(1942) 
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1954年木村は“宮城県北部の海岸地帯の植物”において，宮城県岩井崎の植生Kも言及し

そ乙ではアッケシソウの外［ζウミミドリ，ハマサジ，シパナなどの植生が見られ，またヒメキ

ンポウグが多量K生育していることを指摘し，同時に岩井崎のハマサジはその分布の北限であ

ると見なした1ヘ
北海道lζおいても塩服地植物群落l乙関する研究は 1939年以後しばらく中絶していたが，

1954年辻井は舘脇指導の下lζ厚岸湖畔のアッケシソウについて調査を行ない，同湖周辺の本種

の分布状態を明らかにしたl町。また 37コの抽出の標本において，標本中K見出されたすべての

種類について所生量（生重量）の比率計算を行なった。乙の結果，厚岸湖周辺のアッケシソウ群

落では（1）アッケシソウ群落とヨシ群落の発達は相互に反比例する乙と，（2）アッケシソウの所

生地は概ね汀線から 20mの聞にあり，5～10m聞に最も大きく，大群落の形成も乙の聞に見ら

れる乙と，（3）随伴種は主κ，シパナとハマシオンであるが，そのうちシパナは， 塩湿地植生の

前駆植物として出現する乙とが多い乙となどが認められた。 1936～7年舘脇・山中の研究した

厚岸牡燐烏植物群落l乙ついて，18年後 1955年辻井は再調査を行ない 1956年その結果を発表し

た17)。それによると先に舘脇・山中が予惣した植物群落の推移の方向は，予想に反して実際lと

は逆の方向の温行的推移を辿っている乙とが明らかにされた。乙の研究は既述のよう lζ舘脇・

山中の研究と相候って，群落更行の研究lζ寄与する所が大きい。

1958年伊藤は，舘脇指導の下lζ，能取湖卯原内と佐日間湖テイネイのアッケシソウ群落を

調査研究し， 1959年その結果を発表 した1へ辻井は 1954年の研究以来，塩湿地植物群落の研

究を“北海道塩湿地群落の研究”の副題の下lζ発表して来ており，乙の報告は，その第3報と

なった。

その後引き続き伊藤は，塩湿地植物群落の研究に従事し， 1961年野付崎のシパナ群落の研

究助， 1962年目と共著で，能取湖西北部のウミミドリ，チシマドジョウツナギ群落の研究20)を

発表した。これら一連の研究Kより，オホーツク海沿岸の塩湿地植物群落の構成は次第に判然

として来た。

乙の聞にあって三角は 1954年佐日間湖の植生研究に従事し，同湖畔の全域にわたって，広

汎な植物群落調査を行ない，そのr:f誌には，牡螺島附近，栄浦，芭露J11，計百地，三里番屋など

の塩湿地植物静落の調査がふくまれているが21），現在まで未発表のままである。

15）木村有香 宮滅県北部の海岸地帯の植物．宮城県三陸海岸牡鹿半島松島学術調査書 21～68.(1954) 

16）辻井達一 事l陪厚岸湖畔アァケシソウの生態（第一報） 北海道塩湿地植物群務の研究（1）ー植生態報 3.
236～249. (1954) 

17) 辻井達一． 牡燐島の植物群落ー北海道組湿地群落の研究（2）一日生態会誌 6.120～124. (1956) 

18) 伊藤治司・ オホーツク海沿岸のアッケシソウ群落 北海道塩湿地群落の研究（3）一 日生態会誌 9.21～ 
27. {1959) 

19）伊藤浩司： 野付岬の嵐湿地群溶ー北海道塩湿地群落の研究（4）一日生態会話、 11.154～159. (1961) 

20）伊藤浩司・呂照 雄． 能取湖北部の極湿地群落ー北海道塩湿地群落の研究（5) 日生態会誌 12.17～ 
20. (1962) 

21）三角 亨 ー サ ロ 7 湖地方の植生.(1954) （未発表）
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1962年横浜国立大学宮脇 ・大場は，厚岸湖，風蓮湖， j足根沼，能取湖，佐巨間湖おJ::ひ‘小

向沼の塩湿地植物群落の Aufnahmeを行ない，北海道東部塩湿地植物群落R:,・5つの Assbzia.

tionen （群集）と， 1つの Variant（変群集）， 2つの Subassoziationen（亜群集）および 1つの

Gesellschaft l競落）を認めた22）。

宮脇 ・大場によると，北海道東部塩湿地で認められる諸群落の空間的配置 は次のよう で

ある。
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舘脇 ・山中，辻井，伊藤が用いて来た植物群落分類の方法は，優占種lζ基づいており，宮

脇 ・大場の用いた分類法は優占種lζよらず，標徴種，識別種lζ基づくものであるので，前者の

群落と後者の群落は命名上では必ずしも一致していない。しかし，北海道塩湿地植物群落の研

究は，戦後活発となり，今日漸く内外植物群落生態学者や研究者の関心の的とな り始めて来た。

九州塩湿地植物群落の研究は，今日主として北九州大学畑中により推進されている。 1959

年畑中は， “シチメンソウの生理 ・生態学的研究”第一報 において，シチメンソウの地理分布，

群落，土壌条件，種子の異型性と発芽lζ見られる 2,3の塩生的性質について実験，考察をなし

た23）。ついで 1960年畑中は，同研究第二報において，北九州周防灘沿岸のシチメンソウを中心

とする塩視地植物群落について， 1958年伊藤が能取湖で行なったアッケシソウ群落調査と全く

同じ方法／［ よって群落調査を行ない，その結果を発表した24)。畑中！とよると，周防灘沿岸では

22) 宮脇 JIB .大場達之・ 北海道東北部の塩湿地植生．第9四日本生態学会大会講演要旨 1.(1962) 

23) 畑中健一． シチメンソウの生理 ・生態学的研究 I.地理分布と二，三の境生的性質IC::ついて．北九州大

外国語学部紀要 2.79～89. {1959) 

24）畑中健一・ シチメンソウの生理・生態学的研究 IL群務の構造．北九州大外国語学部紀要2.11～20.(1960)



8 

シチメンソウ は，海辺泥土上lζ自然群落を構成するが，僅かにハママツナと結びついてシチメ

ンソウーハママツナ群落を構成し，塩田［ζおける半自然植生ではしばしばホソパノハマアカザ

と結合してシチメンソウーホソパノハマアウザ群落の構成が見られる。また土壊合塩量とシチ

メンソ ウとの関係，シチメンソウの個体密度と高さ との関係についても，伊藤がアッ ケシソウ

で認めたのと同じ結果を得た。

同年下川は，大牟田市のー干拓地［ζ自生するヒロハハ77ツナを材料lζ，該穫の環境Iζ応

じた，各々の根元直径，草丈，草冠，校数，校長，根長，根張，重量，最下校着生位置，第 7,

8節間，枝条の主幹となす角度などの変異を測定した2町。 乙れによると， ヒロハハママツナは

環境lζ応じ，（1）頻度，発育，形態上種々さまざまな様相を呈するこ と，（2）頻度は潮流沿岸，湖

浸水域，乾燥域のJi闘に大となるこ と，（3）発育はむしろその逆で，潮流沿岸地が良好となる傾向

があり，それゆえ発育（ζは海水が大きく関与しているが，潮流沿岸地よりも これに接した南斜

面の乾燥地が発育lζ好適である乙と， （4）形態は潮流沿岸地のものは痩長で，潮浸水域のものは

ずんぐり型，乾燥地域のものは小じんまり型を呈し，密生または混生すると校数は少な くなり

校長も長短まちまちとなって， 校条開張度は減少するなどの生態学上興味ある知見を呈示した。

しか し，北九州地域からなされた研究報告は， むしろ生理学乃至個体生態学の分野に属 し

鮮落構造の解析，合成を意図した群落学的研究［と乏しく，未だ該地方の塩湿地植物群落構造lζ

ついては明らかならず，未開拓の分野が多い。

上述の植物分類，地理学あるいは植物群落学的研究（下等植物は除く）以外lζ塩生植物の好

温性についての研究が， 1936年以来津田lζより行なわれて来た2町。津田はアッケシソウ，シチ

メンソ ウ，ハ77ツナおよびハマサジlζついて，その群落下の土壌 pH，土壌含水量，土壌合

塩量，種類毎の圧搾汁液の渉透圧，圧搾汁中の NaCl含量を測定し，更にハマサジとシチメン

ソウ lとついて塩分が種子発芽および幼苗の生育lζ及ぼす影響を調べた。 津田によって，（1）実

験に用いた 4種の塩生植物は好塩性において，海浜砂丘植物より一層大きい。（2)4種の塩生植

物の中でアッケシソウ lζおいて好塩性が最も強く，シチメ ンソ ウはハマサジよりわずか優って

いる。（3）シチメンソウとハマサジの最大生長は，少量の塩の存在下で見られ， 塩の欠除は成長

を抑制する。そ して（4）生態学的見地から植物の好塩性の討議lζ際しては立地の含塩量，植物

汁液の惨透圧， NaCl量および植物の最大生長を許容する人工溶液中の塩含量に注目すべき こ

とが明らかにされた。

塩湿地の下等植物を対象とした分野には斎藤の合塩沼地中の土壌糸状繭に関する研究があ

る27）。斎藤（ζよると福島県松川捕の，シパナを優占種とする群落では， Penicilliumoxaliumが

25) 下川端三円大牟岡市の 1干妬地Iζ 自生するヒロハマツナについて．日生態会誌 10.57～59. (1960) 

26) TSUDA, M. : Studies on the halophic characters of the strand dune plants and of the halophytes 

in Japan. Jap. Journ. Bot. 17. 332～370. (1961) 

27) SAITO, T.: The soil fungi of a salt marsh and its neighbourhood. Ecol. Rev. 13. 111～119. (1952) 
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優占し， Trichodermalignorumがこれにつぐか，時［ζ共優占し，上記種以外！とは Fusm叩m

sp.と JY!ucorsp.とがかなり見られただけで， Asρergillussp.以外はとるに足らない。

上述のように，わが国塩湿地植物群落や塩湿地要素｛ζ関する各方面からの研究は，戦後次

第lζ行なわれるに至り， 'llt’落構造，群落形態あるいは塩湿地要素の地理分布および生理生態的

性質などが解析され，その全貌が漸次明らかになりつつある。

II. 塩湿地植物群落の分布

Distribution of the Salt Marsh Community in Japan 

1.分布 Distribution

わが国塩i＠.地植物群落の分布に関する総括的研究は未だなされていないため，現在精密な

分布図を描く乙とは困難である。塩湿地は，海と接する陸地lζ生じ，その発達の地形的条件に

は河口，砂時寺内面，沿岸洲あるいは沿岸島および堤内湾がある乙と lζついては既K述べた。わ

が国の地形から推しでも，乙れらの条件にあてはまるととろが少なくなかったであろうが，土

地開発［ζ伴い，多くはその姿を消してしまった。しかし注意深く観察を下してゆくと，塩湿地

植物群落は，その都落の大小を問わなければ，かなり広く分布していたものと推察される。今

わが国組湿地植物群落K生ずる植物I札アッケシソウ，シチメンソウ，ハママツナ，ハマサ v''

ハマシオンおよびシパナを中心として，地方植物誌や関係論文を参照して，上記積類、のいずれ

かを含むような塩混地植物群落の現在の分布概況を推定すると，太平洋側では愛媛，香川，三

重，大阪，千葉，茨城，福島，宮城，北海道の道府県K，日本海側では九州北部と秋田県にわ

たっている。ただし日本海側では秋田以外の資料は僅少である。

乙れらの地方のうち，比較的内容の明らかにされているのは九州北部，宮城県及び北海道

で，乙の 3地方の塩湿地植物群落については後述することにして，その他の地方について述べ

ると次のようになる。

愛媛県：南宇和島～岩松，九島沿岸lと分布。 ζ 乙ではハマサジを主とし，特l乙喜田浜塩田

lζはアッケシソウを生ずる。

香川県：詫間，仁尾，観音寺の沿岸［ζ分布。主としてハママツ ナ，ハマサジを生じ，時！と

塩田地［ζアッケシソウを生ずる。

三重県・概ね伊勢湾西部，四日市附近，鵜方，尾鷲，長島海岸lζ分布。ハママツナ，ハマ

サv'' シノミナなどを生ずる。

大阪府 ：和泉海岸に分布。ハママツナを生ずる。

千葉県；長生郡長生村一松には県の天然記念物［ζ指定されている塩湿地値物群落があり，

ζ こではシパナ， ヒメキンポウグなどが注目すべき種である。 九十九里浜中部に見られる湿地

帯で塩沢l乙接している部分では，小規模ながらも随所に塩湿地縮物群落が見られ，乙乙 -cJはハ
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ママツナ，ツバナ，マツナなどが生ずる。

福島県：太平洋岸の潟湖松川浦の西南岸と東岸に発達する砂洲上塩湿地植物群落ではノ、マ

サジが優占し，ハママツナ， トウオオバコなどが随伴する。

その他：茨城，秋田の 2県では植物誌の上からは，前者lζはシパナ，後者lζはウミミドリ

ウシオツメクサなどの分布が見られるが，塩湿地群落としての発達は微弱である。

［九州北部］ 九州地方の塩湿地植物群落は， 北半部の海浜地帯lζ著しい。畑中の研究およ

び筆者への私信（1962）によれば， 九州北部の塩湿地植物群落は分布的に（1）周防灘，（2）島原半

島大村湾， 千々石湾および有明海一不知火海沿岸の二つの地域K分けられる。九州北部の悔湿

地植物群落分布概略を図示すれば第 1図となる。

。 40km
H 』喧ー』司

第 1図 九州北部臨湿地分布図

(1) 周防灘沿岸では，福岡県門司から行橋を経て，大分県中津市K至る聞に生じ，ことに

行橋を中心とする地域に著しく ，乙の地域lζはシチメンソ ウの純群落が発達しており，随伴種

としてはハマサジ，ハ77ツナなどを生ずる。 しかし現在は，干拓により漸次失われつつある。

(2) 島原半島大村湾，千々，石湾および有明海ー不知火海地域では，周防灘沿岸地域と異な

り， ヒロハハママツナ，ハ77ツナ，マツナを主体とする群落を生じ，随伴穫としてウシオツ

メクサ，ハマサジ，ハマシオン，シパナ等を生ずる。大群落は有明海沿岸lζ見られるが，随所

lと見る 乙とのできるのは，島原半島， 乙とに大村湾沿岸と半島南端の口の津附近である。

［宮城県］ 東北地方においては， 宮城県下岩井崎塩田l乙アッケシソウが本州最初の産地と

して 1936年採集され，また同地にはウミミ ドリ ，ハマサジなどの生じている乙とが早くから知

られていた。菅谷（1962，私信）によれば，本県下では岩井崎のほかに，長而，野蒜，荒浜，閑
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J::，吉田浜，坂本などに塩湿地植物群落が知られている。宮城県の塩湿地植物群落分布概略を

図示すれぼ第2図となる。岩井崎，長面ではウミミ ドリ が指標的であるが，またヒメキンポウ

グ，シパナ，タチ ドジョウツナギなども生ずる。

0 50km 
－ー』ー』ー』園』・4

第 2図 宮城県下の極湿地分布図

［北海道］ わが国の他地方と比較すると北海道は，その東部における塩湿地植物群落の発

達が特K著しい。乙れら塩湿地植物群落はアッケシソウとシパナにより代表される。かつまた

共通してアッケシソウを生ずる。 北海道東部塩湿地植物群落lとついては，本論の主たる内容と

して逐次詳述する。アッケシソウを伴わない塩湿地植物群落は，道内各地で観察されている。

すなわち釧路市新釧路川河口附近のi毘地で，海水の逆入Kよって生じた小；臨湿地植物群落（田

中， 1959），室蘭市東室蘭～鷲別聞の砂丘背後の小塩湿地植物群落（河野， 1960）などがあるが，

ヒメウシオスグ，シパナやエゾツJレキシパイなどが生じている。筆者も以前lζ釧路市春採湖畔

lζシパナやエゾツJレキンパイを主とする塩湿地植物群落の存在を見た。シパナの分布から見忍

と渡島福島，胆振礼文華，北見紋別などにも小規模な塩福地植物群落の存在した乙とが推測さ

れる。

2. アッケシソウの分布

Distribution of Salicorniαeuropαeαin Japan 

北海道東部塩湿地植物群落において，最も特異な景観を有し，また種類分布上最も興味あ

る植物は，アッケシソウである。乙 ζl乙本論文の中心となるアッケシソウの分布を述べる。

i. 世界における分布
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本種の分布は汎世界的で，すなわち本種はヨ ーロ ヮパ全般，南北両アフリカ，温帯アジア

温帯アメリカの各地方！と見出される。通例海岸沿いの塩湿地lζ生育するが， しばしば内陸の塩

湿地にも生ずる。

ii. 日本における分布

研究史において述べたように，本種は，わが国では最初椙山花よ り北海道釧路国厚岸湖畔

で発見採集された。北海道においてはその後，東部オホ ーツク海沿岸，野付海峡，太平洋沿岸

地帯lζ発見されたが， 北海道以外では本州，四国（ζ僅少な分布を見るに過ぎない。本州では，

東北地方宮城郡岩井崎旧塩田Iζ見られるのみである。 四国では， 愛媛県多喜浜村の新浜塩田，

香川県小豆島土庄，詫間，大越，宇多津および木沢の各塩田にその産が報じられている。

北海道を除いた本州，四国の各産地が，いずれも塩田跡地である乙とは，注目されてよい。

牧野が述べたように，四国！と見られた本種は，運搬によってもたらされた可能性があるとすれ

ば，真の自生地であるかどうかは疑わしい。本州や凹固におけるアッケシソウの分布は，塩田

の成立と関係あるため，今日では，各地塩田の衰微，塩田跡地の埋め立てなどにより，本種の

生育適地はi漸次失われてゆく状勢にあり，香川県や岩井崎［ζ見られた本覆の群生地も，ほとん

ど絶i成lζ瀕しているといわれる。

iii. 北海道における分布

北海道Kおける本寝の分布を，第 1表および第 3図［ζ示す。

第 1表 北海道における Salicorniaeuroρaea分布地名一覧表

の番号 地 名 備 考

1 i小向沼 （四国） 伊藤｛1962)

2 志文内沼（北見国） 佐久間 ｛1953)

3 ｜佐 B間湖（北見国） 伊藤［i~~fl，岩本 119~i:，石戸谷｛1931），舘脇（1951),
三角 ，伊藤 19 1962) 

4 ｜能取湖（北見国）
須崎 11916l，岩本｛1932），高橋 ｛1935），舘脇 ・伊藤｛1957)
伊藤 1961

5 ：築霊平沼附近（北見国） 舘脇｛1954)

6 野付崎（根室国） 舘脇｛1940），伊藤｛1957,1961) 

7 風蓮湖（根室国） 星｛1912），舘脇｛1927），伊藤｛1962)

8 温根沼（根室園） 舘脇 ・伊藤｛1962)

9 琵琶瀬（摂室国） 舘脇 ｛1954)

10 ｜厚岸湖（事II路国） 楢山｛1J1891）辻，宮部9{1894），宮沢（1904），笠井｛1912），舘脇 ・山
中 36），井 ｛l51) 

［オホー ツク海沿岸における分布］ 旧くからオホ ーツク海沿岸におけるアッケシソウの産

地は三つの潟湖を中心として知られていた。すなわち，佐目間湖，能取湖および藻琴沼間近で

ある。乙のうち，藻琴沼附近の本積の産量は少なし前二者lζ比べると問題Kならない。近年

K至って，佐日間湖西方の志文内沼シブノツナイ川河口附近，c::本種の産が知られ，また志文内
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。

σ 

第 3図 北海道 における Salicorniaeuropaea分布地

it!の西方の小向沼にもその産が篠認された。

藻琴沼附近：藻琴沼は網走市の東南約 8kmk位する。 アッケシソウは，沼からオホ ーツ

ク海lと注ぐ小流の流II伴lζ少量生じている。自生地附近にはシパナ多く，ウシオツメク サ，ウミ

ミドリなども生じている。

能取湖： ；本湖の分布については，既lζ岩本（1932）が簡単広報告している。岩本によれば，

当時は “東Yil原内～卯原内を経てキナチャシナイ ～ポン トー迄約 14kmの間，最大幅 20m，普

通 6m幅にわたって群落を形成していた”が，今日その箇所では随所に湖岸までヨシ群落が発

達していて，本種の分布の連続性は断たれている。しかし今日見られるアッケシソウ古1落の最

大幅は，もっと広くなっている。そして最も大規模な群落はDll原内川河口部にある。本湖にお

けるアッケシソウの産地を図示すれば第4図となる。

佐日間湖： ；本湖のアッケシソウを記述したのは岩本（1928）であった。岩本lζよれば， 1928

年当時の様子は “アッケシソウは芭露川とラ イトコロ川河口［ζ生じ，前者ではアッケシソウの

占有面積は 30余坪で，外IC:ウミミド リ，ホソパノシパナを混在するが，放牧のため著しくない。

しかしライトコ ロ川河口では，アッケシソウの占有面積は 5～60坪あって，ウミミ ドリと共に

繁茂していた。” 1931年石戸谷速経営林署長の宮部宛書簡では，佐呂間湖では上記の他lζ中番

屋，ポン トーおよび 卜エ卜コ lζ知られていた。上記の地点では，今日でもなおその存在を見る

が，その後，舘l!hb，三角，伊藤の調査によれば，三里番屋，キネマップ，計呂地川河口，テイ

ネイ， ｛左目間川河口などにも明らかになった。しかし，群落的に最もすぐれているのは， テイ

ネイ鎮沼に見られる アッケシソウの群落であって，それゆえ本自生地は， 1957年 1月1日付で

北海道天然記念物に指定されている。本湖lζおけるアッケシソウの産地を図示すれば第5図と
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S(km) 。 S(km) 

第 4図 能取湖における Salicorniaeuroρaeaの分布

A: 1931 （岩本より） B: 1957 （伊藤）（伊藤，1959)

0 S(km) 

・密生 O 疎 生 ×散在

e Tatewaki's collect1un 

O Misumi’s ccl!ection 

メ Iwamoto’s report 

国 lshidoya's letter 

第 5図 佐呂間ii¥lJにおける Salicornia印 roρaaeの分布

（伊藤， 1959)

なる。

志文内沼と小向沼・該地においては，アッケシソウは能取湖，イ左目間湖κ匹敵するほど量

的lζ多く ない。志文内沼では，シノブツナイ川河口lζ見られ，小向沼では，水谷附近の湖岸lζ

小規模な本種の封落を見る。アッケシツウの他［ζは，ウシオツメクサ，チシマドジョウツナギ，

ウミミドリなどを生じている。

［聖子付海峡および太平洋側における分布］

野付11崎：野付湾lと而した部分［乙本種は散在する。群落全般ではシパナが最も多い。

風蓮湖：主lζ風蓮湖の東北岸｛乙分布を見るが，所生量は少ない。主なる産地は，ハノレタモ

シリ島，法太（弁才1白），春国岱南西岸などである。

温根沼．湖口部の東西両岸，オンネナイ川河口部や，湖の周囲lζ分布す二る小川の河口部附

近lζ散在している。
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厚岸湖・舘脇・山中は 1939年厚岸湖牡螺島 B島およびC島，殊IC::B島l乙アッ ケシソウの

多い乙 とを記しているが，辻井 （1954）によれば，現在牡燐島から本種はほとんど姿を消し，湖

岸部のみに生じている。湖岸部においても，北岸より南岸に多い。 南岸では東梅河口部，イク

ラウシ湿地およびポン 卜湿地lζ代表的なアッケシソ ウの群落が生じている。なお本湖の北岸［と

生じているアッケシソ ウは半自然植生のものであり，南岸のものは自然植生と半自然植生のも

のである。

Sahcornia euroρα仰 の杭l名アッ ケシソウは，“厚岸” に因んで名づけられたのであったが，

今口実際［ζは本穣の代表的群落は厚岸湖には見られず，かえって能取湖や佐呂間湖！と見られる。

III. 調 査 方 法 Methods

群落調査に際しては，帯状区法（Belttransectmethod）を基本とし，必要に応じ方形区法

(Quadrat method）を併用した。 帯状区には 2種類ある。 その一つは調査地全体の群落構成を

知るためlζ，全植生［ζわたって設定した “全植生帯状区”であり， 他の一つは一定の単位群落

を代表する “単位群落帯状区”である。前者では塩混地の下部 （湖汀側）から上部（陸地側）Iζ向

い，槌生を横断する方向｛ζ帯状区を設定し，後者では，所与の単位群落を代表するように設定

したので，帯状区の方向は必ずしも一定しない。帯状区法！とよる群落調査は，対象地域が広大

になると，面積の小さな方形区法による調査に比べ，多くの労力と時聞を要するが，植生や群

落の連絡的変化を正しく知るためには，また群落の具体的内容を如実lζ示す点では，群落分類

や鮮落記載上極めて有用な手段である。

帯状区は幅 lmとし，長さは対象植生や群落lζ応じて適宜の大いさに設定した。方形区は

通常 1m2面積であるが，稀lζ地況に応じ変更した乙ともあった。

得状区または方形区内lζ見出される種類について被度（Coverd巴gree）を記録し，一つの帯

状区全体について種の頻度（Fr巴qu巴ncy）を算出した。帯状区で示された群落中の種の優劣関係

を示す量として，筆者は綜合優占度（Coveragevalue）を用いた。

被度の表示［とは，乙れまで幾つかの方法が提案されているが，筆者は BRAUN-BLAC叩UET

(1928）の方法｛ζょった。 BRAUN-BLANQUETKよる被度表示法を第 2表lζ示す。

第 2表 BRAUN-BLA！、IQUET(1928）の被度表示法

被 度 内 H廿. 

十 植物体は稀または極めて稀

1 個体数多いが，被覆商積は全体の 5%以下

2 個体数多く，被覆面積は全体の 5～25%

3 個体数lζ無関係，被覆商積は全体の 25～ 50%

4 ，， II は全体の 50～ 75%

5 ，， ，， は全体の 75～100%
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頻度は一つの実在の植物群落lとおける穫の出現を表現する。すなわち，一つの帯状区にお

いて得られた全調査区数K対する種の出現の割合を示すし， I～Vまで、の 5階級lζよって示され

る。本研究で用いた頻度を表示すれば第3表となる。

第 3表 頻度表示法

頻 度 内 日官書

。 出現しない

I 一つの檎状区中lζ20%以下出現するもの

旺 ，， 20～ 40%出現するもの

]II II 40～ 60% ，， 

IV ，， 60～ 80% ，， 

V II 80～100% ，， 

綜合優占度（Coverag巴 value）は，次式で与えられる。

積の平均優占度
綜合優占度（C.V.)= ×100 

帯状区［ζ出現した調査区数

乙乙で種の平均優占度とは，前述の種の被度 ＋～5までの 6階級を，それに相当する平均

被覆面積（%） IC:置換し，置換された平均被覆而積の総和を指す。平均被覆而積（%）を表示すれ

ば，第 4表のごとくなる。

第 4表 平均被覆面積（%） fi直

被 度 被度の百分率（%） 平均被覆面積（%）

十 0.1 

1 1～ 10 5.0 

2 10～ 25 17.5 

3 25～ 50 37.5 

4 50～ 75 62.5 

5 75～100 87.5 

指湿地植物群落は， Climaxcommunity （極盛相群落）ではなく， seralcommunity （推移群

落）である ζ とは論ずるまでもない。したがって，郵落単位は推移系単位が用いらるべきもの

である。者干落単位の決定には，種の優占性とその群落の占める面積を重視した。すなわち，基

本単位として Climaxunit （極盛相単位）の“sociation（基群集）”に対応する“socies（動基幹

集）”（nonWEAVER & CLEMENTS, 1938）および“isocion（動純集）”を用い，これら sociesおよ

び isocionは，さらに統合されて Climaxunitの“Association（群集）”に対応する “Associes

（勤群集）”を構成する。

本研究においては， sociesは， sociationIC対する DuRIEZ (1932）の定義にならって，優

占種によって決定した。 sociesが，唯一種の完全優占によるか，あるいはほとんどー穫の完全
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優占lζ近い状態Kある場合の基本群落には isocionを用いた。CHAPMAN(1960）によれば，も

ともと “isocion”なる術認は GAM によって提案された語で， GAM は，均ーの結生景観をも

っ最小の識別可能植生lζ対し用いたものであった。 その後，D AHLBECK (1945）は， デンマー

ク，スエF デン国境の南東 Oresund沿岸の塩湿地植物群落記述の際［ζ “1socion”を用いた。

DAHLBECKの記述から判断する と，その大きさは必ずしも一定せず，“consocies”の場合もあ

り，時lζ “socies”程度の場合もある。CHAPMAN(1959）は， 一般に塩融担植物群落においても

純群落の占める面積は，“association”あるいは“associes”lζ比べて小さいという理由で，純群

落は “association”あるいは “associes”より下級単位（subordinateunit）として取り抜うこと

を提案し，乙の下級単位として， GAM の“1socion”を導入した。CHAPMAN(1959）の用いた群

落単位体系と筆者の用いたそれを比較すると， CHAPMAN の体系lζは，筆者の基本単位とする

“socies”に相当する単位がない。 しかし筆者は，CHAPMANが “associes”の下級単位として

用いた“isocion”を “socies”と同位で取り扱った。 また， socies工FI，局部的［ζはある種の優

占が見られるが，大而積lζ及ぶ乙とのない群落lζついては， society（集落）と呼んだ。

群落の分布と而積は，群落学ーにとって重視すべき問題であり，標徴穣や識別種さえ満足さ

れれば，大面積の群落も小斑程度のものも同格lζ取り扱われるのは不合理である。乙の点につ

いては， 既lζ CHAPMAN(1960）が指摘しており，群落の大きさを群落分類の上K反映させるべ

き乙とを主張している。筆者の方法では，ある群落記述時，乙れを表示する帯状区の面積が指

示されるが，乙れによって，その間’落の大いさを知る乙 とが可能となり，幾つもの訴落規模の

比較に便利である。それゆえ，筆者は少くとも新たに一つの群落を記述する場合には，必ず帯

状区法によった。

群落分類の方法は，全世界必ずしも共通でなく，種々の方法が提出されている。筆者の拠

った立場は，既述のように種の優占性を重視する方法で，今日まで乙の方法lζ対する批判はか

なりきびしい。 しかし，筆者は応用的な立場から見るときは，むしろ優れている と考える。

土壌合塩量の測定は，主として硝酸銀滴定法によったが， 小向沼の土壌標本については

VOLHARD法によった （山口 ・高橋， 1959）。いずれの場合lζも土壌標本は，植物体の根系附近，

通常地表下5～10cmの部分から採取 し，風乾後その 5gをとって 50ccの蒸溜水を加え，充分

振ってから 24時間放置し，その後漉紙でi慮過後，溶液 25ccについて Cl量を測定した。
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IV. 群 落 調査 PhytosociologicalStudy 

I.小向沼 （第6図J Lake Komuketゐ（Fig.6) 

本調査地は，国鉄沼の上駅北西約 1.5km，通称小向沼大沼の南岸lζ注ぐ小JI／の河口附近lζ

発達する塩視地中に設定した。

本塩湿地では，塩源地の下部から上部lζ向い，アッケシソウ associes，チシマドジョウツ

ナギ associes，ドロイ associes，ヤマアワーエゾヌカボ associesのJI原K帯状配列（Zonalarrange-

ment）をなしている。塩i毘地植物群落lζ生ずる植物の種類は少なく，帯状制列の前 3associeses 

k生ずる所生要素はアッケシソウ，ウシオツメクサ，チシマドジョ ウツナギ，ウミミドリ， ド

ロイなどである。塩源地の上部，ヤマアワーエゾヌ カポ associe3／［至れば，域生植物の所生量

は問題とならず，優占種ヤマアワ，エゾヌカ ボを始め中生植物が多く なる。主なる所生要素と

しては，コヌカグサ，エゾミソハギsカセンソウ，エゾノタウコギ，エノコログサ，オオチド

メあるいは，アゼテンツキ，オオイヌノハナヒグ，コケオ トギリ ，アリノ トウグサなどがある。

河口部周辺の低湿地では，ヨシ associesが発達し，優占種ヨシに混じて，エゾノサワスグ， エ

ゾウキヤガラ などが生ずる。湖岸の内陸部では，ヤチハンノキを主とする林が発達し，林縁や

林下［ζは，ヤチヤナギが比較的多い。

Fig. 6. Lake Komul目的
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立地は，背後の山地から流出して来た長石，雲母ーなどの鉱物質を含む徴砂の堆積から成る

が，水分の透過は不良で， l時Iζ部分的lζ滞11<.の傾向が見られる。またこの小川の流域lζは低位

泥炭地が発達している（飯塚 ・瀬尾， 1962)

A. 帯状区調査 Belt-transects

本地点では［1.a］及び ［1.b］の 2帯状区を設定した。 前者は全植生帯状区であり，後者

はチシマドジョウツナギ sociesを代表する。

[l: a］帯状区 （35×1)m' (25, IX. 1962) 

本帯状区は，調査地点における代表的帯状配列を示している。本帯状区の測定結果K基ず

き，群落解析を行えば次のようになる。

1～3m：アッケシソウ Eocies, .l;¥K湿地の最下部K発達する群落で，構成種類は，アッケシ

ソウとウシオツメクサの2種のみである。 優占種はアッケシソウで，ウシオツメクサは乙の部

分では少ない。

3～6m：アッケシソウ ウシオツメクサ socies.前 sociesと構成種類［ζ変化はないが，ア

ツケシソウとウシオツメクサとは共優占する。 アッケシソウ sociesとチシマドジョウツナギ

sociesとの中間移行部lζは本 sociesがしばしば生ずる。

7～22m チシマドジョウツナギ socies.本調査地点で最も発達している塩湿地植物群落で

ある。立地的には土壌水準は高まり，冠水の影響で減少する。優占種チシマドジョウツナギは

8～12m問では量的に未だ少いが，13～22m間で最も多くなる。混生種としてはアッケシソウ

が十の被度で 8～20m聞に，ヨシが＋～1の被度で 14～18m聞に生ずる。 20m以後にはウミ

ミドリが出現 し， 該種は次のドロイ sociesk跨って分布 している。

23～27m：ドロイ socies.前 sociesの優占種チシマドジョウツナギは本 socieslζ入る と

共lと急激lζ減少する。また本 sociesでは，もはやアッケシソウやウシオツメクサは生じない。

構成種類として新たKエゾツJレキンパイが生じ，本 sociesの末部 27mでは構成種類数も増加

し9種を数えるが，その多く は塩生植物ではなく，中生植物である。

28～35m：ヤマアワ エゾヌカボ socies.本 soci巴Sは， 塩湿地の最上部医発達する群落で

厳密lζ塩湿地植物群落とは見なされない。上層はヤマアワ，エゾヌカボを主とし，構成種類数

も最も少い部分で 6種，最も多い部分では 12種に達する。本 sociesはやがてヤチハンノキ林

lζ移行する。

本帯状区の測定結果を表示すれば，第5表となる。
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Frequency Belt-transect (35×1) m2 (1. a] Table 5. 
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and cover degree of the plants in the belt-transect 
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みわけを生じたものと解される。

の2種とも所生量は少なく ，被度 ＋～1以上とならない。なお，本調査地点のエゾサワスグ

は，本塩混地lζおいては立地的lζ見て異例と，思われる。本帯状区の測定結果を表示すれば第 6

しかし優占種チシマドジョウツナギの株上であるから，

表となる。

Soil salinity 土壊含塩量B. 

土壊合塩量の調査を行なっ[l. a］帯状区では，既述のごとく群落の解析的調査と同時［ζ，

た。帯状区lζ沿って設けた 8個の標本点では，表面から 5～10cm下の根系間近の土壌を採取

乙の結果を表示すれば第7表となる。VOLI-IARD法Kより土壌含塩量を測定した。し，

The soil salinity at the 8 points taken from the (1. a] belt-transect (25, IX. 1962) Table 7. 
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Carex Oederi var. viridula 
Lycoρus l¥1aackianus 
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Hypericwn erectum 
lvlyrica Gale var. to川 entosa

Soil salinity 

内陸部に向って減土壌含塩量は塩湿地の下部すなわち沼汀部から，本表より考察する lζ，

14 rri以後の勾配lζ比して極少するが，沼汀部より 14mlζ至る聞の土壌含塩量減少の勾配は，

めて急である。 14m以後では， 21mの土壌含塩量は 26m, 31 m の部分の値より低いが，その

ζ の乙とは，概ね沼汀～14m間では，局部的l乙冠水の影響が大きく作用し，差は僅かである。

14m以後では，それがほとんど無い乙とを物語っている。植生の上から見ると，土壌合塩量の

最も高い部分にアッケシソウ，ついでアッケシソウーウシオツメクサ sociesで，本調査時では

チシマドジョウツナギ sociesでは更に低く ，土壌含塩量土壌合塩量 1.8～5.191らの範囲にあり，

は0.5～1.8告らである。 21m以後にはドロイ socies，ヤマアワーエゾヌカボ sociesが発達し，構

乙の乙とは土壌含塩量の著 しく低下すその多くは中生植物で占められるが，

るのと一致している。 ［l.a］帯状区での主要塩湿地植物分布域の土壌合塩重を見る と，

成種類も増加し，

アッケ

ウシオツメクサ： 1.8～5.1弘，チシマドジョウツナギ； 0.5～l.8?1fo，ウミ ミ

ドロイ： 0.4～0.7%； である。エゾツノレキンパイ： 0.7～0.8弘，

シソウ： 1.5～5.1鋭，

ドリ：＿0.5～0.89.:ふ
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c.小向沼植物群落更行 Succession 

本調査地における塩湿地植物群落更行について記述すれば次のようである。

冠水の影響最も大きい沼汀部には，先駆群落（Pioneercommunity）として，アッケシソウ

sociesが発達する。土壌面が隆起し，冠水の影響が減少する方向［ζ，群落は，アッケシソウー

ウシオツメクサ socies，チシマドジョウツナギ sociesのJI良［ζ更行し，やがてドロイ sociesIC::至

れば，構成種類数も増加し，中生植物の最も増加し始める。 ドロイ sociesをもって一応塩湿地

植物群落の上限と考えるととができる。本 sociesは更に土壌が湿潤化を辿らなければ，上部方

向lζヤマアワーエゾヌカボ socieslζ更行する。土壌が低湿潤化の方lζ傾くときは，塩湿地植物

群落lと接して ヨシ isocionが発達する。本 isocionは，多少の合塩土壌にも耐えて生育するの

で，その生育領域は塩湿地から淡水湿地まで及んでいる。本調査地における塩湿地縞物群落更

行を図示すれば第7図となる。
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Calamagrostis Ep1geo1s-Agrostis hiemal is socies 

Fig. 7. Schematic五gureof the succession process in the 
Komuketo experimental plot 

2. 佐呂間湖 LakeSaroma (Fig. 8) 

本調査地では， ．テイネイ鶴沼の北東縁｛ζ突出する通称珊fi¥11岬のアッケシソウ 自生地と，ケ

ロチ川河口の塩湿地を対象とした。

i. 珊瑚岬 Sango・saki

珊瑚岬の名が，乙乙 lζ自生しているアッケシソウ［ζ由来していているように，アッケシソ
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Fig. 8. Lake Saroma 

Table 8. [2. i. a] Belt-transect {30×1) m2 Frequency 

Distance (m) 
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 

Species 

Salicornia ek＇；＇..~~1ρ:z::i~，. 1 5 4 5 4 3 4 4 3 3 3 4 4 
Puccinellia. s 十 ＋ ＋ 1 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 十 ＋ 
ff't!:f.~tlaria. marina. var. asiatica. ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 1 1 ＋ ＋ 

川 aritima.var. obtusijolia 4 ＋ 
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アッケνソウ .isocionesは汀線近くの部

分や，汀線部より離れても低湿にして満潮時冠潮，冠水する部分lζ生じ，漸次土壌面が隆起する

ウ.isocionが本塩湿地植物群落の代表的群落である。

ウミアッケシソウーウ νオツメクサ sociesあるいはチν7ドジョウツナギ socies,につれて，

このような群落の帯状配列は，ミドリ sociesなどが交替に生じ，最後にドロイ sociesK至る。

網目状lζ分布している小流路や小池沼の聞の孤島状の小面積地において殊によく観察さ行る。

したがって植物群落かつ小流や小池沼の分布が著しく，立地は全体lζ腐泥lζ富んでおり，

は広い面積Kわたって一様K地上を被う乙とは少い。

Belt-transects 帯 状 区 調 査A. 

後者前者はアッケシソウ isocion,本地点では［2.i. a], [2. i. b］の 2帯状区を設定した。

はアッケシソウ ウシオツメクサ sociesを代表する。

[2. i. a］帯状区（30×l)m2アッケシソウ勤純集

(Salicornia europaea isocion) (3, X. 1958) 

腐泥土』ζ富む続源地の下部や低湿部lζ発本地点の塩湿地植物静落中の代表群落であって，

ウミミドリ を生ウシオツメクサ，達する。優占穫アッケシソウの外lζチシマドジ ョウツナギ，

本種の量土地の隆起部分lとは多く生ずるので，fこだウミミドリは，ずるが量的に極めて少い。

的な増減とアッケシソウの増減にはある程度の相関性が見られる。本幣状区の測定結果を表示

すれば第8表となる。

[2. i. b］帯状区（30×1)m2アッケシソウーウシオツメクサ動基群集

(Salicornia euroρaea-Sρergularia 111ari11a var. asiatica socies) 

(3, X. 1958) 

アッケシソウ isocionの発達している部分より，塩湿地の上部で腐泥が減少し砂土が多く

なり，満潮時冠水しても常時冠水することの少い部分lζは，本 sociesが生ずる。後述するよう

lと，能取湖でも本 sociesが観察されたが， Jをとでも i満潮時lζ容易に浸水して来る低平地であ

立地的には両者共類似している。本 s6~1es の構成種類は前記アッケシソウ isocion と同じり，

ウシオツメクサやチシマドジョウツナアッケシソウやウミミドリは量的に減少し，であるが，

ギは増加する。本帯状区の測定結果を表示すれば第9表となる。

and cover degree of the plants in the Salicornia euroρaea isocio日
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Frequency and cover degree Belt-transect (30×1) m2 (2. i. b] Table 9. 
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Puccinelli a ku rilensis 
Glaux 111aγiti111a var. obt11s1folia 

m
 

Distanc巴

Quadrats 方形区調査B. 

ウミミドリ方形区は，本塩j毘地植物群落中，小集落を構成している個所を選んだもので，

ドロイ society中に 3個［2.i. （］～［2. i. ti］を設定した。

[2. i.α］～［2. i.ε］方形区（ lm）＇ウミミド リ集落

(Glaux mariti111a. var. obtusifolia. society) (26, IX. 1962) 

society中lζ5個［2.i.α］～［2. i. €], 

そ小流路や小池沼で固まれた弧島状の小面積地で＇ Ii，満潮時でも冠水の影響から免れる。

ウミミ ドリ の外にこではウミミドリが優占し， 小面積ながら ウミミ ドリの群落の形成を見る。

ヨシ及びホソドロイ，エツ’ツノレキンノfイ，アッケシソウ，は，少量のチシマ ドジョウツナギ，

ノイノハマアカザが生ずる。本方形区の測定結果を表示すると第 10表となる。

[2. i. （］～［2. i. ti］方形区（ 1 m）＇ ドロイ小集落

(Ji川 cusgracillimus society) (26, IX. 1962) 

乙のような部分では上層孤島状の小面積地の中心部lζは，時lζ本 societyが形成される。

時にホソパノハマアカザウミミ ドリ が普通K生じ，下層lζエゾツノレキンパイ，に ドロイ 多く，

が混生する。本方形区の測定結果を表示すれば，第 10表となる。

(2. i. a］～（2. i. OJ Cove degree of the plants in the quadrats of Table 10. 
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Atr伊lexG川 elini
Potentilla Egedei var. grandis 
J1111c11s gracilli11111s 

Vegetation map 図生植c. 

立地と植生の関係を知るために，本地点において2個の植生図（1）及び（2）を作製した。

アッケシソウとウシオツメクサの

乙植生図（2）：小面積地lζおいて観察された植物群落の小規模な帯状配列の状態を示す。

アッケシソ吹ーウシオツメクサ soci巴S 中，植生図（1):

分布状態を示す。
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of the plants in the Salicornia eu.roρae，α－Spe,gu.laria marina var. asiatica socies 

14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 Freq. C.V. 

3 2 3 2 3 3 3 2 2 2 2 3 3 2 2 2 2 V 2550 
1 2 1 2 2 1 1 2 2 1 1 ＋ ＋ 1 1 1 1 V 858 
1 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 1 1 1 2 ＋ 十 ＋ 1 1 1 V 375 

工

の小面積の水面よりの高さは，両端部で 5cm，中央部で 15cmである。j朝の干満lζよって，湖

水の小流路の幅は増減をくり返すが，同時lζ露出を冠水がくり返される泥砂の堆積部の周辺や

小流路幅｛ζは，アッケシソウが多く，堆積部の中央に向って，漸次高く盛り上って掛こ水がよく

なり，冠水の度合いが少ない部分には，ウ ミミ ドリ ， ドロイが多くなり，各々の帯をもって分

布している。

結生図（1）及び （2）を図示せば各々第9図及び第 10図となる。
!Sm 

Sm  

亡ゴ Pools 七三ヨ Baregrounds 仁コ Pools 田町alicorni a 

122]G；；υ：；tブ...  Sali…a e urop•••E司 Puccinel Ii a kuri I… 
~Spe仙r i m 

Fig. 10. Vegetation map (2) 

Fig. 9. Vegetation map (1) 

D. 土 填 含 塩 量 Soilsalinity 

本調査地点では，アッケシ ソウisocionを中心とし，アッケシソ ウ優占部（2），ウシオツメ

クサとウミミドリの混生部）(3）及びウミミ ドリとの混生部（1）の3点で，表面干5～10cm下の

根系附近の土壌を採取し，硝酸銀滴定法により， 土壌含塩量を測定した。乙の結果を表示すれ

ば第 11表となる。
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Table 11. Ssoil salinity of the three points taken 

from the Sango・saki (3, X. 1958) 

Sample Number 1 2 

Soil salinity （施。） 25.0 23.6 

Salicornia euroρaea 3 ；， 

Glaux 111aritima var. obtus;{::ff~ 3 ＋ i~~Ff.,;~ll:-~\111ari11a var. asta t印 ＋ 
urilensis ＋ 

3 

8.6 

3 
3 
3 

本表より考察するに，ウ ミミドリ は，アッケ シソ ウ同様，土壌合塩量のかなりの濃度lζも

耐えて生育する ζ とがわかる。しかし，前種は後種よりも湖水の直接冠水や浸水に対しては弱

く，標本 3においても，前種は後程ーよりも土壌面の高い部位lζ生育している。

ii. 計呂地川 TheKerochi 

計呂地川河口では，その東岸lζ塩湿地が発達しているが，西岸は概ねヨシの湿原で占めら

れている。東岸では塩湿地植物群落はアッケシソウ isocionが最もよく発達し，むしろ珊瑚岬

のそれを凌駕する。立地は腐泥を混ずる細砂土より成り，全体にわたって停滞水を見る。湖汀

の裸地（Baremud）には緑藻の一種 Vaucheria器が一面lζ表土を被覆して，速景は美しい濃緑色

を呈している。 Vaucheriaの緑の carpetk接して，アッケシソウ isocionが広面積l［わたって

発達している。本 isocionの上部lとは，チシマドジョウツナギ群落が存在したと推定されるが，

乙の部分は現在牛の放牧K利用されて，植生の撹乱が著しく，自然の群落相を得る ζ とが出来

なかった。ととでの所生種類lζは，前記チシマドジョウツナギの外K，ウシオツメクサ，ホソ

ノイノシパナ，ホソパノハマアカず，エゾツJレキンパイ，スグ類，エゾウキヤガラ，ナガパハマ

ミチヤナギ，イソオオバコ，あるいはヤマアワなどが生じている。三角 （1954）によれば，西岸

のヨシの下層にも少量のアッケシソウ，チシマドジョウツナギの他普通にウミミドリ，ドロイ，

エゾツJレキンパイなどを生じているという。

Table 12. [2. ii. c] Belt-transect (50×1) m2 Frequency an 

Distance (m) 
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

Species 

Salicornia ek:;.~~ft~:,~i 5 5 5 4 5 5 5 5 5 5 
Puccinellia ,s s ＋ 十 ＋ ＋ ＋ ＋ 
S1りergu.lariamarina var. asiatica ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 

Distance (m) 
27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 

Species 

Salicor,11ι ek：：~ρil~，~~i 4 5 5 5 5 5 5 4 3 3 
Puccinellia s ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 
Sρe,gu.laria押1ari11avar. asiatica ＋ ＋ 十

後 北大理学部植物学教室山田家正氏の同定による。
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A. 帯 状 区 調 査 Belt-transects 

本地点では ［2.ii. c］帯状区を設定した。該帯状区はアッケシソウ isocionを代表する。

[2. ii. c］帯状区（50×1)m2アッケシソウ動純集 ‘

(S，αlicornia europaea isocion) (24, IX. 1962) (Photo 1) 

本地点において，アッケ シソウの最も純度の高い部分lζ設定した。構成種類は，優占種ア

ツケシソウの外，ウシオツメクサ，チシマドジョウツナギの 2種類のみであるが，その所生量

は甚だ低く， テイネイ珊瑚岬のアッケシソウと比較しでも， 本地点のアッケシソウ isocionに

おけるアッケ シソウの純度の高い乙 とが明瞭である。 本帯状区の調査結果を表示すれば第 12

表となる。

B. 方形区調査 Quadrats

アッケシソウ isocion以外では上記した通り，群落は複合的lζ乱雑となっているので，本

地点では塩混地植物群落断片を方形区により記録した。すなわち ［2.ii. I]～［2. ii. X］の 14方形

区である。

[2. iしI]～［2.ii.χ］方形区 （1 m)2 (24, IX. 1962) 

塩湿地植物群落全般に生ずる種類数は極めて限られており，群落内容も至って簡単である。

アッケシソウ，チシマドジョウツナギ，ウミミドリが相互に優占種として小集落を形成してい

る。全植被率の上から見る と，ウミミドリ society＞チシマドジョウツナギ society＞アッケシ

ソウ societyの順lζ大きく，構成種類数から見る とチシマドジョウツナギ society＞アッケシソ

ウsociety＞ウミミド リsocietyの順に多くなる。 ウミミドリ societyで構成種類数少ないのは，

ウミミ ドリ自体の被度が大きし完全優占lζ近し 他種の混入定着を妨げる乙とによる。本方

形区の測定結果を表示すると第 13表となる。

cover degree of the plants in the Salicornia e，げ oρaeaisocion 

11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 

5 5 5 4 5 4 5 5 5 4 4 5 4 4 5 4 
＋ ＋ 十 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 1 ＋ ＋ 

＋ ＋ ＋ ＋ 

37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 Freq. c.v. 

3 4 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 V 7900 
＋ ＋ ＋ ＋ 十 ＋ ＋ 1 ＋ 十 1 ＋ ＋ IlI 37 

十 十 十 ＋ ＋ II 
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[2. ii. I]～［2. ii.;,:] 

Species 

Salicornia euroρaea 
Puccinellia kurilensis 
Spergularia marina var. asiatica 
Glaux maritima var. obtusifolia 
A triplex G川 elini ; 
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Table 13. 

佐呂間湖塩湿地植物群落更行

Succession 

c. 

塩湿地植物群落更行について記述すれば次のようになる。塩湿地植物本調査地における，

群落は海水域のアマモ isocionIC開始され，陸上域に至れば，湖汀部Kアッケシソウ isocionが

土壌含塩量の高い湖汀前部K群落を形成するアッケシソウは， j商泥l乙富む，最初に発達する。

なお湖水［ζ連絡する内陸部の小流路筋や低凹地にも群落を形成する。土境面が隆起し， fu[、が，

土が多くなると，最初にアッケシソウ ウシオツメクサ sociesk更行し，続いて土壌面の隆起，

冠水の影響の減少の方向Kウミミド リsociesk更行する。本 sociesは，土；擦が砂質土で乾燥方

方ヤマアワ sociesをへてハマナス associ巴slζ至る。ドロイ sociesk更行し，向lζ向うと，

土壌面が低下し，停滞水ある方向ではヨシ isocionへ更行するが，本 isocionへはアッケシソ

なお，アッケシソウーウシオツメクサ sociesと，ウウsociesから，直接更行する乙ともある。

ミミドリ sociesとの聞にはチシマドジョウツナギ sociesの介在が予想されるが， デイネイ地

Schematic figure of the succession process 

in the Saroma experimental plot 
Fig. 11. 
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区では，本 sociesの発達は顕著でなく，計呂地川地区では既述のよう に自然の群落相が得られ

なかった。本調査地における塩湿地植物群落更行を図示すれば第 11図となる。

3.能取湖 LakeNo加ro(Fig. 12) 

能取湖の塩湿地植物群落は，湖の西岸lζ見られるのみで，東岸』ζは見ることはできない。

本湖の南底部，東卯原内川が，その境界をなしている。西岸の坂湿地は中心が二つあって，

つは南部卯原内川河口一帯であり，今一つは北西部，湖口部の砂町湾南岸である。

Fig. 12. Lake Notoro 
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Ubaranai 内原gn 1. 

立地は細砂土を主とし， 腐泥を混じている。本調査地点は， !ill原内川河口一帯 lζ設定した。

それでも低平な流路筋が見らテイネイ到!fl瑚岬lζ見る程細流路や小池塘の分布は著しくないが，

その上部アッケシソウ isocionの発達が著しく，流路筋lζ沿っては，れる。塩湿地の下部や，

しかし， 最上部は一般に放牧の影響によって植生の撹乱がsocies も顕著である。｛ζはドロイ

現在牧草種をも混じ，クロハリイなどが生ずるが，ヒオウギアヤメ，エゾ ミソハギ，見られ，

アッケシソウ isocionとドロイ sociesの間隙には，はっき りした姿を捉える ζ とはできない。

湖汀まで直接押し出している。上記の二群落を欠 く場合Kは，ヨシ isocionが発達 してお り，

また湖岸に沿って，東卯原内川河口や， !ill原内川河口部でも，北岸部Iζ殊に著しい。乙れは，

そ乙ではコウボウスグやウラジロアカずなどを主とする海l侍［ζ移動性の砂のitt積列が存在 し，

その背後から出発する乙塩湿地植物群落は，このような場合，岸砂浜植生を見る 乙ともある。

とが多い。

Belt-transects 帯状区調査A. 

乙れら 4帯状本地点では ［3.i. a], [3. i. b], [3. i. c］及び［3.i. d］の4帯状区を設定した。

区は各々アッケシソウ isocion，アッケシソウーウシオツメクサ， sociesアッケシソウードロイ

Frequency Belt-transect (100×1) m2 (3. i. a] Table 14. 
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socies及び ドロイ sociesを代表する。

[3. i. a］帯状区（100X 1) m2アッケシソウ勤純集

(Salicornia euroρae，αisocion) (28, IX. 1958) 

本帯状区は国鉄卯原内駅の北西約 1km，卯原内川の東岸lζ設定した。｛憂占種アッケシソウ

ドロイがの被度は 3～4で，佐呂間湖テイネイや計目地川のそれより低い。更に構成種中［ζは，

乙の調査地全域が放牧による影響を著しく 受けている ζ とに起因し乙れは，かなり見られる。

ている。本帯状区の調査結果を表示すれば，第 14表となる。

[3. i. b］帯状区（50×l)m2アッケシソウーウシオツメクサ動基群集

(Salicornia euroρaea-Sρergularia marina var. asiatica socies) (28, IX. 1958) 

ウシオツメクサ共

優占の部分lζ設定した。湖水の流路筋に当り，幅広く浅底の低平なる部分である。 C.V.の上か

ら見ると，本 sociesではドロイは減少するが，

本帯状区は，卯原内駅の東方約 0.5km，卯原内川の東岸アッケシソウ，

また，イ左呂間湖テイアッケシソウは増加する。

ネイのアッケシソウーウシオツメクサと比べると本 sociesの純度は高い。本帯状区の調査結果

を表示すれば，第 15表となる。
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(m) Distance 

[3. i. c］帯状区（45×l)m＇アッケシソウードロイ動基群集

(Salicornia europaea-Juncus gracillimus socies) (28, IX. 1958) 

アッケシソウとドロイの多い部分tζ設定した。本帯状区は，［3.i. a］帯状区lζほほ隣接し，

ドロイが共優占しているのは，本調査地点で観察されたのみで，他の調査地点では乙のような

両種のすみわけは常に明例は観察されず，佐邑間糊テイネイ珊瑚｜｜却の植生図示にしたよう（C:,

アッケシソウを中心とした 3帯状区中最も低アッケシソウの C.V目は，しかし，瞭であった。

く2,688である。本帯状区の調査結果を表示すれば，第 16表となる。

[3. i. d］帯状区（50×1)m＇ドロイ 動基群集

(Juncus gracillimus socies) (19. X. 1961) 

ドロイが優占している部分lζ設定 し本帯状区は，［3.i. a］待状区の北東約 100m の所で，

Frequency and cover degree Belt-transect (45×l)m2 [3. i. c] Table 16. 
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Frequency and Belt-transect (50×1) m2 [3. i. d] Table 17. 
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その内側lζは幅 100m 前後た。立地的に，湖岸の最前部lζは極めて小規模な砂の堆積があり，

の低平な湖水の流路が内陸側［ζ湾入 している。実際乙の部分lζはアッケシソウが多く生ずる。

ドロイ sociesは低平部以外の土壌面の高まりつつある部分lζ発達している。

なお周辺の影響を受部分的IζエゾツJレキンパイが優勢であり，優占種ドロ イの下層｛ζは，

エソウシオツメクサを生ずる乙 とがある。チシマドジョウツナギ，けて少量のアッケシソ ウ，

条件さえよそれゆえ少数個体が定着しでも，ツJレキンパイの繁殖は，旬校によるものであり，

ければ生育期間中lζ急速に繁殖する。

sociesの発達の顕著なのは，能取湖卯原内塩湿地植物群落の特徴であるが，乙の原

因の一つは，永年にわたる放牧による。本帯状区の測定結果を表示すれば，第 17表となる。

ドロイ

of the plants in the Salicornia. euroρaea-Juncus gracillimus socies 
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Species 

Quadrats 方形区調査B. 

方形区は，卯原内川西岸で ［3.i.α］～［3. i. c]の9方形区，卯原内川東岸で， ［3.i.κ］～［3. i.」］

乙の調査結果を表示すれば，第 18表となる。の2方形区を設定した。

ま7こド以上の結果を見ると，卯原内川西岸では卯原内川東岸よりも，所生植物数K富み，

乙の ζ とは，卯原内川東岸のアッケシソウ群落ロイが量的K多く生じている乙とが判明する。

の方が，卯原内川西岸よりも純度が高い乙とと表裏をなしている。

(3. i. a］～［3. i. :1.) 

ごSpecies 一～－ Q：・凶rlrat 

明＇・side of the Ubaranai R. E. side ot the 
Ubaranai R. 

国 自 r a c と 'f/ 。I 訓C ,l 

Salicornia euroρaea 3 3 3 4 4 5 4 4 4 5 4 

弓Jfi~~！~laria 111arina var. asiatica 2 2 2 1 1 ＋ ＋ 1 ＋ ＋ ＋ 
gracillimus 2 2 2 ＋ ＋ ＋ 

［~，ι；：，ゐ1！~fi[~~;, ~，占·~：，~1',°slia
十 ＋ ＋ ＋ ＋ 1 
十 ＋ ＋ 
＋ ＋ 十
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＋ 

s ＋ I、

Cover degre巴ofthe plants in the quadrats Table 18. 

土壌含塩量 Soilsalinity c. 

アッケシソウとウシ本調査地点では，卯原内西岸Kおけるアッケシソウ優占部（1,2; 3), 

ドロイとエゾツJレキンパイとの共優占部 （5）及び塩湿地最上オツメクサとの共優占部（4,10), 

部の放牧地（6）の 7点で，表面下5～10cm下の根系間近の土壌を採取し，硝酸銀滴定法によ

乙の結果を表示すれば第四表となる。土壌合塩量を測定した。り，

最高土壌合塩量得られた標本点中，ウシオツメクサは，アッケシソウ，表lと見るごとし

ドロウミミドリ，極めて低い土壌合塩量にまで分布している。上記の 2種lζ比べると，から，

もっと合塩量の低い

部分lと生ずる。草原部でにわかに土壌の含塩量が減少するのは予期される通りである。

エゾツノレキンノイイは；，イの主要生育領域の土壌はやや低合塩量地であり，
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Soil saliniy of the seven points taken from Ubaranai (28, IX. 1958) Table 19. 

7 6 5 4 3 2 1 Sample number 
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Salicornia eu.roρaea 
Spe,gularia marina var. asiatica 
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Atriplex G川 elini
J1111c11s gracillimus 
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（施。）Soil salinity 

Notoro (Fig. 14) 能取湖北西部ii. 

国鉄能湖の北西部で西側から東方へ伸びて湖口を形成している砂鳴南岸，本調査地点は，

チシマドジョウツナギを主とする群落中に設定しウミミドリ，取駅の東方約 6kmの地点で，

長径約 800m，面積約 3haであり，ウミミドリ isocion，チシマζ の苦手落は東西lζ細長で，7こ。

チシマドグョウツナギーウミミドリ sociesが主たるものである。本ドジョウツナギ isocion,

エゾノコウボウム調査地点の南側は湖lζ聞き，東側は砂鳴先端から伸びて来るハマニンニク，

コウボウムギなどを主とする海岸砂浜群落に接し， 北側はヨシ isociesやヤマアワ sociesギ，

エゾイ タ林，西側は湖岸を除いてヤチハンノキ，を墳として砂鳴の背稜砂丘の丘麓lζ連なり，

なお，本調査地点のアッケシソミズナラなどの混生している広葉樹若齢林に接している。ヤ，

大規模には発達していない。ウ soci巴sは，

Belt-transects 帯状区調査A. 

本調査地点では［3.ii. e], [3. ii. £], [3. ii. g], [3. ii. h], [3. ii. i], [3. ii. j］の 5帯状区を設

後 3者は各々チシマドジョ前3者は全植生帯状区であるが，乙れら 5帯状区のうち，定した。

ウツナギ isocion，チシマドジョウツナギーウミミドリ socies，ウミミドリ isocionを代表する。

国鉄能取駅附近の湖岸で，塩湿地中K生ずるヨシ sociesk帯状区を設定した。該帯状区なお，

は厳密には本調査地点lと含まれないが，便宜的に本調査地点で得られた他の 5帯状区に準じて

取り扱った。すなわち［3.ii. k］帯状区である。



[3. ii: er帯状区（170×1)m2 (f2, VIII. 1960) 

本帯状区は， 本調査地点の西端部における塩湿地植物群落の帯状配列を示す。本帯状区の

38 

次のようになる。調査結果lζ基づき，群落解析を行なえば，

2～9m：チシマド ジョウツナギ isocion.チシマド ジョウツナ ギが優占し，他に量的に見る

ベき種類を持たない。

てコチシマドジョウツナギ優占し，10～27m チシマドジョウツナギーウミミドリ socies.

ホソノfノウシオツメクサ，いでウミミドリが優勢である。構成種類として他lζアッケシソウ，

前 isocion同様， 量的に見るべイソオオノイコなどであるが，エゾツノレキンノイイ，

きものは少ない。

ハマアカず，

28～53m：アッケシソウ soci巴s.本 sociesではアッケ シソウの被度は全般に前 sociesIC 

逆lζチシマドジョウツナギやウミミドリの被度は急激に減少して＋～1程度と比して増加し，

イソオオノfコなど

立地的lζ見ると，前 sociesの場合よりも土壌

また前 sociesIC生じていたホソパノハマアカザ，エゾツJレキンパイ，なり，

が消失して，全体に構成種類数が減少している。

したがって乙の部全体低凹地で，満潮時には湖水の流入の見られる部分である。水準が低く ，

前 sociesよりも高い乙とが予想され，生育する種類も耐塩性の大きいアツ分の土壌含塩量は，

ケシソウを主とし，耐塩性の小さい種類は消失するようになる。

54～90 m：チ シマド ジョウツ ナギーウ ミミドリ socies＋ア ッケシソウ socies.土壌面の高

チシマドグョウツナギーウミミドリ socies発達し，部分的な溜水や低凹地にはアい部分には，

Frequency Belt-transect (170×l)m2 [3. ii. e] Table 20. 
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Salico111ia europaea 
争ergularia川 a,ina var. asiatica 
Puccinellia ku 1泊 nsis
Glaux 111a1 iti.川 d var. obtus,folia 
Atr伊lexG川 elini
Potentilla Egedei var. grandis 
Sonclws brachyotus 
Plantago Toどzshii
LythrunιSalicaria 
Phrag111-ites communis 
Atr砂lexsubcordata 
Jun cu s graci llimus 
Ca.lamagrostis Eρigeois 
Carex pumila 
l1111la britanica var. chi11e11sis 
Ely川 us問。llis
Ru111ex ochotkius 

Dtstance (m) 
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ツケシソウ sociesが発達する。全体K種類数が増加し，最初の 2～9mlζ見られたのとほぼ同

じ種類構成となっている。

チシマドジョウツナギに代ってウミ91～118 (144) m ：ウ ミミ ドリ socies.本 sociesでは，

土壌面は漸次高くなもはやアッケシソウが目立つ乙とはない。立地的lζは，ミド リが優占し，

ってきており，腐泥は極めて微弱である。

しかも枯137～150 m：ヨシ society.ζの区間はアマモの枯死体の最初の堆積層に相当し，

それゆえ風化度も低く，原形を留めている。堆積は厚さ 30cm kも死アマモは比較的新しし

その下層には 146m そのため土壌面は直接露出する乙とはない。第 1層Kはヨシ生じ，及び，

該種の society147 m 以後はエゾツノレキンパイ が多くなって，までウミミドリが比較的多く，

ウシオツメクサあるいはチシマドジョウツナギは消アッケシソウ，ζ の帯では，を形成する。

ハマニンニクなど他群落の要素で占められカセンソウ，ヤマアワ，ハマアカず，

るようになる。

ヨシ，失し，

枯死アマモの風化は著しく，堆積層の厚さも減じ，部分的151～170m ヤマアワ socies.

乙乙ではヤマアワが優占し，既f[典型的な塩湿地植物群落は見られlζ土壌面が露出している。

この植生lζひき続くものは，地形的lζは砂丘の丘麓部に到着した部分である。そして，なし、。

ハマナスやハマニンニクを主体とする海岸砂浜群落である。本待状区の調査結果を表示すれ

ば，第 20表となる。

and cover degree of the plants in the belt-transect 
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(12, VIII. 1960) [3. ii. f］帯状区（83×l)m2

この部分では塩湿地の上下方向への幅本帯状区は，本調査地点のほぼ中央部に設定した。

群落解析次のようになる。は，それ程著しいものではない。本帯状区の調査結果より，

乙の部分では 1日少なくとも 1回の潮の湖汀部lと相当し，1～5m：アッケシソウ socies.

冠水が見られまた腐泥lζ富んでいる。

チシマドジョウツナギカ16～74m：ウミ ミドリ isocion. 本 isocion中にはアッケシソウ，

腐泥を欠き細砂土か立地的には， 本 isocionの発達する部分は，生ずるが， J羽生量は少ない。

ら見る。

75～83m：エ ゾツjレキンパイ society.優占度の上から見るとエゾツJレキンパイが著しい

ヨシなども相当みられる点を注目 しなければな らない。本帯状区の調査結果クロハリイ，が，

を表示すれば，第 21表となる。

(13, VIII. 1960) [3. ii. g］帯状区（105×l)m'

本帯状区は，本調査地点の東端，すなわち ［3.ii. f］帯状区の東約250m の地点に設定した。

調査結果より，群落解析は次のよう になる。

Frequency and Belt-transect (38×1) m2 (3. ii. f] Table 21. 
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アッケシソウは極め

て疎lζ散生しているのみで，本帯状区では記録されなかったが，本来この区間はアッケシソウ

との区間は前帯状区の 1～5m聞にほぼ相当する。1～5m：無植被。

socies k属すべきものと考えられる。

ウミミド リ，6～90 m ：ウ ミミド リーチ シマドジョウツナギ socies十ア ッケシソウ scicies.

チシマドジョウツナギが全般を通じて優勢であるが，部分的lζ低平な部分lζは，アッケシソウ，

エメツJレアッケシソウ，後半土壌面の高まりを見る部分にはエゾツJレキンパイが優勢である。

キンパイが相互に生育領域を異にする例は， 30～55m聞の被度の差Kよ〈現われている。すな

94～101 m ：ウ ミミ ドリ，エ ゾツノレキンパイ，コウ ボウスグの混生部であり，前群落と次の

コウ ボウシパは，砂正麓からの混入種類である。

102～105m：.ヤマアワ socies. ヤマアワ優占し，ウミミドリやエゾツノレキンパイは漸次減

少してゆく。構成種類は ［3.ii. e］帯状区の最終部ほど多くはないが，

この間ではアッケシソウとエゾツルキンパイの被度は相互lζ反比例している。わち，

群落の移行部と考えられる。

コウヤマアワを主とし，

両者は本質的κ同じものと考えられる。

本帯状区の調査結果を表示すれば第 22表となる。

ボウスグやカセンソ ウが見られる点で，

cover degree of the plants in the belt-transect 
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Frequency (105×1) m2 Belt-transec [3. iしg]Table 22. 
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[3. ii. h］帯状区 （45×l)m＇チシマドジョウツナギ動純集

(Puccinellia kurilensis isocion) (13, Vlll. 1960) (Photo 5) 

純群落を形成するこチシマドジョウツナギは，本調査地点では主｛乙ウミミドリと混生し，

しかし，［3.ii. e］帯状区 2～9m聞はチシマドジ ョウツナギ isocionであるの

で，同帯状区近傍で，湖岸lと平行l乙本帯状区を設定した。構成種類は， ［3.ii. e］帯状区の 2～9m

とは少なかった。
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and cover degree of the plants in the belt-transect 
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間で見られたものとほとんど同じである。 アッケシソウを除いては，量的｛ζ見るべきしかし，

また干潮時lとも持者水のアッケシソウは満潮時lζ潮が流入し，

チシマドジョウツナギは概して

ものはない。既K述べたように，

多い低平な流路筋に沿って分布しており， o本種が多い所では，

少ない。本帯状区の調査結果を表示すれば，第 23表となる。
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Frequency dnd Belt-transect (45×l)m' [3. ii. h] Table 23. 
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[3. ii. i］帯状区（60×l)m＇チシマド ジョウツナギーウミミドリ動基群集

(Puccinellia kurilensis-Glaux maritima var. obtusifolia socies) 

(13, VIII. 1960) 

湖岸より約 27m の距離をおいて設定本帯状区は［3.ii. g］帯状区にほぼ直交する方向！と，

した。帯状区全体を通じて構成種類は，優占種ウミミドリ，共優占穫チシマドジ ョウツナギの

エゾツJレキンパイは，小集落を形成し，花時には鮮明な

黄色の花蓮を浮き立たせている。本帯状区の調査結果を表示すれば，第 24表となる。

他エゾツノレキンパイ 1種にすぎない。

Frequency and degree of Belt-transect (60×l)m' [3. ii. i] Table 24. 
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Frequency and cover Belt-transect {125×l)m' [3. ii. j] Table 25. 
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cover cover degree of the plants in the Puccinellia kurilensis isocion 
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[3. ii. j］帯状区（125×1)m＇ウ ミミド リ動純集

(Glaux maritima vor. obtusザoliaisocion) 

(12, VIII. 1960) (Photo 6) 

湖汀より約 50m の距離｛ζおいて設定本帯状区は， ［3.ii. f］帯状区lとほぼ直交する方向｛と，

した。優占穫ウミミドリの外lζチシマドジョウツナギやエゾツlレキンパイを生ずるが所生量は

少ない。本帯状区の調査結果を表示すると，第 25表となる。
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degree of the plants in the Glaux川 ariti111avar. obt11s1folia isocion 
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Distance 

(3. ii. k］帯状区（50×1)m' 11/it性ヨシ動基鮮集

(Halo-Phragmites communis socies) (8, X. 1961) (Photo 11) 

本帯状区は，国鉄能取駅前の指湿地で，湖汀より 20m の距離の所から湖岸に直角に設定

ウシオツメクサアッケシソウ，ウミミドリ，チシマドジョウツナギ，ヨシの下層lζは，しTこ。

など， i主生植物がかな り生じている。かかるヨシ群落を，筆者は CHAPMAN(1959）のいう Halo-

gf,(生ヨシ sociesと呼ぶことにする。本 sociesPhragmitetum co111m.u11is ／乙属するものと解し，

及びヨシーエゾツノレキンパイ societyヨシーチシマド ジョウツナギ sコciety(2～21 m), は，

(0～1 m; 22～50 m）の 2つの societiesk細分される。

本帯状区の測定結果を表示すれば，第 26表となる。

Frequency and cover Belt-transect (50×l)m2 (3. ii. k] Table 26. 
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Soil salinity 土 嬢 含塩量B. 

本調査地点では，土壌含塩量測定のために， 2調査地点（i）及び（ii）を選んだ。（i）は ［3.ii. f] 

湖岸より帯状区K沿って設けた 15個（1～15）の標本点から成り，（ii）は［3.ii. h］帯状区近傍，

ウミミドリとアッケシソウのすみわ20 m 離れた部分で，湖水｛ζ連絡する低凹な流路筋を狭み，

両種の生育領域を含むように設定 した直線上の 5標本点（16～20）からけ明瞭な部分lとおいて，

硝酸銀滴土壌表面下5～10cmの根系附近の土壌を採取し，

ζ の結果を表示すれば，第 27表となる。定法によって土壌合塩量を測定した。

乙れら 20個の標本点では，成る。
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Ta hie 2 7. Soil salinity of the twenty pain ts 

Sample place (i) 

Sample numble 1 2 3 4 5 6 7 8 

Distance from the sdore (m) 1.0 3.0 4.0 5.0 6.0 12.5 18.0 25.0 

Soil salinity （施。） 16.4 16.2 21.2 8.8 5.4 1.2 10.2 5.7 

Salicornia euro，争α剖 d d d ＋ 
Glaux 111a.riti111a var. obtus柿lia d d d 
P11cci11ellia ku rilensis ＋ a ＋ 

iρLψt;;i~I~；川~~＇町，＇fs川icl~~ var.。siatica
＋ 

十 ＋ 
r. grandis ＋ 

Eleocha tica ＋ 
Phra.gm ites co111 m11.11 is 

本表から考察するに，土壌含塩量の勾配は， 続湿地の下部から上部方向へ地形的な勾配と

一致せず，最も高濃度の土壌合塩量は， （i）すなわち ［3.ii. f］帯状区では3m附近Kあり， 6m 

～96m k至る間でも局所的に変化があって時にその差は甚しく，この資料の分析は，小向沼の

それほど簡単にはいかない。 しかし，概ね 1～Sm間アッケシソウ優占部から， 6～60.5m間ウ

ミミ ドリ優占部をへて，80.5～96.0m 間エ ゾツJレキンパイ優占部に至って，土壌含塩量が減少

していく傾向は知ることができる。 6～60.5m間lζおいて，乙の区間で特！と土壌含模量が多く

なっている標本点 8及び 11ICはアッケシソウが存在している乙とは注目されてよい。また（ii)

についてみるにアッ ケ シソウ優占部と，ウミミ ドリ優占昔~と では，距離差は僅少なのに，土嬢

含塩量差はかなり大きい。主要種分布域の土壌合塩量を見ると，ア γケシソ ウ：5.7～33.6?(u,

ウミミ ドリ： 1.2～14.5協，チシマドジョ ウツナギ： 5.4～15.4弘，エ ゾツlレキンパイ・ 1.2～4.5タん

である。

c. 能取湖塩湿地植物群落更行

Succession 

本調査地における塩湿地植物群落更行を記述すれば次のようである。

海水域Kアマモ socies発達し，陸上域の先駆群落として，腐泥lζ富む湖汀部lζアッケミソ

ウisocion発達し，それより アッケ シソ ウーウシオツメクサ sociesを介在してチシマド ジョウ

ツナギ isocionk更行する。本 isocionは，時lζウミ ミドリ isocionk置換される乙とがあるが

また両種共優占となってチシマ ドジョ ウツナギーウ ミミ ドリ sociesを形成する。本 socieslζ 

至る径路は， その各々の種を優占種とする isocionk由来する。上述の各群落が沼沢群落lζ接

する時lとはヨシ sociesk，海岸砂浜群落［と接すればド ロイ sociesからヤマア ワsociesを経て

h マナ ス associesk更行する。卯原内地区では時lと放牧によって ドロイ sociesが極めて良く

発達し，またアッ ケシソウ isocionからアッ ケシソウードロイ sociesを経て，また時には直接

K ドロイ sociesへの更行も見られる。本調査地における塩湿地植物群落更行を図示すれば第
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taken from the Notoro experim巴ntalplot (13, VIII. 1960) 

(ii) 

9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 

36.0 48.5 60.5 80.5 85.0 90.0 96.0 27.0 28.0 22.0 23.0 25.0 

5.7 6.9 10.7 3.9 4.5 1.7 1.3 15.7 33.6 3.6 5.6 14.5 

＋ ＋ d 
d d d d d d 
＋ ＋ a ． 

d d d d 
＋ 

＋ a a 

13図となる。

Zoste1 a manna 1soc1on 

↓ ...-Salicorn1a emopaea 1soc1on 

Pbragmites communis isocion...- .／守占
ギモた＼ Salicornia eu/opaea-Spe叩 lariamarina var. asiatica soc,es 

＼、、、ぷ／＼＼
‘ P11ccinellia ku, ilensis ,socion一一φGlau,ma, itJma ,・a, obtusifoia 1soc1on 

／、、、／
./ Puccinelli a ku, ilensis-Glau, m山 itima ,・a1. obtusifol,a soc,es ／＼、、

Sa ,a 引 opae,J, tc11s百I

C‘t lam‘1苫rostis Epige，》ls soc,es 

＼ Rosa I u日osa aSSOCJCS 

Fig. 13. Schematic figure of the succession of the salt 

marsh community, Lake Notoro 

4. 野付崎 Notsuke・zaki(Fig. 14) 

本調査地では，海中域lζはアマモ isocionが発達し，陸上域においては，まずシパナ isocion

から植生が開始される。シパナ isocionは，アマモ isocionの上部，常時海水と接触する部分：か

ら発生し，群落初期の点綴するその叢生株は，本群落特有の景観を呈する。シパナ isocionの

後半，波浪花よる土壌の浸蝕の減少する部分lとは，アッケシソウ isocionが出現するが，大規

模なものではない。続いてチシマ ドジョウツナギ isocion又はヒメウシオスグ isocionの中位

植生を代表する。上限は通常ドロイ sociesの狭い帯Kよって， やがて海岸砂浜植物群落を代

表するハマナス associes と接触するが，時lとその聞にヤマアワ sociesが介在する ζ ともあ
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ポ
ン
・・

Notsuke-zaki Fig. 14. 

指湿地の最上限近くまで冬季聞の暴風や波浪の作用lζよって，る。枯死したアマモの堆積は，

旧いものは脆弱で，触れるとすぐボロ乙の堆積は，そζlζ一連の層を形成する。押上げられ，

内部は湿潤である。かかる堆積上［ζは通例また表面は著しく乾燥しているが，ボロlζ，f，切れ，

Frequency Belt-transect (60×1) m2 (4. a] Table 28. 
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ナガパハマミチヤナギ，そのタトホソノfノハマアカザ，エゾツjレキンパイを生じ，ウミミ ドリ，

ポンノプウシカ〉らキマ稀lζはアッケシソウなEを生ずる。塩湿地植物群落は，本崎の前半部，

キ聞に至る内湾側において最も著しい。

Belt-transects 帯状区 調 査A. 

本調査地点においては， ［4.a], [4. b], [4. c], [4. d], [4.巴］及び ［4.f］の6帯状区を設定

全植生帯状区である。 ［4.c］帯状区はシパナ乙のうち ［4.a］及び ［4.b］の 2帯状区は，した。

ヒメウシオスグ socies, [ 4. e］帯状区はウミミドリ society及び ［4.f] isocion, [4. £］帯状区は，

帯状区はイ類ーエゾツJレキンパイ sociesを代表する。

(19, VIII. 1960) [4. a］帯状区（60×l)m'

キマキ附近で西方に突出している摺状部に設定した。本帯状区の測定結本横断帯状区は，

群落解析を行なえば次のようになる。果lζ基づき，

ウミミドリとア外IC.lfr生要素は極めて少なしシパナ優占し，1～30m: シノイナ isocion.

そのツケシソウの 2種lζすぎない。前者は後者lと先んじ， lm と4mlζ1の被度で生ずるが，

シパナの株聞やこれに対して後者はシパナの株上には生ぜず，シパナの株上である。立地は，

しかも との区間では，波浪の作用によるj蕗泥の侵蝕が大海水の流路筋！と当る低平部！と生ずる。

したがって該種の君T落はまだ発達しない。アッケシソウの定着個体数は少なく，きいので，

土壌の安ひき続き優占し，シノイナは，31～49m：シパナ isocion＋アッケシソウ isocion.

定化と共にアッケシソウも群落を形成する。

50～60 m：ヒメウシオスグ socies. 優占種はヒメウシオスグl乙変り，群落構成種類数も増

またウミミドリやエゾツJレキンパイの被度の増加が見られる。

本帯状区の調査結果を表示すれば第 28表となる。
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アッケ67～94m：シパナ isocion＋アッケシソウーウシオツメク サ socies. 本区間では，

シソウ socieslζ代ってアッケシソウーウシオツメク サ sociesが生じている。

チシマドジョウツナギの被度が次第に

増加して来る。

118～128 m：チ シマドジョウツナギ socies. 優占種チシマドジョウツナギの外には，

95～117 m：シパナ socies十アッケシソウ socies.

エソ

シパナは，被度の上では 1～26m と同程度に低下していツJレキンパイが小部分で優勢である。

その活力度も低い。既lζ退行期lζ入っていて，るが，

本帯状区の測定結果を表示すれば第 29表となる。
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[4. c］帯状区（150×1)m2 シパナ動純集

(Triglochin maritimum isocion) (19, VIII. 1960) (Photo 3) 
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本帯状区は ［4.a］帯状区の反対岸，すなわちキマキ附近，摺状突起の基部北岸lζ設定した。

シパナ群落中 isocionとして最も発達した箇所である。

本帯状区の測定結果を表示すれば，第 30表となる。

本帯状区は，

Frequency and cover Belt-transect (130×1) m2 [4. c] Table 30. 
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[4. d］帯状区（20×1)m2ヒメウシオスグ動基群集

(Carex subspathacea socies.) (10, IX. 1961) 

ヒメウ

チウシオツメクサ，

帯状区の方向は，海汀に直角である。

ウミミドリが次いで多 く生ずる。その外エゾハコぺ，

シマドジョウツナギなどが，全般にわたって散生しているが，その所生量は少ない。

本帯状区は， ［4.a］帯状区近傍に設定した。

シオスグが優占し，

本帯状区の測定結果を表示すれば，第 31表となる。

degree of the plants in the Triglochin川 a.ritimumisocion 
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[4. e］帯状区〔20×1）ばウミミドリ動基群集

(Glaux maritima var. obtusifolia sciCies) (19, VIII. 1960) 
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ウミミドリの優勢な部分lと設定した。野付崎で

もっとも先

前帯状区に接してその下方，

ウミミドリの優勢な所は，主lζ本帯状区とその近辺にあって，

述したアマモの堆積層上では，本種の小群落を見るが，集落形成までlζは至らない。

その外lζは見難い。

本帯状区は，

本帯状区の測定結果を表示すれば，第32表となる。

[ 4. f］帯状区（40×1)m2 ドロイ・ハマイーエゾツノレキンパイ 動基群集

(Juncus gracillimus・J.Haenkei-Potentilla Egedei var. gra11d1・ssocies) (19, VIII. 1960) 

ドロイ sociesの最も発達しているのは，能取湖の塩湿地である乙とは既述した。野付崎で

はド Uイ sociesは広面積にわたってー発達するととはないが，塩湿地の上部で，狭い帯状をなし
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て本 sociesの存在が認められる。本；帯状区は［4.d］帯状区の上方lζ設定した。優占種は上層は

イ類（ドロイとハマイ），下層侵占種はエゾツノレキンパイ である。

本帯状区の測定結果を表示すれば，第 33表となる。

Qua drats 方形区調査B. 

すなわち方形区は，本調査地点中アマモ枯死休堆積層上lζ生ずる植物群落上l乙6方形区，

[4.α］～［4. （］を設定した。

(20, VIII. 1960) [4.α］～［4. （］方形区（ 1 m)' 

エゾツ Jレキンウミミドリ，アマモの枯死体堆積上には，特定の！植物群落は発達しないが，

ホソパノハマアカザなどが局所的［ζ優占しまたは優勢となる。パイ，

本方形区の測定結果を表示すれば，第 34表となる。

degree of the plants in the Glaux川 aritimavar. ol-tusifolia socies 
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plants in the Juncus gracilli11111s•よ Haenkei-Potentilla Egedei var. grandis socies 
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Cover degree of the plants in the (4. a］～（4. d Quadrats Table 34. 

ζ 

Glaux川 ariti111avar. obtusifolia 
Puccinellia lmrilensis 
Potentilla Eg，配ieivar. grandis 
Sρergularia marina var. asiatica 
Triglochin川町γ：timum
Stell aria lw1111f11 sa 
Polygo11u11ιTatewakianum 
Atriplex Gmelii1i 
Care.-c subsρathacea 
Salicornia europaea 

＋
十
＋
＋
＋

＋
＋
3
・
＋

ε 

3

・

＋

＋
・
3
・

0 

可
E
A

－
－

－
－

r 

＋
・
5
・

1

・
3
・＋

＋・

日日

3
・
＋

Quad rat 
Species 

Soil salinity 土壌含塩量c. 

土壌合塩量の調査を行なっ既述のどとく群落の解析的調査と同時に，[4. a］帯状区では，

た。帯状区に沿って設けた 8個の標本点では， 表面から 5～10cm下の根系附近の土壌を採取

ζ の結果を表示すれば第 35表となる。

Soil salinity in Notsuke・zaki

し，硝酸銀滴定法lζより土壌含塩量を測定した。

Table 35. 

60 50 41 40 23 22 1 。Distance from the shore (m) 

8 7 6 5 4 3 2 1 Sample number 

5.4 

Salicornia euroραea 
Triglochin川 an・timum 
Carex subψathacea 
Potentilla Egedei var. g，百ndis

24.6 57.4 

＋ 

81.9 

＋ 

37.1 

＋ 

61.4 

＋ 

30.5 

＋ 

24.5 

十

Soil salinity （児。）

十

＋ 
＋ 

乙れは， O～10m聞は本表から考察すると，土壌合塩量は 40m 近傍において最大である。

調査時にはかなりの期聞にわたって好天去の続いた乙

日照の影響が大きくド地表

理由のあるととと，思われる。事実

干潮時でも海水が停滞している ζとと，

停滞水の影響の多い帯状区の下部よりも，ととをあわせ考えれば，

面からの水分蒸発量の著しい上部の方で高濃度を示すのは，

標本 1や 2では海水の平均濃度にほぼ等しい。 50m 以後ではヒメウシオスグが優占種となって

50 m 以前の部分と植生状態が異なっており，本来土壌合塩量の少ない所であると考えられる。

停滞水の影響のない，標本 3～ 6ではアッケシソウの立地での土壌含注目すべき乙とは，

アッケシソウ塩量とシパナのそれとは，採集された点が相互に接近しているにもかかわらず，

平坦なの立地土壌合塩量の高い乙とである。地形的lとはアッケシソウの生育している部分は，

アッケシシパナはそれ自体で形成する株によって，土壌面または流路筋のように多少凹地で，

乙のような地

根室測候所のデータ ICよれば 1960年 8月14～19日の約一週間は好天快晴であった。 13日は曇であった。

12日標津市街で26.8mmの降雨， 土境標本は 8月19日にえられた。

ソウの生育面より 5～20cm隆起している。 RUSSEL(1956）が述べているように，
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形的な差（高低）が両種の立地土壌中合塩量の差をもたらしたと考えられる。しかし，シパナは

30～57%；の範囲でも生育しているが， アッケシソウは更lζ広くかっ 82弘にも達する高合塩量

［とも生育が阻害されていない事実が，乙れによって観察された。

[4. a］帯状区での主要塩混地植物の分布域の土壌含塩量を見ると，アッケシソウ： 24.5～

81.9忽，シパナ： 30.5～57.4弘， ヒメウシオグ： 5.4～24.6弘，エゾツノレキンパイ目 5.4忽 である。

D. 野付崎植物群落更行

Succession . 

本調査地における植物群落更行について記述すれば，次のようになる。

i海水域！とはアマモ isocionが発達し，陸上域の先駆群落はシパナ isocionである。 汀線前

面［ζは，本 isocionが単独優占するが，汀線より少しく上部lζ至ればアッケシソウ isocionが

混生する。、ンパナ isocionはチ シマドジョウツナギK更行する場合と，ヒメウシオスグ isocion

k更行する場合とがある。両 isocion.共，海岸砂浜群落lζ移る場合Kはヤマアワ sociesを経て

ハマナス associesre::至るが，またウシノケグサーチガハグサ類 associ巴sk移行する こともあ

る。本調査地における植物群落更行を図示すれば，第 15図となる。

Zoster a ma, ina isocion 

↓ Triglochin mar itimum 1soc1on 

／／＼＼  
P山 cinelliakurile ,s s isocion一一－care,subspathacea j soc,on 

＼＼ベ、＼
Junus-Potentilla Egedei 、•ar g,andi s soc, es 

＼ Calamagrostis Epigeois socies 

／＼  Festuca-Poa associes Rosa rugosa associes 

Fig. 15. Schematic figure of the succession of the 

salt marsh community in Notsuke-zaki 

5.風蓬湖 LakeFuren (Fig. 16) 

本湖の塩湿地植物群落の分布を見ると，東西両岸でその趣きを臭lζ している。埠湿地植物

群落が発達しているのは，主lζ東北の砂洲岸，春国岱，遠太（弁才泊），ハノレタモシリ島である。

乙れに対して西南岸では，湖汀までヨシ isocionが押出て来ており，塩湿地植物群落としての

発達は見られないが，局部的［ζはシパナ，アッケシソウが疎生 している。東北岸の塩湿地植物

群落では，その先駆群落としてシパナ isocionが発達し，中～上部にはハマシオンーヒメウ シ
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線室1毎

オスグ sociesが発達する。

Belt-transects 待状区調査A. 

ハマシオンーヒ メ本帯状区は，本調査地では，［5.a］帯状区を春国岱砂洲岸に設定した。

ウシオスグ sociesを代表する。

[5. a］帯状区 （20×1)m2ハマシオンーヒメウシオスグ動基群集

(Aster Tripolium-Carex sub1ψαtharnαsocies) (15, IX. 1962) 

Frequency and cover degree Belt-transect (20×1) m2 (5. a] Table 36. 

Distance 1rriJ 
9 

Aster Tripolium 
Carex sub司pathacea
Puccinellia k11rile11s1s 
Stellaria humゲi1.sa
Potentilla Egedei var. grandis 
Glaux ma.nt川 avar. obtnsifolia 
Atnρlex G川 elini
Spergularia marina var.。si，σtica
Salicornia e1110ρaea 
Triglochinρalustre 
Tn.glochin maritimum 

1
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1
1
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＋
・
＋

・
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1
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＋
・
・
・
・
＋

7 

＋
3
＋
・・

1
＋
＋
＋
・
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＋
4
＋
＋
1
＋

・

5 

1
5
1
＋
＋

・
＋・

・・

4 

＋
5
十
＋
＋
＋

・

3 

＋
5
＋
・
十
＋
・
＋

・

2 

＋
4
1
＋
＋
＋
・

・
十
・

1 

＋
1
4
＋
・
・
＋
＋
＋

・

Species 
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下層lζ ヒ上層にハマシオン，春国岱砂imの南西岸lζ発達している塩湿地中，本帯状区は，

メウシオスグの優占している部分に設定した。すなわちハマシオンーヒメウシオスグ sociesで

あって，本 sociesは北海道東部塩湿地では，ハマシオンーチシマドジョウツナギ sociesと共

量的温根沼及び厚岸の塩湿地lζ特有の群落である。ハマシオンは上層を占めるが，lζ風蓮湖，

ヒメウシオスグが優占するが，時lζはチシマ ドジョウツナギが［ζは余り多くない。下層では，

優占する乙ともある。本帯状区の調査結果を表示すれば，第 36表となる。

Quad.rats 方形区調査B. 

アッケシソウ society中IC[5.α］～［5. oJのハノレタモシリ島塩湿地において，本方形区は，

チシマドジョウツナギ sociaty中lζシパナ society中IC[5.ε］～［5. e]の5方形区，4方形区，

ヤマアワ society中ドロイ society中lζ ［5.fl～［5. o］の 2方形区，[5. K］～［5.ν］の 4方形区，

に ［5π］～［5.ρ］の2方形区を設定した。

[5.α］～［5.ρ］方形区（ 1 m)2 (15, IX. 1962) 

湖口の砂州の一突起の中間f胡口昔！l近くに存在するハノレタ モシリ 島は島という名はあるが，

長さ幅共約約 30mほぼ三角状島の大いさは，湖中lζ残存したものである。部が切断されて，

円形を呈している。島の東南側は，高さ l～1.5m のゆるい砂丘があり，小規模であるが塩湿地

砂丘のかげの湖面側にある。植物群落は，

そ乙から砂丘アッケシソウ societyが生じ，最も低湿な滞水部lζは，塩湿地植物群落は，

麓の方向l乙シパナ rnciety, ドロイ societyが順次に生じ，最後チシマドジョウツナギ society,

ヤマアワ societyk至ってハマニンニク，ハマナス，ハマオグJレマなど，海岸砂浜群落／C

連絡する。

lと，

シパナ societyより低湿地lζ生じている乙と本島の揮湿地では，アッケシソウ societyが，

それゆえ土壌侵蝕が少ないため，乙乙では波浪の作用が及ばず，注目されるべきである。は，

低湿，浸水部lζ好んで生育する。すなわち乙の場合には，佐呂間や能取湖でアッケシソウカ人

of the plants in the Aster Tnpol川川ーCarexsub司pathacea.socies 

C.V. 

1
2
2
1
＋
・
＋
＋
・
・

＋

429 
6263 
1478 
132 
82 
57 

Freq. 

1 V 
5 V 
3 V 
+ V 
+ V 
+ :rv 

1旺
+ ・TIL 
+ rr 
+ ＇.’E 
+ rr 

』lト＇.・・：・ ・.

20 19 

2
4
2
＋
・
＋
＋
＋
＋
＋

・

18 

2
4
3
1
十
・
＋

・
＋
＋
・

17 

1
5
＋
1
・
＋
＋
＋
＋
＋

16 

＋
4
1
＋
＋
＋
＋
・

・

15 

＋
5
＋
＋
1
1
＋
十
＋
＋
・

14 

1
5
2
＋
1
＋
＋
・
・
＋
＋

13 

1 
5 
1 
＋ 
十
＋ 
＋ 

ノ十

12 

1
2
3
1
＋
・
－
e

・
＋
・

11 

＋
4
3
＋
＋
＋
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見られる例と一致している。前’落の変化lζ応じて，その構成種類数も変化し，平均種類数では

ヤマアワ society＞ドロイ society＞シノイナ society宇チシマドジョウツナギ society＞アッケシ

ソウ societyである。種類の出現という点から見ると，シパナが最も広く分布し，アッケシソ

ウsociatyからドロイ societyまでわたっている。 つづいてウミミ ドリ がアッケシソウ society

を除いてシパナ societyからヤマアワ societyまでシパナ同様，広く分布を見る。

木方形区の調蚕絡果を表示すれば，第 37表となる。

Table 37. Cover degree of the plants in the [5.α］～［5.ρJ Quadrats 

Quad rat 位。 T /j E （可 （｝ / κ,l μ ν 害。 πρ 

Societyネ S.e. T.m P.k. J.g. C.E. 

Species Number 3 5 2 4 5 4 3 5 6 4 5 5 5 6 6 7 10 

Sαlicorni，α eu ，且·oγfi－~~／ 4 4 3 4 ＋＋＋ ・ ＋ ＋ ＋ ・
Trぽlochin111 1m ＋＋・＋ 4 5 5 3 2 2 1 + 1 ＋ － ＋ 
Puccinellia. k111γ＇lensis ＋＋・ 1 ．．．． ． 4 5 5 5 
Jfs~~'f.1ilari，白川arina var. asiatica ・十 1 1 ・・．・ ． 1 2 ＋・

AJ,且r；，台二1IヱriゅGo陥t~g;;l ＋ ・ ・＋ ・ ＋ ＋＋  ＋ ＋  
－＋ 

I'品i句，；，川n加，f宮i山ifかパ｝.ヨι；z叫I.川I伊1川＼~：~：＂山，，：，~：ia
+ + 1 1 1 1 十 1 1 1 1 1 
1 ・・ 2 3 4 5 3 
十 ＋ ・＋ 1 3 1 2 2 

・＋ － ＋ ＋ － ＋ 
＋ －＋ + 1 3 4 

．．．．．  十 + 1 
．．．． ． ＋ ＋ 
・・．．． ・＋
・－－－－ 2 

/ygo /I/JI ．．．．．  ・．・ ＋ 

S.e. Salicornia. euroρα.ea T.m. : Triglochin川 aritimum.

P.k.. P11cci11ellia lwrilensis J.g. : Juncus gracillimu.s 

C.E. : Cala111agrostis Eρigeois 

B. 風蓮湖塩湿地植物群落更行

Succession 

本調査地における塩湿地植物群落更行は，野付崎で見られたものと本質的な差はない。本

梅湿地植物群落中，ヨシ isocionへの移行は春国岱塩湿地で見られるが，ハマナス associesへ
の更行はハjレタモシ リ烏l乙見る。

本調査地における塩湿地植物群落更行を図示すれば，第 17図となる。

6 温根沼 LakeOnneto (Fig. 18) 

iifil根沼の塩湿地植物群落は，シパナ isocion，ヒメウ シオスグ isocionを主とする。塩湿地

植物群落は， 1初日附近，オンネペツ川河口部，東西両岸で沼に注入する小川の河口部附近lζ分

布している。このうち，規模の大きいのは湖口部附近と，オンネペツ河口部である。本研究は

糊口部附近の塩湿地で行なった。



Zoste1 a marina isocion 

↓ Triglochin ma, itimum isoc1on 

／ググ＼＼
Puccinellia ktrile1sis socies・-+Careヌ subspathacea socies 

／／  J 二〉くご－－ ¥ 
Phragmites communis isocion ＿.－『、、『』＼

Calamagrost1s Epigeois soc1e宅

＼ June us gracil I imus soci es 

＼ Rosa rugosa assoc1es 

Fig. 1 7, Schematic品gureof the succession of the 

salt marsh community in Lake Furen 

Fig. 18. Lak巴 Onneto

65 
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Belt-transects 帯状区調査A. 

このうち［6.a］帯状区は本調査地点では ［6.a], [6. b］及び ［6.c］の 3待状区を設定した。

ハマシオンーチシマドジョウツナギ socies,[6. b］帯状区lζはシパナ isocion,[6. c］帯状区はヒ

メウシオスグ isocionを代表する。

[6. a］帯状区（25X 1) m2ハマシオンーチシマドジョウツナギ動基群集

(Aster Tn》olium-Puccinelliakurilensis socies) 

(20, IX. 1962) (Photo 7) 

ilfil根沼小橋の東端より湖岸l乙沿って約 100m 南下した所で湖汀lζ直角の方向本帯状区は，

ホソパノハマアカザ以外の種類はほとんどがシパナやチシマドジアッケシソウ，［ζ設定した。

湖の干満lζ伴う海水の移動根上り性と，乙れらの株は，ョウツナギの形成する株上lζ生ずる。

湖面より 15～35cmの調査時［ζは，ヤチ坊主状lζ塔形をなしており，による土壌侵蝕のため，

株聞や株際lζ生ずる。高さに及んでいた。前述のアッケシソウやホソパノハマアカザは，

なお， I～3m聞は沼汀の裸出砂土の部分で，アマモの漂着個体が堆積していて，本来は本

socies k含まれるべきではないが，便宜的に記録にとどめておいた。

Frequency and cover degree Belt-transect (25×1) m2 [6. a] Table 38. 
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Frequency and cover Belt-transect (50×l)m2 (6. b] Table 39. 
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Sαlicornia europaea 

Distance (m) 

36 

5 
＋ 

35 

5 
1 

34 

5 

33 

4 
2 

32 

4 

31 

5 
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Distance l_m) 
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本帯状区の調査結果を表示すれば，第 38表となる。

[6. b］帯状区（50×l)m2 シパナ動純集

(Triglochin maritimum isocion) (21, IX. 1962) (Photo 4) 

すなわち前帯状区の正反対岸lζ相当する箇所lζ温根沼大橋の西端より僅か南下した部分，

本帯状区を設定した。本 isosionは野付崎のものと同様，塩湿地植生の下部に生じ，僅かながら

見られるウミミ ドリは，シパナの株上lζ生じている。群落植生の構成は野付崎のシパナ isocion

と大差はない。本帯状区の測定結果を表示すれば，第 39表となる。

[6. c］帯状区（50×1)m2ヒメウシオスグ動純集

(Carex subsρσthacea isocion) (21, IX. 1962) (Photo 8) 

その上部［ζ発達している。本帯状区の立地は本 isocionは前記シパナ isocionk接して，

その下土は植物体の遺体l乙富む。部僅か数 cmの厚さの砂泥土を被るのみで，全体IC:iI/i!.潤で，

基底が緊迫して分的lζ土壌面が隆起していて （多分シパナやヒメウシオスグの旧株であろう），

エゾハ コペが好んで生育する。かかる例エゾツノレキンノfイ，乾燥に赴く部分にはウミミ ドリ ，

は，本帯状区中8m, 13 m, 20 m, 24 m, 27 m, 33 m, 37 m, 41 m, 43 m, 48 m及び 49mで見

られる。本帯状区の測定結果を表示すれば，第 4.0表となる。

of the plants in the Aster Tn；ぅoliumP11cci11ellia k11rite11sis socies 
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Frequency and Belt-transect (50×l)m2 [6. c] Table 40. 

Distanc巴（mJ
10 

Care.-r: subspathacea 
Puccinetlia kurilensis 
Triglochin川 ωーitimum 
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温根沼題湿地植物群落更行

Succession 

B. 

乙風蓮湖のそれと本質的な差はなく，野付崎，本調査地における塩湿地植物群落更行は，

れを図示すれば， 第 19図となる。

Zostp1・a 川 ar111a1snr1011 

::r Triglochin rn川 it1rnu川 IS川 ・lf川

／＼＼＼、
λster Tr Jal Im -P, ccinel Ii~ kur ens s 回 cu一→CHe,Sl l,spa山cea1soc1011 

4一一〉〈士一一＼
Phragrnites comm, ,is isocion 、、、、 1

、～.骨
Calamagrost1s Epigcois soc,cs 

Schematic figure of the succession of th巴

salt marsh community in Lake Onnet6 

Fig. 19. 
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cover degre巴 ofthe plants in the Carex subゆathac印 isocio日

26 

5
1
＋
・
・
・
・

25 

A
A宮
司

i

T
ム
・
・
・
・
・
・
・

5
1
、＋
・
・
＋
・

24 

5
2
＋
1
2
＋
＋
・

23 

5
1
＋・

22 

4
2
＋・

21 

2
3
＋
・
・
・

20 

4
3
＋
1
＋
・
・
＋
・

19 

ワ
u
q
d
1
ム
・
・
・
・
・
・
・

18 

4
2
＋・

17 

4
2
＋
・
・

16 

4
2
1
・
・
・

．．．． 

15 

丹
、

υ
『
υ
η
4

・
・
・
・
・
・
・

14 

』
凡
ヨ

n
J
U
唱

i

・・

．．．．． 

13 

5
1
＋
1
1
・＋
1

・

12 

に
u
n
r“
司

1

・・

．．．．． 

11 

C.V. 

6675 
968 
137 
165 
68 
42 

Freq. 

v
v
v
E
E
E
I
I
I
－
 

50 

5
＋
＋
・

49 

5
＋
＋
1
1
＋
＋
＋
・

48 

5
＋
＋
1

・
・
＋
・

47 

5
＋
＋
・
・

1

・

46 

5
＋
＋
・

45 

4
＋
＋
・

44 

5
＋
＋
・
・
＋
・

43 

5
＋
＋
＋
＋
1
・・

42 

5
2
＋
・
・
＋
・

41 

4

3
・
＋
＋
・
＋
・

40 

3
＋
＋
・
・

1

39 

5
＋
＋
・

38 

3
＋
＋
・

37 

5
2
＋
2
十
十
・
・

Summary in IV 群落調査概括7. 

Classification 類分群落A. 

本研究の対象とた小向沼以下5調査地から得られた単位群落（socies及び isocion）及び舘

脇・山中（1939）の厚岸湖牡燐島における研究を基lとして，北海道東部塩湿地植物群落の分類を

以下のようになる。

I. Klasse : Seegras羽TiesenZosteretea marinae 

I. Ordnung : Zosteretalia marinae 

1. Ver band : Zosterion marinae 

i. Assoziation: Seegras-Wiese Zosteretum marinae 

A. Associes : Zostera marina 

a. Isocion : Zostera marina 

II. Klass巴： Queller-GesellschaftenThero-Salicornietea 

II. Ordnung : Thero-Salicornietaliα 

1. Ver band : Thero-Salicornion 

i. Assoziation : Queller-Gesellschaft Salicornietwn europaea 

A. Associes : Salicornia europaea 

a. Isocion : Salicornia europaea 

Assoziation : Stranddreizacl心Ges巴llschaftTriglochinetum maritim1. 

Associes : Triglochin maritimum 

乙れを TUXEN(1955）の分類体系にしたがって配列すると，

B. 

II. 

行ない，



b. Isocion : Triglochin maritimum 

III. Klasse: Salz-Wiesen Juncetea maritimi 

I. Ordung : Juncetalia maritimi 

1. Verband : Andel-Rasen Puccinellion maritimi 

i. Assoziation : Asiatische Salzmiere-Rasen Salicornieto-Spergularietwn 

・mannae var.ピisiaticae

Associes: Salicornia europaea-Spergularia marina var. asiatica 

a. Socies : Salicornia europaea-Sρergularia marina var. asiatica 
ii. Assoziation : Salzmilchkraut-Wi巴seGlaucetum maritimae var. obtusifoliae 

B. Associes : Glaux maritima var. obtusずolia

b. lsocion : Glaux maritima var. obtusifolia 

Assoziation : K urilischer Andel-Wiese Puccinellietum kurilensis 

Associes : Puccinellia kurilensis 

Isocion : Puccinellia lwrilensis 

Socies : Puccinellia kurilensis-Glaux maritima var. obtusifolia 

e. Socies : Aster Tripolium-Puccinelli，αkur ilensis 

2. Verband: Strandnelken羽Ti巴senArmerion maritimae 

iv. Assoziation : Seggen-Gesellschaft Caricetum subsJうathaceae

D. Associes : ・carex subsρathacea 

f. lsocion : Carex subspathacea 

g. Socies : Aster Tr砂olium.-Carexsubspathacea 

v. Assoziation : Salzbinsen-Wiese Juncetum gracillim1 

E. Associes : Juncus gracillimus 

h. Socies : Salicornia europaea-Juncus gracillimus 

A. 

C. 

d. 

C. 

lll 
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1 . Socies : Juncus gracillimus 

J田 Socies : Juncus gracillimus・よ Haenkei-Potenti・UaEgedei var. grandis 

また上記諸群落の，北海道東部塩湿地における分布を表示すれば，第 41表となる。

B. 群 落 更行 Succession

北海道東部塩湿地植物訴落lζ見られた群落更行を概括すれば，第20図となる。
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Fig. 20. Schematic五gureof the succession of the salt 
marsh community in E. Hold《aido

すなわち，海水域lζアマモ associesを生じ，陸上域の先駆群落として二つのおsociesがあ

らわれる。その一つはアッケシソウ associesであり（小向沼，佐呂間湖，能取湖），今一つはシ

パナ associesである（野付崎，風蓮湖， iM根沼）。アッケシソウ associesは上部K向い共通にチ

シマドジョウツナギ associesk更行する。土壌湿潤で，淡水湿地IC赴くとき，チシマドジョウ

ツナギ associesは，しばしばヨシ associesk移行する（小向沼，佐呂間湖，能取湖）が，土壌面

が漸次隆起し乾燥に赴くときはドロイ associes(C移行する。本 associesはヤマアワ associesか

らしばしばハマナス associesk更行する（佐自問湖，能取f胡）。アッケシソウ associesから稀に

ドロイ associesを経てヨシ associesk至る群落更行がある（能取卯原内）。この群落更行は，放

牧による外部からの作用を，かなり受けた結果であろう。

一方シパナ associesはヒメウシオスグ associesk更行し（風蓮湖， j昆根沼），時には上音j）！ζ

向いチシマドジョウツナギ associesからヒメウシオスグ associesIC変化する過程もある。ヒメ

ウシオスグ associesから上部に向う更行過程はチシマドジョウツナギ associesから上部lζ向う

更行過程と類似し，一つはヨシ asrncies（風蓮湖，視根沼）；今一つはドロイ associes，ヤマア
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ワ associ巴sを経て，ハマナス associes｛ζ至るもの（風蓮湖ハノレタモシリ島）；ハマナス associ巴S

lζ至らず，放牧の響影を受けてかオオウシノケグサ，ウシノケグサ，ナガハグサなど禾本草本

優占のいわゆる beachm巴adowk至る過程とがある（野付崎）。

c. 土壌含塩量 Soilsalinity 

塩湿地植物群落の主要構成種について，その分布域の根系附近の土壌合糧量を測定し，結

果をまとめて表示すると，第 42表のようになる。

Table 42. Soil salinity of th巴 rhizospheresof main salt marsh plants 

Species 

Salicornia euroρaea 
Triglochin 111ariti111um 

s》ergularia.mar川a.var. a.siatica. 

Puccinelli，ιk111・ilensis

Glau:i.：川 ariti111avar. obtusゲatiα

Potentilla. Egedei var. grand，・5
Juncus gracilli.川 1/S

AtJ・2ρle.1;C川 el川Z

土壌含塩量

（施。）

1.5～81.9 

30.5～ 57.4 

1.8～ 23.6 

0.8～ 23.6 

0.5～ 25.0 

0.7～ 5.4 

0.4～ 12.1 

4.9～ 12.1 

Table 43. Comparison of Japanese Salt 

Chapman (1959) Ito (1962) Chapman (1959) 

Principal assoc1es 

1. Zostera-cymodea-
Ruppia 

2. Salicornia-
Arthrocnemon 

3. Puccinellia 

4. Spartina 

E. Hokkaido England 

Zosteretum Zosteretum 

Salicornietum 
Sali《：orn犯tumeuropae 骨

Triglo出metummaritimi 恭

Salicornieto- Puccinellietum, Puccinel-
Spergularietum marinae lio-Asteretum 
var. a, iaticae 升

Glaueεtum maritimae var. 会

obtusifoliae 骨

Puccir ellietum kurilensis 号

τ？ 

Lower G.S.M. 
Upper G:s.M. 

5. General Salt Marsh - Plantaginetum marit1ma巴
持

6. Festuca 

7. Halimion巴

CO/lSOCtes 

すで

3・；，

ヲ者

品

品

'/ Caricetum subspathaceae Juncetum Gerardii 
8. Juncus Juncetum gracilhmi Juncetum maritimii 

F es tuceto-] uncetu m 
9. Scirpus－卦.，

Phragmites-Typha 

守 associes省略 州内容全体省略

Scandinavia 

Zosteretum 

出alicornietum
＋争

よLa、

Puccinellietum, Puccinel-
lio-Aster巴tum
Puccinellio・Spergularie-
tum 
+:・ 
品

G.S.M. 
Armetetum maritimae 
Glaucetum maritimae 
~lantaginetum 
すで

ー．－，，すす

号寺

Juncetum Gerardii 
Juncetum bufonii 
Festuceto-Juncetum 

7マ＂
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乙れlζよると，最も土壌含塩量の高い立地まで生育している種類はアッケシソウとシパナ

であ り，ついでウミミドリ ，チシマドジョウツナギ，ウシオツメクサ， ドロイ a オソパノハマ

アカヂ， エゾツノレキンパイのJI闘となる。これらのうち欧州の Salicorniaeuropaea, Triglochin 

maritimu11んGlaux・maritima, Puccinellia maritima, Spergularia marina, Potentilla Anserina 

などを， MIKKELSEN(1949）の資料によって比較して見ると，分布域の上下限値lζ差はあっても

耐塩性の強弱についての全体的な傾向では概ね一致する。

v. 欧亜の塩湿地植物群落

Comparison of Japanese Salt Marsh Communities with European Ones 

現在塩湿地植生が，群落学的犯最もよく研究されているのは，オース トラリヤとニュージ

ーラント＼欧洲では英国，デン7 戸ク，ス エーデン，ノ ーJレウェーであろう。オース トラリヤ

とニュ ージランドは，植物区系も異なるので，乙 ζ では欧洲｛と焦点をあわせてみよう。

本主主では， 筆者が前章で得た北海道東部塩視地植物群落を欧洲の裁落と比較し，わが塩混

地植物群落のもつ特色を考察 して見る。

群落構成種から見ると，欧洲の塩湿地植物静落とわが塩湿地植物群落では，共通属［ζ含ま

れる種類の多い乙と，そして時には全 く同じもの，または深い近縁関係（亜種または変種）I・ζ属

marsh communities with European ones 
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器き÷
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~，乞
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するものも少なくない。

欧洲の塩湿地植物群落を構成する associesとわが塩湿地植物群落を構成する associesとを

比較すると第43表のようになる。こ乙では比較の基準として欧洲の群落については CHAPMAN

(1959）の提出した彼の principalassocies （基本動群集Hζよる世界塩湿地植物群落の比較表を用

い，参考の為 TUXEN(1955）の欧州北西部植物群落分類体系のうちの塩湿地植物群落を抜き出

して併記した。表tζ見るように， CHAPMANの塩湿地植物群落分類においては， 9つの principal

associesが認められているが，本論文ではそのうち（4)Spartina Townsendii principal associes 

以下の principalassocies については触れない。なぜなら，乙れらの principalassociesは筆者

が，本研究で取り扱ったような，純粋な意味での塩湿地植物群落lと属さないものが多いからで

ある。 とと に（5)General Salt Marsh principal associes, (6) Festuca principal associes, (7) 

HaHmione consocies及び（8)Ju11cus principal associesは， 塩湿地lζ続く海岸草原の一部とも

推察され，その発達は MIKKELSEN(194~）の述べたように， 放牧の影響が働いているとも考え

られる。 わが塩湿地についても（8)Ju11cus principal associesの対応植物群落である Juncu.s

Gerardii associes k似てドロイ associesが生ずるが，面積の大きい群落はその多くが自然植

生ではなく，放牧の影響を受けた半自然植生である ζ とが多い。また（4)Sρarti11a Tow11se11dii 

principal associesは Spartinaそのものが日本にないので，乙れも除外する。それゆえ本論文

で対象とする群落は， CHAPMANのいう（1）～（3）までの各 principalassocies にしぼられて来る。

これらの詳落の比較を一層はっきりさせるためには，各 principalassociesとその中に含ま

れる地域毎の associesを立地と関連させて見るとよい。関係する各 principalassociesの立地

条件を CHAPMAN(1961）によって表示すれば第 44表のようになる。

Table 44. Habitat of Principal associes (CHAPMAN, 1959) 

Principal associes 

Zostera-Ruρ,Pia 

Salicornia・Arthroc11e111011

Puccinellia 

Habitat 

極湿地の海水域，冠水部位

題湿地の陸上域の下部，鴎泥IC::富む所

塩混地の陸上域の下部，砂質土境地

わが塩湿地において，冠水部に生ずる高等届物群落は，アマモ associesである。本 associes

で筆者の確認した種類はアマモのみであったが，なお Zosteranana, Zostera pacificaなどの

種類も期待できる。欧i:11iにおいても該 associesは普通lζ分布している。

冠水部より上部，次第lζ土壌面が露出するようになっても，土壌合塩量が高く，満潮時冠

水する部分lζ，わが塩湿地では，ア ッケシソウ associesとシパナ associesが発達する。 前者

はオホ戸ツク海側塩湿地lζ著しく ，後者は野付海峡一太平洋側塩湿地lζ著しい。 アッケシソウ

属 associesが塩湿地植物群落の先駆群落（pioneercommunity）となる乙とは，欧洲もわが塩j毘

地も共通現象である。わが塩湿地植物辞落の先駆群落を代表するアッケシソウ属 associesの穣
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類はアッケシソウ 1種類のみであるが，欧洲では必ずしも 1種類とは限らず，北欧の塩湿地では

アッケシソウ associesはむしろその上位に優勢である ζ とが多く，下部の群落は S.strictissima 

associesで代表される（GILLNER1960）。わが塩湿地では3 アッケシソウが北欧の塩湿地花見る

ように，塩湿地の中～上位にかけ，乾燥地lとも生育するということはなく，常lζ塩湿地の下位

あるいは低j毘地K生ずる。 ζ の点では MIKKELSEN(1949）がデンマークの塩湿地植物群落の研

究でアッケシソウが土壌合水量の高い部位に優占するという観察と一致する。

シパナ associesがアッケシソウ associes同様，塩湿地植物群落の先駆群落として，塩湿地

の下位lと発達しているのは，わが塩湿地植物群落のー特色である。シパナは欧洲の塩湿地植物

群落は次lζ述べるチシマドジョウツナギ属 associesの下部で優占である（Gil¥t,JNGHAM,1953) 

ことや，塩湿地の下部で小斑を形成する（CHAPMAN,1961）乙とや，凹地の土壊含水量の多い部

分に優占する（GILLNER, 1960）ことはあるにしても 3わが塩湿地，c::見るように，塩湿地植物群落

の先駆群落優占種とはならない。 DAHLBECK(1945）はシパナ isocionを記載しているが，彼の

isocionを CHAPMANは（6)General Salt Marsh principal associes k包括した。 しかし，わが塩

湿地で得られた，シパナ isocionは，立地的［ζ見て CHAPMANの（2)SalicormιArthroc,,e,11011. 

principal associes IC:包括されるべきものである。

立地tζ腐泥が減少し， /jj、質土壌lζなり，また土壌合塩量や土壌合水量が減少すると，わが

塩湿地ではアッケシソ ウーウシオツメクサ associ巴S，チシマド ジョ ウツナギ associes，ハマシ

オンーチシマドジョウツナギ associes やウミミドリ associes が発達する 。 この点~は欧洲の塩

湿地と変る所はない。ただし欧洲では，ウ シオツメク サの代りに， Spergulariamarinaを，チ

シマドジョウツナギの代りに Puccinelli・amaバtimaや Pucci11elliadista11sを，ウミミドリの代

りに Glauxmaritimaを生ずる。 ζの中チシマドジョウツナギのみは，他の 2植物と異なっ

て，欧i:IHのものと稜を異にしており，極東特有の種類である。欧洲では塩混地の先駆治落とし

て Pucci11elliaprincipal associesは，群落構成上大きな比重を占めているが，チシマドジョウ

ツナギ associ巴sは，先駆群落を形成する乙とは稀であり，またチシマドジョウツナギは純訴落形

成の面積は比較的狭く，多くの場合 complexとなって他の共通優占種と共に群落形成をする。

DAHLBECK (1945）は， Glauxmaritima isocionを北欧塩混地において記載したが， CHAPMAN

はそれを（5)General Salt Marsh principal associes K包括した。わが塩湿地では，ウミミ ドリ

isociesは， 立地環境や種類構成の上から，むしろ CHAPMANのいう（3)Pucci11ellia principal 

assoc)es k包括されるべきものである。

わが塩湿地植物群落K見られるヒメウシオスグ associesと比較すべき群落は， l次洲本土lと

見出すζ とができない。わが塩湿地では，本 associesは立地的lζはチシマトージョウツナギ as-

sociesとほぼ同じであるが，多混土壌部lζ発達する。わが塩湿地では，野付海峡一太平洋側で

はシパナ associesk接しでかなり広く発達しているが，オホ戸ツク海側では， 1毒i弗湖岸lζ生ず

る（舘脇，1956）。
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以上4欧i川塩湿地植物群落との比較において，北海道東部塩湿地植物群落の特色を要約す九

ば次のよラになる。

(1) 塩湿地の先駆群落として，アッケシツウ associesとシパナ associesとの発達が顕著で

ある。

(2) アッケシソワ associesは，北欧花見るごとく，塩湿地の中～上位に生ずることなく，

常［ζ下位l乙生じ，オホ ーツク海捌では先駆群落を形成する。

(3) シパナ associesは立地的［ζ見て欧洲とは異なっており， CHAPMANの分類に従えば，

Salicornia-Arthrocnemon principal associes /C::挿入すべきである。

(4) チシマドジョウツナギ a・ssociesは，極東［乙特有な群落である。

(5) ウミミドリ associesは， CHAPMANの分類における Puccinelliaprinicipal associes lζ 

挿入されるべきで，欧i'JHの対応群落と見られる Glaucetummaritimaeと立地を異にする。

(6) 欧州では北方地域［ζ発達する ヒメウシオスグ associesが認められる。

(7) ドロイ associesは，放牧地の場合，半自然植生として広面積lζ発達するととはあるが

自然値生としてはその面積が限られでいる場合が多い。

VI. 特殊測定 SpecialMeasurement 

1. アッケシソウ Salicornia europaea 

能取湖卯原内調査地点では 7方形区 ［3.i. a, 8，ε，c;, ti，κ及び」］において方形区陣中l乙生

育しているアッケシソウの個体総数とその平均の高さを求めた。 その結果を，第 45表と第 21

図lζ示す。

これによると“方形区当り個体数の増加は，個体当 り平均高を減少する傾向”にある。い

わゆる密度効果といわれるものが，乙の関係を生ずる。事実 6.760本の方形区と， 427本の方形

区と について一個体のアッケシソウを比較するに，前者は全体分岐少ないか，ほとんど分岐せ

ず，かつ茎や分岐は細針金状l乙細いが，後者では分岐著しく全体繁茂しかっ強壮である。した

Table 45. Number of Salicornia europaea. in each 
height grade in 7 quadrats (unit area) 
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3. i.日 1,256 5,340 161 。 。6,760 6.3 1.69 5 

3. i. /3 580 4,312 4日0 3 。5,375 6.6 1.97 5 

3. i. C 120 1,705 653 。 。2,478 8.6 2.11 5 

3. l，κ 133 2,020 229 。 。2,382 7.9 1.34 5 

3. i. A 91 869 563 21 。1,544 8.8 2.85 4 

3. i. 0 42 820 292 2 。1,156 8.5 2.20 4 

3. l.ε 1 51 242 120 13 427 13.5 3.62 4 



がって目測による被度のよみ取りにおいても 4文は 5

を示す乙とが珍らしくない。

2. シ パ ナ Triglochinmaritimum 

本種はアッケシソウとちがって，叢生する性質を

もち， 1つまたはそれ以上の個休が泥土lζ定着した後，

仮軸分岐によって生じた旬校が外側や上部へ逐次発達

して泥土を保持し，最初の叢生株を形成する（YAPPet 

al目 1917）。 乙の叢生株は次第に成長するが，干潮線附

近の海水の多いfiJrでは両側の土が流失し，いわゆるヤ

チ坊主lζ似た塔状の外観を呈するよう lとなる。乙の株

は発達の初期においては小形で数も少なく散在的であ

(cm> 
15 

5( （×1,000) 

01234567  

77 

Fi店・ 21. Relation between the total 
individual number and the 
average height of Salicornia 
euroρaea m a unit area 

るが，やがて数を増加しつつ（ジパナの個体数の増加に伴って）大形になり，最後には株同志が

接し合って，結局大面積にわたってマッ ト状の景観を呈する に至る（乙のような現象は満干の影

響を受ける汀線帯でもしばしば観察される）。乙の叢生株の数と大きさの変化の過程を量的に知

るために筆者は里子付崎調査地点 ［4.b］帯状区の近傍において次のような測定を行なった。

一本の線状区（α）をシパナ isocionの下部から上部に向って設定し，乙の線にふれたすべて

のシパナの個体について，株の中心位置，株の長納長と短軸長を測定し，乙れより株と隣の株

との聞の中心距離，株の面積を求め，更に得られた面積を円面積lζ換算した半径を求めた。た

だし線状区の始点は測定されるシパナ isocionの最下限lζ一致する乙とがのぞましいけれども，

実際にはそれを歩行可能な限度に求め，終点は各叢生株が接着し合って，その各株の判別が出

来難くなったと乙ろに設定した。上記の測定結果を便宜上 10m 区間毎の平均値で示すと第 46

表である。本表から判断すると， 一般にシパナの株数の増加は株間の距離の減少をもたらす。

また線状区（α）における、ンパナの株の分布は 60m 前後で変化を生じている。すなわち， 60m 以

後では株当りの平均面積が急lζ増加し，同時に株聞の距離は 60m 以前の区間でのほぼ 1/3と

なる。また平均距／露Ir平均株半径を比べると， 60m 以前では 13～8であるが， 60m以後は 5～3

Table 46. Total number, average interval, basal area and 

radius of T川：glochin111aritim1111t tussocks 

。 10 20 30 40 50 60 70 80 
Distance (m) 

10 20 30 40 50 60 70 80 90 

Number 7 8 13 8 8 17 15 8 13 

Average interval (cm) 160.0 100.0 73.5 129.1 140.0 60.7 62.8 55.0 80.0 

Average basal area(cm2) 516.4 413.1 331.8 423.9 442.1 505.8 1521.8 1578.4 2673.5 

Average radius (cm) 13 10.8 9.4 11.1 11.5 11.6 19.1 20.9 25.6 
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であって相互に著しく接近しているととを示している。すなわちシパナの各株は，その群落の

下部から上部lζ向って，その＊＆と株の大きさを増加lしつつ，やがて各株聞に判然とした区別

が出来難くなる程，一様［ζ生育して，その長盛段階ではいわゆる マット状の景観を呈するに至

ることが4っかる。

VII. 塩湿地植物 SaltMarsh Plants 

本章lζおいては，北海道東部塩湿地で記録された極めて普通の高等植物のみを収録した。

外同の報告によれば，塩湿地植生においては高等樋物以外［ζ，i侍（ζ辞苔類や藻類なども群落構

成（乙当って重要な比重をもっている乙ともあるが，本論文で対象とした塩湿地では，解苔類や

i菜類などが記録されたこと はほとんどなかったし，また乙れらの種類が群落形成l乙重要な関与

をしていることも考えられなかった。

本記録においては，各種類の生態！とついての概括的な記事lζ加えて，分類学的K問題ある

就については野外観察や北大農学部標本庫所蔵の酷莱標本の検討など』ζよって得られた知見を

も附した。

1. ノ、マシオン，ウラギク

Aster Tn》oliumL. Sp. Pl. ed. 1. 873. (1753) 

肉質の多年生草本で，根は肥厚して大きい。舌状花は藍紫色を呈し，稀［ζ桃紅色，径2～

3cm。

本種は花後冠毛伸長する点で，日本産の他の Asterの仲間と判然と区別される。花lζ舌状

花を欠くもの（var.discoideus REICHENB.）一CLAPHAM,PEARSALL and RICHARDS in Journ. Ecol. 

30. 385. (1942）ーがあり，温根j自の flsterTnρolium-Puccinellia kurilensis socies中に採集した。

多くの個体を見ていると，完全！と舌状花を有するものと欠いているものとの中聞に，舌状花の

発達が著しくなくやや不顕著な，前二者の中間型を呈するような個体も混じている。

本種は以前，宮部 ・工藤［ζよって AsterTr伊oliumvar. integrifolius MIYABE et KUDO Lin 

Trans. Sapporo Nat. Hist. Soc. 5. 148. (1915））なる学名が用い られた。 これは葉辺lζ有毛，微牙

繭を欠き，果［ζ長毛を有する点で欧洲産のものと区別されたが，今日では広く欧洲l室のものと

同一穣lζ見なされている。本種は北欧では編湿地植生での分布は広く，下～上部の Landstrand

lζ生じ，上部の Juncetummaritimiや，下部の salinityの高い Pucci11ellietummaritimaeの

typischen Su bassoziation ！とも出現するが， 汽水地で最も良好に発育する（GILLNER1960）。その

Optimal Cl. cont.は00及び 0.39% Clであるという（MONTFORTand BRANDRUP, 1927）。北海

道では風蓮削，話1根沼，厚岸湖の分布が知られている。チシマドジョウツナギーヒメウシオス

グ群落中［ζ最もよく発達 し， ζ れらの両種と結びついて群落を形成するが，アッケ シソ ウ， シ

パナ群落中にもしばしば出現する。一般に混潤土壌を好むようであるが，前出 G!LLNERKよ

れば JuncetumGerardiの “著しく乾燥型の代表的E群集”lζも生ずるというから，乾燥地で
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も生育するらしい。

産地 釧路国 ：厚岸牡燐島。根室国：温根沼，風蓮湖春国岱。

2. イソオオノイコ

Plantago Togashii MIYABE巴tTATEWAKI in Trans. Sapporo Nat. Hist. Soc. 14. 79. (1935) 

葉は肉質肥厚し光沢あり，卵形又は卵状楕円形，葉脈5～7，鋭頭又はやや鈍頭，全辺乃至

小牙歯縁，時lζ欠刻状牙歯を有し，長さ 2～10cm，幅1～6.5cm。花茎は直立，高さ（5～）10～ 

30 （～50)cm，花穂はその 1/3～1/2。種子は通常 6～8,J時lζ12個まで果中lζ蔵し，長さ 1～1.5

m，濃褐色，不定形。

本種は奥尻島を tyi::elocalityとして 1935年，宮部 ・舘lltllζよって発表された。 P.major 

var. asiatica （トウオオノイコ）とは，狭い花穂，肉質の葉，果中の種子数 （7～10個） で異なる。

P. l£ttora lis （テリハオオノイコ）とは全体小形，葉脈が少なく（5～7），萄葉の形を異にするとい

う。奥尻産の type標本！とよれば，花茎は高さ30cmたらず，光沢ある肉質の葉と狭い花穂を

もっ個体であり，オホ ーツク海沿岸，佐呂間湖，能取湖，北浜などから採集された個体は，いず

れも typeの形lζ近い。 しかし，野付崎では漸次大形となり，いわゆる P.major var. asiatica 

f. yezomaritima （エゾテ リハオオバコ）の型K近づく 。すなわち花茎は長大となり， 30～50cm

lζ達し，花糖、はその 1/2lζ近く，種子数は多くなり， 10個内外となる。一般に Plantagomajor 

の種子数は変化｛ζ富み，必ずしもそれが分類上の決め手とならない。 しかし P.majorの生育地

は拶｜地， E持傍，農園，稀（ζgrassyplacesなどに生ずる（CLAPHAM,TuTIN and WARBURG, 1957）。

一方 P.Togashi:£ は塩湿地lζ生じ， 全形が小形で，平沼光沢を有し，肥厚している点塩性立地

lこ適応した一つの型と認める乙とができょう。欧洲の塩湿地植生では数種のオオバ コ属種類

(P.mariti111a,. P. Coronoρusなど）を優占種とする群落が知られているが，北海道の塩湿地植生

ではオオバコ属が主役を演じる乙とはなく，塩湿地群落の中～上部において散生しているlζす

ぎない。なお，近縁種 P.majorはGILLNENRIζよれば北欧の塩湿地においては OberenLand-

strand kて tangwallbedingten Vegetation及ひ、本来人為的影響ある Strandwiesen Vegetation 

に生ずるといわれる。

産地 後志国；奥尻島（オロナイ，アナマ，オクシ リ）。北見国：佐巴間湖（トーフツ，パロ

ー，テイネイ），能取湖（卯原内，能取），北浜。 銀｜｜路国： 厚岸湖付：燐島，モチ リップ，霧多布。

根室国 ・野付崎。

3. ウミミドリ， シオマツノイ

Glaux maritima L. var. obtusifolia FERNALED in Rhodora 4. 215. (1868) 

茎は高さ25cm (C達し，直立文は斜上，単立するか文は基部より分岐する。葉は鈍文はやや急、

鋭頭。萌果は球形，幅2～4mm。欧州産の母種とは葉が鈍頭，萌果の幅が広い点で区別される。

本種は塩湿地植生の全域にわたって広く分布しているが，極端に salinityの著しい部分や

海水を冠水する低湿地lζは少ない。能取湖lζおいては純群落を形成する外，チシマ ドジョウツ
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ナギと共優占し，チシマドジョウツナギーウミミドリ sociesを形成するが，通例本変種はチシ

マドジョウツナギより乾燥地に多 く見られる。

産地 渡島国：尾札部，福島弁天島，江良。後志国．奥尻島（鈎懸，青苗，幌内），瀬棚，

岩内。北見国 ・利尻島（鴛泊，ホロフンぺ，オタドマ IJ)，小向沼，士、文内沼，佐呂間湖，常日，

能取湖，網走，北浜。胆振国： ；~L文華，有珠。謝｜｜路国 厚岸牡螺島，真竜，モチリッフo，霧多

布。根室国：根室，温根沼，風蓮湖，野付崎。

4. エゾツノレキンノイイ

Potentilla Egedei WORMSK. var目 grandisHARA in J. Fae. Sci. Tokyo Univ. 6. 69. (1952) 

原によると日本の植物は通例小葉は長楕円形，下面白綿毛を生じ各側lζ5～10個位急鋭鋸

歯をもち，苓は外面綿毛を生ずるといわれる。長くP.Egedei var. groenlandicaが用いられて

来たが，原によって上記学名lζ改正された。

FERNALD [in Gray’s Man. Bot. ed. 8. 813. (1951)) ICよれば，酷似種PA11serinaとPEgedei 

との差は葉商の光沢，筒旬枝，花梗，葉柄，葉の中軸lζ紋毛の有無，また果の性質などである。

すなわち， P.A11seri11aは PEgedei k比し菜面光沢を有し，植物体各部lζ線．毛があり，果は

有溝である。わが塩湿地にみられる個体を観察する に，葉面l乙光沢は乏しいが，時K光沢を有す

る（殊lζアマモの死体の堆積上K生じているとき）ものを混じていた。稀』乙花イ更や中軸など全株

長誠毛で被われている個体もあり，また全株有毛で禁の上面lζも白絹毛密生して葉面がやや銀

白白色を呈するド標本もみられる。 しかし種子は腹面i誌を有せず，乙のA＼では FERNALDの P目

Egedei (Fig. 1175）によく一致する。

HULTEN [Fl. Alask. a. Yukon 6. 1024. (1946）］は日本産のものに P.paci.βcaをあてている。

検索によれば P.pacificaは花は大きく径 2.5～3(3.5) cmありとあるが，わが PotentillaEgedei 

var. grandisでは花径は 1.5～2.5cmで2～2.5cmの聞が最も多く， 3cmを乙すものはほとん

ど見られない。北村（1961）は P.Egedeiを P.Anserinaと同一種と見倣したが，筆者は FERNALD

や原K従って本植物を P.Egedei WORMSK. tζ属する一変種であると考えたい。本植物は，塩

湿地では通例中～上部に生じ，下部においても塩水の影響の少ないPTrでは小集落を作る乙とが

ある。旬校を生じて急速が広がり，単独で優占することがあるが，植生が閉鎖してくると次第

に衰える。 salinityk対する抵抗は乏しい。

産地渡島国：函館，上磯，福島弁天島。後志国・奥尻島，瀬棚。北見国：礼文島，浜頓

別，小向沼，志文内沼，佐呂間湖（テイネイ，計呂地，パロ戸），能取湖，知床羅臼岳山麓。胆

振国・長万部，礼文筆，室蘭，勇払。日高国．油駒，庶野。十勝園 田大津。謝I［＆各国．音別，尺

別，春採，厚岸（牡螺島，イクラウシ），霧多布。根室国：別当賀，根室弁天島，ノサップ，温

根沼，風蓮湖遠太，野付崎。

持 乙れは P.Anserina f. serica (HAYEK) HAYEK Iζ相応する型であろう。
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5. ウシオツメク サ

Spergularia marina L. var. asiatica HARA in Journ. Jap. Bot. 17. 24. (1941) 

茎は基部より分岐多く，高さ 3～20cm，無毛。葉は線形多少湾曲，長さ 5～35mm，肉質。

托葉は薄膜質，白色，広三角形，長さ 1.5～2mml・C::して下半部は相互に癒合する。花梗は通常

)j宗毛を疎生するか時lζ無毛，果時下方のものは約 1cmまで伸長。苓裂片は卵状楕円形～広卵

形，長さ 2～4mm，鈍頭，辺縁白膜質，腺毛疎生。花弁は白色。種子は広卵形，扇平にして長

さ約 0.5mm，表面微細突起あり， 11民翼文は有奨。

原は日本産の植物を var.asist£caとし欧洲lζ分布する型と区別した。それKよれば， var.

asiaticaは母変種 var.marinaとは毒事片が一層短かい乙と（var.marinaでは 4～5mm），伸長

した禁状の萄葉をもっ点などで区別した。

GILLNER Kよれば， S.marinaは北欧では， 下方の Landstrandに代表的な種であるが， 一

方頃湿地の中～上部にも生ずる。また開放的植生を好む。 Puccinellietum111aritimaeの Subas-

soziation Salicorniαeuropaeaで豊富であるが，その typischenSu bassoziationでは被圧される

という。わが塩湿地植生についてみると，本種は塩湿地の下～中部lζ出現し， GILLNERの観察

間椋開放地に多い。 アッケシソウと共優占種となってアツケシソウーウシオツメクサ sociesが

見られる。けれども生育領域としてはアッケシソ ウより上部にある。

産地 北見国：利尻島（鴛泊，カミ イヌカ），小向沼，志文内沼，佐目間湖（三里番屋， テ

イネイ，計百地， トー フツ），能取湖，北浜。謝｜｜路園 田厚岸（牡嫡島，モチ リップ）。根室国 ：淵

根沼，野付崎。

6. エ ゾハ コペ

Stellaria humifusa ROTTBOLL in Act. Hafn. 10. 447. (1770) 

無毛の多年生草本。茎は赤褐色光沢を有し縦溝あり，基部より分岐，伏臥し高さ 4～30cm。

葉は対生し披童i状楕円形，長さ 5～15mm，幅 2～4mm，鋭尖頭又は鋭頭，1脈，無柄， 肥厚質，

鮮緑色を呈する。花は版生lζ 1個を生じ，花弁は白色，長さ 3～5mmlζして 2深裂。種子は小

形，円盤状にして径約 1mm，表面不明網状紋あり。

本植物は塩湿地の上部lζ生じ，時に部分的な小集落を形成することがある。開放植生Iζ多

く， ドロイ などKよって上層が閉鎖される と消失する傾向がある。 salinity k対する抵抗性は

余り著しくなく，また一般に多湿地lζは生じない。

本種は主lζ野付海峡，太平洋側に分布し，オホ ーツク海側ではl寄i弗湖｛ζ記録があるのみで

その他の地域からは未だ知られていない。

産地 胆振国：凍室蘭。謝｜｜路国：厚岸（ti；燐島， モチリ ッフ1霧多布。根室国 ：温根沼，

風蓮湖春国岱，野付崎。

7. アッケ シソウ

Salicornia europaea L. Sp. Pl. ed. 1. 3. (1753) 
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直立する一年生草本。茎は分岐多し，または少なし， 高さ 30cmlζ達す。二次校は主枝よ

り短かし頂部重なり合う乙 となし。 花穂の節・は通例 4～6，稀lζ11まで達す。頂花穂は長さ

10～30 （～40)mm，先端鈍または急鋭，花は 3個，中央の 1個は側生の 2個よ り大なり。 雄説

は2個。全株秋期紅紫色～クリムズン色となる。

アッケシソウ属の分類は今日においても確定していない。 ドイ ツのアッケシソウ属につい

ては KONIG(1961）の最近の業績があるが，欧洲全般 lζおけるアッケシソウ 属の分類は， CL-

APHAM, TuTIN and w ARBURGの BritishFlora によるのが現在最も信頼がおける と考え られ

る。彼等はアッケ シソウ lζ S.euroραm L.を用いる乙 とをやめ， S.stricta DuM.を使用しが，

それが正しいとしても上記の記載中，下線の部分が必ずしも彼等のアッケシソウそのものとー

致せず，その点ではむしろ S.ramosissimaの性質を示す。KONIGは S.ramosissimaを合む

. brach）ぽ achysと今一つ3 アッケシソウを含む S.strictaの2種を詳細に研究しているが，

の研究Kよると，わがアッケ シソウは花穂、の長さが短かい点や，全形の上からはむしろ S

braeわ叫achysIC近い。 GILLNER(1962私信）や欧洲の頃湿地の記録に よると，塩湿地植生の

下部には S.strictissimaや， Sram.osissi-ma，中～上部にはアッケシソウというように，三種聞

にすみわけがあるらしい。

染色体数から見ると， S.brachystachysは 2n = 18, S. strictaは 211=36である。 それ

ゆえ，わが国のアッケシソウについても染色休数の確定がぜひ必要であり，未だ確定した知見

が得られていない以上，種名の決め手を猶欠いているので，ここでは従来の説にしたがって

S. europaeaを用いる。 本穫は典型的好j車生植物であり，塩分lζ対する抵抗性が著しい。筆者

の測定では， 8～9月生育期lζおける本種優占域の立地の土壊含塩量は 5.8弘～81.9%.まであっ

た。WIEHE(1935）によると neap-tidezoneでは，本種の populationは12I時間浸潮で幼苗の

25%しか生存しないが， Spring-tidezoneでは，継続的なみ！の期聞は 1～15日聞に変化するが，

J;IJ苗は 65%まで生存するという。

産地 “アッケシソウの分布”参照の乙と。

8. ホソノイノハマアカザ

Atr砂le.エGmeliniC. A. lvlEY in Mem. Ac. Sc. St. P邑tersb.s仕 6.2. 160. (1833) 

茎は直立， 単純かまたは分岐， 1m毛，高さ 15～50cm。葉は狭披針形，時lζ線形，長さ 3

～10 cm，幅 1～15mm，梢鋭頭，全辺または少数の波状歯を有す。積子は黒色，円形，扇平，

光沢ありて径約 15mm。秋季 しばしば紅変する。

欧洲lζおける対応穫ともいうべき A.littoralis L.は下～上部の Landstrandk生じ，本来

のStrandwiesenでは幼植物文は活力度の低い状態でのみ存在する（GILLNER1961）といわれる。

わが国塩沼地植生においては，本種は，アッケシソウ associesからドロイ associesにかけ

て広い範囲にわたって分布しているが，量的lζは多くない。本種は，塩湿地lζ普通に生じてい

るが，本来は砂浜植物と考えられる。
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産地 北見国 ：利尻島（元泊），志文内沼，佐目間湖（テイネイ， トエトコ），能取湖，網走。

釧路国：厚岸（牡携島，モチリップ）。根室国：根室弁天島，野付崎。

9. ナガパハマミチヤナギ（新葎）
Polygonum Tatewaki切mmKo. ITO 

一年生草本。全体黄緑色。茎は直立または基部より斜上，校は分岐著しく，通常茎の中部

以上，時lと基部より管状lζ分岐し，高さ lm（ζ達する。茎葉は狭楕円形～楕円形，倒披針形～

線形，鋭頭にして基部狭まり短杭あり，長さ 3～8cm，幅4～15mm，脱落性。呆は二型あり，

一つは（正常果）三稜形，面は卵形～広卵形， 赤褐色， 光沢を有し，平滑，長さ 3～4mm，花被

より抽出せず。一つは（異常果）｜晩秋lζ生じ，扇平，面は披針状卵形，緑褐色，光沢少く，長さ

4～6m，果皮は薄く，花被よ り抽出す。

本主主は北海道東部海岸砂浜，塩湿地lζ分布し，従来 PolygonumρolyneuronFR. et SA V. 

lEnum. Pl. Jap. 2. 471. (1877））と同一視されていたが，筆者は別穫と考える。本程は前述の稜と

は，花の胸部は俣形で円胸jをなさず，花被片の側脈隆起が著しからざる点と，正常果は光沢を

有し，花被より抽出しない点をもって区別される。本種の種名は，舘脇教授を記念して，同教

授に捧げたものである。

本種には次の 2変種が認められる。

ナガパハマミチヤナギ

var. Tatewakianum, var. nov. 

植物休は大型，茎は高さ 50～100cm。茎葉は長さ 3～8cm，幅4～15mm。果は長さ 3～

4mm。

海岸砂浜，塩湿地lζ生ず。塩湿地Iζおいては通常アマモ枯死体の堆積層上lζ多く，稀lζア

ッケシソウ associes中lζ生ずる。

産地北見国：能取湖，網走，北浜。お｜｜路国厚岸（牡塘島，モチリップ）。根室国：温根

沼，野付崎。

ウシオミチヤナギ（新称）

var. notoroense Ko. ITO, var. nov. 

前変種lζ比して全体小型。菜は肥厚，長さ 3～20mm，幅 1～5mm。果は 2～3mm。

産地 北見国： 宗谷，志文内沼，能取湖（卯原内）。

Polygonum Tatewakianum Ko. ITO, sp. nov. 

Syn. P. aviculare var. laxum (non Ledeb.) auctt. jap. ; NAKAI in B.l＼在T目 23.380. 

(1909) pro parte; MAKINO & NEMOTO Fl. Jap. ed. 2. 261目（1930).

P. polyneuron (non FR.巴tSAv.) auctt. jap. pro part巴； NAI<AIin Rigakukai 24. 5. (1926); 

MIYABE & Kuoo Fl. Hokkaido & Saghal. 4. 504. (1934) quod pl. Hokkaido.; OHWI Fl. Jap. 

465. (1953). 

Planta annua. Radix basique caulina su妊ruticosa. Caules巴r巴cti,simplices vel paulo 
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divaricati, saepe scoparii, striati, usque ad 1 m alt. ; internodiis elongatis, 2-5 cm longis; ramis 

ramulisque erectis gracilibus divaricatis. Ochreae 10～20 mm  longae, 5～10-nerviae, infra 

rufescentes, superne albo-hyalinomembranaceae, demum ad basin lacerae. Folia decidua 

in fructu, uncle haud raro rami apice quasi aphylli evadunt, herbacea vel crassa, flavo-

viridentia, plana, venosa, margine cartilaginea, petiolata; foliis caulinis anguste-ellipticis vel 

ellipticis, oblanceolato-ellipticis, apice acutis vel acuminatis, rarium obtusuis, 3～8 cm longis, 

4～15 mm latis, 5～6-nerviis , ramorum ramulorumsque lanceolatis vel oblongis, 5～20mm 

longis, 2～3 mm  latis ; petiolis 2～3 mm longis. Flores axillares 1～5 in glomerulo pedun-

culis 11f~cl usis 2～4mm lo昭 is. Perigonia sub anthesi~ 5 mm  diametr., 3 mm  longa; in 

fructu 3～4 mm  longa; lo bis 2～3 mm  longis in fructu, cuneato tubo duple vel triplo 

longioribus, marginibus prime al bis demum roseis. Stamina 8. Achaenium dimorphisum; 

alterum trigonum 3～3.5 mm longum, inclusum, brunneum, raro atro-brunneum; faciebus 

aequantibus ovatis vel late ovatis, acutis, basi latissime cuneatis, laevibus vel punctulatis, 

lucidis; alterum 4～6 mm  longum, compresso・trigonumvel lenticulare, valde exsertum, 

olivaceum vel fuscum; faciebus deltoido ovatis, apice acuminatis, laevibus, nitidis. Planta 

in sicco vix nigrescens. VIII.-X. 

Nom. Jap. Nagaba-hamamichiyanagi (MIYABE) 

var. Tatewakiσnum (KO. ITO) var. nov. 

Planta major. Caules 50～100 cm alti. Folia caulina herbacea, 3～8 cm longa, 4～15 

mm lata. Achaenia 3～4 mm longa. 

Nom. Jap. Nagaba-hamamichiyanagi. 

Hab. Hokkaido. Prov. Kitami : Abashiri (K. MIYABE, Aug. 1884; Ko. ITO, Jul. 1955-

Typus in Herb目 Fae.Agr. Hokkaido Univ.), L. Notoro, Kitahama. Prov. Nemuro: Notsuke-

zaki, L. Onneto. Prov. Kushiro : Akkeshi. 

var. notoroense Ko. ITO, var. nov. 

A伍nisvar. Tatewakimzum sed planta fructusqu巴 minioribus,foliis crassis recedit. 

Ochreae breviores mox lacero fimbriatae. Folia caulina oblanceolata vel elliptica, obtusa 

vel subacuta, 3～20 mm  longa, 1～5 mm  lata. Flores axillares 1～3, 2～3 mm longis; 

pedunculis 1.5～2 mm  longis. Achaenia 2～3 mm  longa, atrobrunnea. 

Nom. Jap. Ushio-michiyanagi (n.n.) 

Hab. Hokkaido. Prov. Kitami: Soya, L. Shibunaito, L. Notoro (M. TATEWAKI & Ko. 

ITO, Oct. 1957-Typus in Herb. Fae. Agr. Hokkaido Univ.) 

10. コガネギシギ シ

Rumex oclzotkius REICHINGR制.; Omvr Fl. Jap. 461. (1953) 

本種は， 全体黄緑色。茎は高さ10～50cm，狭または広披針形，長さ7～15cm，幅 1～3.5

cmの築と，多数の花を穂状花序lこ， または球状lζ生ずる点、で，日本産他の Ru・1nex類と容易

［ζ区別される。

本積は純然たる温性縞物というととは出来ず，むしろ砂浜植生の植物である。 しかし，オ

ホ戸ツク海側においては， しばしばアマモの枯死体層上にナガパハマミチヤナギ，ホソパノハ

マアカザなどと共K見出され，殊l乙能取湖西北部，国鉄能取駅前の湖岸にその代表的な景観を

見るととができたが，近年人畜の影響によって撹乱され， 旧の型が保存されていない。
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北村（1961）は本種ICR. maritimus L.をあてているが，もしそれが正しいとすれば，北

海道産の標本は，塩性立地lζ生じ，根出葉や茎葉の基部が広模形～模形をなし，果が黄褐色を

呈するなど‘の点から北米の学者（FERNALD,1951）のいう var.fueginus f［多分当てはまるもの

と思われる。

産地 北見国：佐呂間湖（サロマ川河口），能取湖（卯原内，能取）。謝｜｜路国：厚岸牡燐島，

春採，根室国：花咲。

11. チシマドジョウツナギ

Pucci11ellia kurilensis HONDA in J. Fae. Sci. Imp. Univ. Tokyo 3-1. 59. (1930) 

叢生する多年生草本。稗は平滑。葉は厚く，またはやや薄く，粉白を帯び扇平または内捲，

長さ 5～10cm，幅 1～2mm，平滑または脈上僅かに小突起を生ずo 円錐花序は始め閉じて直

立，後平開，長さ 3～17cm，校は開出時幅 10cm lζ及び，半輪生，やや太く， 1節より不同長

に（1～）2～4個を生ず。小穂は無毛，粉白色，長さ 5～12mm, 3～10（～16）小花より成る。萄

頴は卵状楕円形， 1.5～2mm: 2.5～3mm。護頴脈は 5脈，広楕円形，長さ 3～3.5mm，基部僅

かに剛毛を生ずるが時tと不分明。内頴は護頴とほぼ同長。荊は長さ 0.8～1.2mm。

本種は武田（1914）によって千島色丹島ポロペト川河口の marshplacesから得られた標本

を typ巴として発表された。武田によれば本種は欧洲の P.distans lζ類似するが，それとは無

毛，小穂、が一層大きいこと，護頴先端は細まり，円頭又は勢裂しない乙と，内頴は一層短かい

ことなどで区別される。塩湿地植生の中～上部における代表的種類で，乙の点ではむしろ P.

dis tansより P.maritima re::似る。オホーツク海側の Saltmarsh においては一般にシパナより

砂質土壌を好む傾向にあり， jfiiJ塩性も小さい。

産地 北見国：利尻島 （オタドマリ）， 紋別，小向沼，志文内沼，佐呂間湖（テイネイ，計呂

地），能取湖（卯原内，キナチャシナイ，能取），北浜。胆振国：室蘭。根室国．落石，八回牛，

根室弁島，温根沼，風蓮湖，野付崎。臼｜｜路国：厚岸弁天島。

12. ヒメウシオスグ

Carex subspathacea羽TORMSK.in Fl. Dav. 9-4, t. 1530. (1816) 

稗は小形，高さ 10～30cm。葉はl隔細く，通常 2mm以下，花後伸長し 30cm k達す，基

部の鞘は短葉～無葉状，褐色～紫黒色。

本穫は北カナダや欧洲では，塩湿地植生の上部で優占（WALTOR,1922; DOBBS, 1939; 

POLUNIN, 1948），ただしアラスカでは重要でない（CHAPMAN,1961）。スピッペノレグンでは Puce.

ρhッganoides群落の上部に発達。北ノーノレウエーでは Puce.phryganoides ／［代って優占する。

わが国では太平洋側において本種を中心とする群落が，塩湿地植生の中～上部［ζ発達する。

産地 釧路国：厚岸湖牡嘱島。根室園田別当賀， j見根沼，風蓮湖，野付｜崎。
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13. ドロイ

Jii,ncus gracillimus V. KERCZ. et GONTSCH. in Fl. URSS. 3. 528. t. 28. f. 2. 

Addenda II. 627. (1935) 

根茎は硬くて検走し，節聞は短かし。葉は線形，禾本葉状，扇平にして白緑色，茎より短か

く，耳は小形。花は複衆綿花序上につき， 単生し，花被片は卵状長楕円形，長さ約 2.2mm。雄茎

は6個，長さ花被片の 2/3イ立，蔚は花糸と同長。朔は楕円形，褐色，光沢あり。種子は楕円形。

本種の欧i!H近縁種はよ com少ressusであり，花器の構造は両者共大差ない。本種は立地的

［乙欧洲の salttnarshの subclimaxcommunityを形成する よ Gerardiの日本における対応種

とも考えられる。乾燥地を好み，salinityの低い所を選ぶが，時lζ水湿地やかなりの SalinityIC 

も抵抗性を示す。しかし，このような所には大群落は形成しない。土壌は泥土より砂質土を好

む。純集を形成する乙ともあるが，通例ヱゾツ jレキンパイが下層［ζ生ずる。

産地渡島国：尾札部，福島，江差鴎島。後志国：奥尻島（ホ ロナイ ，ゴーマ，アナマ）。

北見国：宗谷，利尻島（オタドマリ），礼文島（元泊），浜頓別， 佐目間彬J（トエトコ，三里番屋，

テイネイ， 計百地，円山），能取t41J，網走，北浜o 謝II路国：厚岸牡嬬島。根室国 ：落石，根室弁

天島，風蓮湖（ハJレタ モシリ島），野付崎。

14. シノイナ，オオシノイナ， マJレミノシノfナ

Triglochin maritimum L. Sp. Pl. ed. 1, 339. (1753) 

本種は著し く変異lζ富む植物である。既lζ北JII (1959），原（1960;1962）によって東亜産の

種類lζ2型あることが指摘され， LOVEand LOVE (1960）も北米産 Triglochinspp.の変異が多

様である乙 とを報告している。原Kよれば，北日本産シパナは，外部形態的lζは欧州ilζ普通に

見られるシパナと区別し難く，すなわち花茎は通常葉身よ り長く 伸び，明果は広卵形，長さ 2～

3.5mm，幅2～3.5mmで鳴は短かい。 しかし染色体は前者の 2n=48と異なり， 211=120であ

る。原は北日本型lと一応7 ／レ ミノシパナなる和名を与えた。 一方北川は東亜産 T.mm・itimum

を T.maritimumと T.asiaticam KITAG. (:T. maritimwn ssp. asiaticum KITAG.) ＝と に分ち，

前者lζオオシパナの和名を提唱し，従来のシパナを T.asiaticum. KITAG. 1C残した。記載上か

ら判断するに，我々のシパナは，花茎が葉身を超え，果が細長ならざる点， T.asiaticum KITAG. 

ではない。欧洲においては本種は，塩湿地植生の下～上に生ずる。わが固においては主lζ下部

［ζ生 じ，殊に太平洋側においては広大な純群落を形成する。時に， ドロイ associes中Kも生じ

活力度は低下せず，低塩含量地では，ホソパノシパナと混在するととしばしばである。土壌

salinity k対する抵抗、性強く，また生育の領域も広い。 チシマドジョウ ツナギに比し，泥土を

好み， かつ水分飽和の多い所lζ生ずる。野付崎のように放牧が行なわれている所では，本種の葉

は放牧家畜のよく喫食するとこ ろとな り，そのため若葉はほとんど失われている ζともある。

産地 渡島国：松前。後志国：岩内。北見国：枝幸紋別， 佐呂間湖（栄i甫）。胆振国 ・礼文

華，輪西o 郵II路国：厚岸， イクラ ウシ。根室国 ：根室，温根沼，風蓮湖，野付崎。
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総 括 GeneralConclusion 

塩湿地植物群落は，重要な海岸景観の一つである。本群落は景観上から見ると単層的であ

り，従って群落学的lとも単純である。しかし群落のもつ dynamiccharacterは，群落の消長と

外部条件との相関性，群落更行研究にはすぐれた研究対象である。植物群落学上から追究する

と，欧州で殊によく研究されている。わが固にも塩湿地はかなり存在していたらしいが，国土

の開発と共l乙姿を消し，現在ではその代表的植生は北海道東部に残っているに過ぎない。一方

わが国の塩湿地植物群落の群落学的研究は微々たるもので，わずかに北海道厚岸湖における吉

井（1919），舘脇 ・山中（1939），辻井（1954,1956），オホーツク海側及び野付l崎における伊藤（1959,

1961, 1962），本州東北地方の塩湿地及び廃塩田における田中（1941,1942），北九州塩湿地にお

ける畑中 （1959,1960）及び下川（1961）が見られるに過き、ず， しかもそて多くは断片的である。

筆者は， 1955年以来，北海道東部塩留地植物群落の植物群落学的研究［ζ従事して来たが，乙れら

塩湿地植物群落は，アッケシソウの北海道における重要な自然分布区域にほとんど一致する。

すなわち，オホ 戸ツク海側の小向沼，佐呂間湖，能取湖，野付海峡側の野付崎，風蓮湖及び温

根沼である。既述の白ように，北海道東部塩配地は，現在でもよく原始型群落を保持し，換言す

ればわが国として貴重な塩湿地植物群落研究地である。

植物群落構造の解析に際しては，主tζ帯状区を，そして時［ζは方形区を用いた。帯状区に

は2種類がある。 1つは調査地植生の群落構成を知るために，全植生にわたって設定した帯状

区（全植生帯状区）であり， 1つは単位群落を代表する帯状区 （単位群落帯状区）である。方形区

は通常 lm＇を用いたが，稀 lζ地況に応じて大きさを変更した。

君平落単位としては，ある面積の広がりをもった帯状区により，群落の連続的実在群落像で

裏付け，具休的単位（concr巴teunit）としての socies（動基群集）を基本単位とし，優占種で群落

名を決定した。 sociesが，日住 1積の完全優占により，あるいはほとんど 1種の完全優占に近い

場合には isocion（動純集）を用いた。 ζ れに対し，部分的にはある種の優占種を有する小群落

があるが， ζの小群落については society（集落）を用いた。乙れら socies,isocion, societyの上

級単位としておsocies（動群集）を用いた。したがって筆者の群落単位における植物群落分類は

種の連続的占有面積を考慮に入れず，一定の基準で定められた，標徴種や識別種の存在によっ

て規定された抽象的単位（abstractunit）である associ巴Sを出発点とする方法とは必ずしも一致

しない。乙乙lζ本研究における群落分布と，重要な塩湿地縮物の種類分布を概括する。

A.群落分布 Distributionof Commqnity 

群落分布の上から見ると，北海道東部塩湿地において，オホ ーツク海側と野付海峡 太平

洋側とでは差がある。すなわち

1) オホーツク海側では，すべての調査地で共通lζアッケシソウ isociesが先駆群落（pione巴r
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community）であるが，野付海峡一太平洋側ではシパナ isocionが先駆群落である。またアッケ

シソウは野付海峡一太平洋側でも小群落形成（先駆群落としてではなく ）を見るが，シパナはオ

ホーツク海側では舘脇lζよれば，藻琴沼附近lと小集落を見る外は，佐目間栄浦の小規模な塩湿地

にウミミドリ群落中lζ少量混生しているのみである（三角， 1954未発表）。アッケシソウ isocion

とシパナ isocionの先駆群落としての分布上の差は，両地域を比べる際最も大きい差である。

2) ウミミドリ isocion，チシマドジョウツナギ isocionは一般にオホ F ツク海側で優勢で

あるが， ヒメウシオスグ sociesは野付海峡一太平洋側に優勢である。ウミミド リisocion及び

チシマドジョウツナギ isocionは砂質土壌に発達し，ヒメウシオスグ isocionは湿潤な泥炭地土

壌と関連性がある。

3) ドロイ sociesは両地域を通じ，塩湿地の上部に生ずる。一般には狭い帯状を形成して

おり，大面積lと広がらない。例外的に能取湖卯原内湿地にかなり広面積Kわたって発達を見る

が乙れは馬の放牧による影響を受けた半自然植生と考えられる。

B. 種類分布 Distributionof Species 

次lζ塩湿地群落を構成する主要な種類を分布の上から見ると，本研究を通じて共通に分布

している種類としては，アマモ，アッケシソウ，シパナ，ウシオツメクサ，チシマドジョウツ

ナギ，ウミミドリ，エゾツJレキンパイ， ヒメウ シオスグ， ドロイがある。なお，本研究地を通

じ，オホーツク海沿岸lζ分布を限定する塩湿地植物は見られなかったが，野付海峡 太平洋側

に分布を限定する塩湿地植物としては，エゾハコペとハマシオンがある。乙のよう K，北海道

東部塩湿地植物群落は，オホーック海側と野付海峡一太平洋側の両地域は，植物群落分布の上

から差があると共K，植物群落構成要素分布上からも若干の差がある。

c.土接含塩量 SoilSalinity 

塩湿地植物群落の主要構成種について，分布域の根系附近の土壌含塩量を測定し，その結

果をまとめると以下のようになる。

アッケシソウ； 1.5～81.9免仏シパナ， 30.5～57.4免仏ウシオツメクサ； 1.8～23.6%，，チシマ

ドジョウツナギ； 0.8～23.6忽，ウミミドリ； 0.5～25免ム エゾツJレキンパイ； 0.7～5.4%,,, ドロ

イ； 0.4～12.1銘，オソパノハマアカザ； 4.9～12.1係。

乙れによると，最も土壌合塩量の高い立地まで生育している種類はアッケシソウとシパナ

であり，ついでウミミドリ，チシマドジョウツナギ，ウシオツメクサ， ドロイ，オソノイノハマ

アカザ， エゾツノレキンノイイのJI買となる。

D. 群落更行 Succession

北海道東部塩湿地lζ見られる植物群落更行過程は第 22図lζ示した通り である。第 22図よ
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り知られるごとく，塩湿地植物群落において，海水域のアマモ associesより，陸上域の先駆群

落lζ至る更行過程は 2方向ある。

1つはアマモ associes一一今アッケシソウ associes, 1つはアマモ associes－→シパナ asso-

ciesである。これらは各々前述のように，オホーツク海側と野付海峡一太平洋側両地域特有な

更行過程である。しかしアッケシソウ associesとシパナ associesから次々進展する植物群落更

行過程は，両地域を通じ，ほとんど同じである。すなわち塩湿地植物群落が沼沢群落と接し，

土壌が低下または湿潤化のときは，上記の各 associesそれぞれ直接または間接／［ ヨシ associes

k至る。ヨシは通例淡水湿地lζ生育するが，塩湿地lζも生育し， CHAPMANは特に塩湿地群落の

中lζ塩生ヨシ associes,Halo-1フhrag1nitetun1としてその存在を認めている。乙の場合彼のいう

Halo-Prag1川・tetumは， hydroser巴と halinesereとの接点K位置している群落と考えられる。

一方組湿地植物群落が海岸砂浜植物群落と接し，土壊が隆起，乾燥するときには両 associes

ともチシマドジョウツナギ associes，あるいはヒメウシオスグ associesを経て，または例外的

lζアッケシソウ associesから直接にドロイ associ巴sIC::更行し，ヤマアワ associesやウシノケグ

サーナガハグサ類 associesまたはハマナス associesIζ至る。 xeroser巴と halinesereとの接

触地点は乙のような群落で代表される。

E. 欧洲との比較

Comparison of Japanese Salt Marsh Communities with European Ones 

既lζ述べたよう K，群落学的lζ欧州1の塩湿地植物群落が最もよく研究されているので，欧

洲塩湿地植物群落とわが塩湿地植物群落との比較を試みた。比較には CHAPMANの principle

associes （基本動群集）を基準として対比した。ただし CHAPMANの9つの基本動群集には，本

研究で取り扱ったような純粋の意味での塩湿地植物群落に属さないものを含んでいる。すなわ

ち（5)Festuca principal associes, (6) General Salt Marsh, (7）日ilimioneconsocies, (9) Sci,pus-

Phragmites-T：＞少haprincipal associesであり，乙れらは塩湿地植物群落に続く，海浜草原群落

または沼沢群落の一部と考えられる。また（4)Spartima tounsendii principal associesは該種

がわが固には分布しないので除外した。 したがって北海道東部損湿地植物群落での principal

associesは対応するのは，（1)Zostera principal associes, (2) Salicornia-A.rthrocnemon principal 

associes, (3) Puccinellia principal associes及び（4)Juncus principal associesである。

以下 CHAPMANの principalassociesを通じて欧洲の塩湿地植物群落と比較すると次のよ

うになる。

1) CHAPMANの（1)Zostera principal associesは概ね浸水部にある。わが塩湿地では，

アマモ associesで代表され，欧洲と共通である。

2) Zostera principal associes k次ぎ，腐泥に富む土壌で裸地上または塩湿地の下部l乙生

ずる CHAPMANの principalassociesは（2)Salicornia 



。。

ある。欧NH塩湿地ではいくつかの associesが含まれているが，わが塩湿地はアッケシソウ asso-

ciesとシパナ associesで代表される。アッケシソウやシパナは北欧ではむしろ塩j毘地の中～上

部lζ生ずるといわれているが，わが塩湿地で－はいずれも塩湿地の下部において顕著に群落を形

成する。 ζの点から筆者は北海道東部塩湿地のアッケシソウ associesもシパナ associesも共に

地位的lζ等しく本 principleassocies iζ帰入すべきであると考える。

3) CHAPMANの（3)Puccinellia principal associesは，基底が比較的砂質土である部分，

あるいは比較的低湿地lζ発達する。わが塩湿地ではアッケシソウーウシオツメクサ associes,

チシマドジョウツナギ associes，ウミミドリ associesで代表される。 ただしアッケシソウーウ

シオツメクサ associesはアッケシソウ associesとチシマドジョウツナギ associ自の中聞に出現

する。そ してウミミドリ associesは，む しろやや乾燥した砂地に多い。 乙のうちチシマドジョ

ウツナギ associeふは，極東特有の群落である。

4) ヒメウシオスグ associesほ欧洲では広く北方圏［ζ生じ， CHAPMANは北極地方の塩

視地植物群落特有のものとし，かつ北極地方の塩湿地の sereclimax群落を考え，（8)Juncus 

principal associes中lζ位置せしめた。しかし，乙乙 lζ将来［ζ残されている一問題がある。

5) 前記のヒメウシオスグ associesを除くと，（8)Jimcus principal associesでは， Juneus 

associesが問題となる。欧洲では JuncusGerardiiが代表穫とな り，梅湿地植物群落の sere

chi max群落と考えられている。わが塩湿地では，ドロイ，チシマドジョツナギ associes，ウミ

ミドリ associesk接して存在し，通常帯状［ζ群落で構成されるが広面積lと至らない。面積の大

きな能取締j卯原内塩混地の本 associ巴Sは，放牧［ζよる影響が大きい ζとが考えられるので，北

Table 47. Habitat and salt marsh 
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海道東部塩湿地IC生ずる本 associesを， CHAPMANのい う sereclimaxあるいは subclimax群

落と考えるのは，目下のと乙ろ疑問である。

最後l乙，北海道東部塩湿地植物群落の分類体系を TUXENの分類系 （1955）を基本とし，こ

れら植物群落と立地関係とを， G!LLNER(1960）の海浜植物訴落地位区分をも取り入れて表示す

ると以下のようになる。

I. Klasse: Seegras-Wiesen Zosteretea mari11ae 

I. Ordnung : Zosteretalia marinae 

1. Ver band : Zosterion marinae 

i. Assoziation : Seegras-Wies巴 Zosteretummarinae 

A. Associ巴5・ Zosteramari11a 

a. Isocion . Zostera mαrinα 

II. Kiss巴； Queller-GesellschaftenThero-Salicornietea 

II. Ordnung : Thero-Salicornietalia 

1. Verband : Thero-SalicomかI

i. Assoziation : Queller-Gesellschaft Salicornietum euroρaea 

A. Associes : Saliconzia europaea 

a. Isocion： 品 licorni，αeuropaeα

ii. Assoziation : Stranddreizack-Gesellschaft Triglochinetum maritimi 

B. Associ邑s: Triglochin maritimum 

b. Isocion : Triglochin mαritirnurn 

III. Klasse Salz-vViesen Juncetea maritillli 

III. Ordnung: Juncetalia mm・it£mi

community in E. Hokkaido (cf. GILLNER, 1960) 

Associes 

Zostera mar川。

Salicor111・aeuropaea 

Triglochin川 ariti11111111r /; ;. ，ゅSperptla 1γa marina var. ast・atica

Glaux川町・iti111avar. obtusゲ＇olia

Puccinellia kurilensis 

j臼 F口 SI仰 G伽 m

l111, 

Socies or Isocion 

Zostera marina 

Sαlicorni，αeuropaea 

Tγi lochin 111a riti111山 孔

Safi・corniaew opaea-
Sperg11la1γa marina var.。siatica

Gla111：川 ariti111avar. obt11s1folia r ;, Wa k た
Puccinellia kurilensis-

Glaux川 ariti111avar obtus柿lia

Aster Tn》oli11111-P11ccinellia/wrilensis 
{CαJ官X SI 

A..ずterTripoli11111-Carex sub宅少，athaceaj品J化… europae，山 IC叩前川

Juncus gracilli11111 ) s 

lム/llCI
Potσntill，ιEgedei var. grandis 
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L Verband : Andel-Rasen Puccinellion maritimi 

i. Assoziation : Asiatische Salzmiere-Rasen Salicornieto-Spergularietum 

marinae var. asiattcae 

A. Associes : Salicornia euroρasea-Spergularia marina var目 asiatica

a. Socies : Salicornia europaeα・Spergulariamαrinαvar. asiaticα 

ii. Assoziation : Salzmilchkraut-Wies巴 Glaucetummaritimae var. obtusザoliae

B. Associes : Glaux maritima var. obtus1folia 

b. Isocion : Glαux mαritimαvar. obtusifoliα 

iii. Assoziation: Kurilischer Andel-Wie3e Puccinellietum kurilensis 

c. Associes : Puccinellia kurilensis 

c. Isocion : Puccinelliαkurilensis 

d. Socies : Puccinelliαkurilensis-Glaux mαritirnαvar. obtusifoliα 

e. Socies : Aster Tripoliurn-Puccinelliαkurilensis 

2. Verband: Strandnelk巴n爪TiesenArmerion maritimae 

iv. Assoziation : Segg巴nGesellschaft Caricetum subsραthaceae 

D. Associes : Carex subsρathacea 

f. Isocion : Ciαrex subspαthαceα 

g. Socies: Aster Tripoliurn-Ciαrex sub四pathαceα

v. Assoziation: Salzbinsen-Wiese Juncetum gracillimi 

E. Associes : Juncus gract・llimus

h. Socies : Salicornia europαeα・Juncusgrαcillirnus 

i. Socies: Juncus grαcill]mus 

j. Socies : Juncus gracillimus・J.Haenkei-Potentilla Eoedei var. 

grandis 
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Resume 

Up to the present time, salt marsh vegetation in Northern Japan, especially in the 

eastern part of Hokkaido has been maintained its natural features and sometimes its primeval 

aspect. But it has been studied only locally and fragementarily; there has not yet been 

published any thorough study from the phytosociological point of view. 

Salz・croniaeuropaea, a representative element of the salt marsh plants in Eastern Hokkai-

do, was found by K. SUGIYAMA in 1891 and K. MIYABE in 1894 at Akkeshi. The first 

general ecological survey was carri巴dout by Y. YOSHI! in 1919 at Akkeshi, especially on 

the oyster-reef islets. M. TATEWAKI and T. YAMANAKA in 1939 and also T. TSUJI! in 1956 

made ecological researches on the same islets. In 1954 T. TSUJ!I reported on the syn-

ecological survey on the Salicronia euroρaea community around Lake Akkeshi. Along the 

shore of the Ochotsk side and Notsuke sand spits, in 1959～1962 the writer reported the 

results of his ecological survey. 

Besides them, A. MIYAWAKI and T. OBA (1962), M. TANAKA (1941, 1942), K. HATANAKA 

(1956～1960) and T. SHIMOKAWA (1961) reported fragmentarily on the salt marsh vegetation 

in Hokkaido, N. Honshu and N. Kyushu respectively. As already mentioned, there are 

V巴ryfavorable places to make ecological r巴searchin E. Hokkaido. For the past 6 years, 

the writer had carried out field works on the vegetation of the salt marshes in N. Japan 

under the kind direction of Prof. Dr. M. TATEWAKI. 

The methods used in the work describ巴d in the present paper on the vegetation 

analysis are a combination of the belt-trans巴ctand quadrat syst巴m. The units of classification 

of plaμt communites used in th巴 presentpaper are socies, isocion and associes. Sometimes 

a small patch of a community with a d巴五nitedominat is called a society (not in sense of 

CLEMENTS). 

The exp巴rimentalplaces are located as follows; 

1. Lake Komuketδ，Prov. Kitami (Fig. 8) 

2. Lake Saroma, Prov. Kitami (Fig. 10) 

i. Teinei 

ii. K巴rochi

3. Lake Notoro, Prov. Kitami (Fig. 14) 

i. Ubaranai 

ii. Notoro 

4. Notsuke sand spits, Prov. Nemuro (Fig. 16) 

5. Lake Furen, Prov. Nemuro (Fig. 18) 

6. Lake Onnetδ，Prov. Nemuro (Fig. 20) 
The socies, isocion and associes recognized by the writer in this study are as follows : 

Zostera marina associes ; Zostera ・marinαisocion 

Salicornia europaea associes ; Salicro11ia euroρaea isocion 

Triglochin ・maritimum associes ; Triglochin maritimum isocion 

Sαlicornia enroρaea-Spergularia marina var. asiatica associes ; S，αlicornia eunjうaea-

Spergularia mari11a var.。siaticasocies 

Glaux maritima var. obtusずoliaassocies ; Glaux maritima var. outus1folia isocion 
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Puccinellia kurilensis associes ; Puccinellia kurilensis isocion, Puccinellia kurilensis-

Glaux maritima ~var. obtusifolia socies, and Aster Tr争oli1仰ー九ccinelliakurilensis 

socies 

Carex subspathacea associes; Carex subsjうathaceaisocion, Aster Tripolium-carex 

subsραthacea socies 

Juncus gracillimus associes ; Salicornia europaea-Juncus gracillimus socies, Juncus 

gracillimus socies and Juncus gracillimus・よ Haenkei-PotentillaEgedei var. g，・andis 
soc1es. 

The principal succession of the salt marsh communities in each locality investigated 

is shown in Figs. 9, 13, 15, 17, 19 and 21. The g巴neralschematic succession figure in 

E. Hokkaido is shown in Fig. 22. On the whole, there is a distinct di丘町enc巴ofthe pioneer 

community betwe巴nth巴 Ochotskside and the Notsuke Straits-Pacific Ocean side. Salicornia 

eurojうaeaassoci巴sis developed in the ・ lower-most position of the salt marsh along the 

Ochotsk side, nam巴lyLakes Komuketo, Saroma and Notaro. While Triglochin maritimum 

associes is along the Notsuke Straits-Pacific Oc巴anside, namely Notsuke sand spits, Lakes 

Furen, Onnetδand Akkeshi. There is no di任erencein the salinity between thes巴 two

associeses. In the next zone of the former associeses, Pucci11ellia kurilensis associes 

occurs on the wetter sandy soils and Glaux mariti111a var. obtusifolia associes on' the 

drier condition. If on th巴 W 巴tsoil salinity is low, Carex subspathacea associes appears, 

and it seems to be intruding an associes into the bog vegetation. On the upper part of 

the salt marsh, Jzmcus gracillimus associes forms a narrow belt but rarely develops on 

a large area, when horse grazing acts on it. In Japan, the successional r巴lationof this 

associes to Puccinellia kurilensis associes is complex. 

The soil salinities of the rhizospheres of the characteristic elements are measured on 

the experimental places exc巴pt(5) L. Furen and (6) L. Onnetδ，and the salinity ranges of 

them are as follows （鋭）：

Salico，川 ・aeuropaea ; 1.5～81.9, Triglochin maritimum; 30.5～57.4, Sρergularia marina 

var. asiatica ; 1.8～23.6, Puccinellia kurilensis; 0.8～23.6, Glaux maritima var. obtus,folia ; 

0.5～25.0, Potentilla Egedei var. grandis and Ju11cus gracillimus; 0.4～12.1, Atr砂lex

Gmelini ; 4.9～12.1. 

The salt marsh communities mentioned already ar巴 paralledto the following principal 

associeses of CHAPMAN’s System (1959) ; 

Principal associes (CHAPMAN, 1959) Associes (Ito, 1962) 

1. Zostera-Cynodea-Rtψρia Zostera ・marina 

2. Salicornia 

3. Puccinellia 

4. Spartina Tow11se11dii 

5. General Salt Marsh 

6. Festuca 

7. Halimione consocies 

8. Juncu.s 

9. Scirpus-Phragmites-T）少ha

Salicornia europaea-Spergularia marina var. 

asiatica, Glaux maritima var. obtusifolia, 

Puccinellia kurilensis 

? Cαrex subspathacea, Juncus grαcillimus 
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In Japan, of the categories of CHAPMAN’s System, (5} General Salt. Marsh (6) Festuca 

principal associes and (7) Halimione consocies are generally treat巴d as the sandy beach 

meadow; accordingly they are omitted in the present study in additon to (4) Spartina 

Tv主cmsendiiprincipal associ巴swhich is not found and (7) Sci1アus-Phragmites-Typlra principal 

assoccies which is essentially not considered a true salt marsh community by the writer. 

In the comparison of our .salt marsh community with European one, it is understood that: 

(1) Our Triglochin mariti1nu111 associes develops on the lower-most part of the salt 

marshes and sometimes it proceeds to the Salz・cornia.europaea associes. That associ巴s

should b巴 includ巴dinto the Salicor11ia-Arthroc11emo11 principal associes of CHAPMAN. 

(2) The Puccinellia kurilensis associes is a r巴presentativeassocies in the Far East of 

the Principal associe, 

(3) The Glaux maritima var. obtusifolia associes develops on drier places than the 

Puccinellia kurilensis assoces. That associes should be to be included in the Puccinellia 

principal associes of CHAPMAN. 

(4) It is intereesting that the Carex subsρathacea associes develops on our salt marsh. 

CHAPMAN (1960) thought this associes in the Ju.ncus principal associes, but the writer is 

doubtful about his treatment as far as our Carex su.bspathace.a associes is concerned. 

(5) In the salt marsh studies by th巳 writer,the Juncus gracillimus associes forms a 

narrow. belt on the upper part, but its extensive development is of_tenβ任ect巴dby the horse 

grazing. In these cases the vegetation is semi-natural. , ,. .,:'. 

The classification of the salt marsh community in E;:・Hokkaido is as follows and the 

arrangement. is mriinly based on TUXEN’s system (19!:/5）.、

I. Class : Zosteretea 111.arinae 

I. Order : Zosteretalia 111.ari11ae 

1. Allianc巴： Zosterionmarinae. 

i. Association: Zesteretum 111ari11ae 

A. Associes : Zostera marina 

a. Isocion : Zostera marina 

II. Class : Thero-Salicronie~ea 

II. Ord巴r: Thero-Salicornietalia 

1. Alliance : Thero-Salicornion 

i. Association : Salicornietum eu.roρaea 
A. Associes : Salicornia eu.roρa.ea 

a. Isocion : Salicornia europaea 

ii. Association : Triglochinetum mai-itimi 

B. Associes : Triglochin maritimum 

b. Isocion : Triglochin maritimum 

III. Class : Juncetea maritimi 

III. Order : Juncetalia maritimi 

1. Alliance : Puccinellion kurilensis 

i. Association : Salicoi-11ieto・Spel'gularietummarinae var. asiaticae 

A. Associes : Salicornia europa.ea-Spergualaria marina var. asiαtic a 

a. Socies : Salicornia euro抑制－Spergualriamarina var. asiatica 

ii. Association : Glaucetum ma1-itimae var. obtusifoliae 



B. Associes: Gla11x maritima var. obt11s1folia 

b. Isocion : Glaux maritima var. obtusifolia 

iii. Association : Pucci11ellietum kurilensis 

C. Asscies : Pucc£11ellia kurilensis 

c. Isocion : Puccinellia kurilensis 

d. Socies : Puccinellia kurilensis-Glaux maritima var. obtusifolia 

e. Socies: Aster Tripolium-Puccinellia kurilensis 

2. Alliance : Armerion maritimi 

iv. Association : Caricetum subspathaceae 

D. Associes : Carex subsραthacea 

£. Isocion : Carex subspathacea 

g. Socies: Aster Tripolium-Carex subspathacea 

v. Asociation : Juncetum gracillimi 

E. Associes Juncus gracillimus 

h. Socies : Salicornia europaea-Juncus gracillimus 

i. Socies : Juncus gracillimus 

j. Socies : Juncus gracillimus・J.Haenkei-Potentilla Egedei var. 

grandis. 
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序 Preface

1956年の秋，舘脇は日本の自然林の記録と解析への試みとして，森林植生図譜（I）を公け

にした。それにまとめられたのは，広島地方lζ資料を求め，瀬戸内海から中国山脈にかけての

一断面をとらえたものであった。次いで瀬戸内海より中国山脈lζ向い，第2の断面を姫路地方

にとる乙ととし， 1956年から 1957年にかけて調査を行なった。調査地域は播磨灘lζ面する坂

越の生島から北へ，中国山脈の東端部に至るおよそ 50kmにわたる部分で，その聞に播磨平野

の竜野，幡担高原の岩尾などを含むものである（第 1図）。
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第 1図 調査地概‘図

Fig. 1. Experimental plots 

調査日程 Routesof the present research 

1956年 12月 7 日 姫路坂越生島（辻井・奥富）



1956年 12月8 日

9 日

10日

11日

1957年 10月25日

26日

赤西スギ林（辻井 ・奥富）

赤西スギ林 （辻井 ・奥富）

岩尾モミ林（辻井 ・奥富）

竜野鶏龍山シイノキ林（辻井 ・奥富）

音水スギ林（辻井 ・遠山）

音水ブナ林｛辻井 ・遠山）
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元来，山陽筋は古くから文化が開け， 交通路もよく発達 していた。乙 とに姫路地方は京阪

神lζ近く，その経済圏内にあ り，森林の利用も強く広くく りかえされて来た。その結果，シイ，

カシ類あるいはモミなどの天然林は， 今では社寺の境内か，もしくは特殊な保護地域内に残っ

ているもののみとなっている。乙こにと り上げた調査地の内， 生島はl凌帯林のよく保存された

例として知られ，竜野の鶏龍山は播担平野lζ残された貴重なシイノキ林の例である。モミ ，ス

ギならびにブナ林を求め得た揖保川，千種川lζ沿う道筋は山陽，山陰を結ぶ交通路としてはい

わば裏街道lζ当り，森林は近時tζ至るまで過度の利用を免れていた部分である。

もちろん，今日現存している残存林も，植物群落の立場から考察すると，多くは多少なり‘

とも人為が加わっているけれども，乙の地方の自然林の形を求める有力な一つの手がかりとす

る，ζとが出来るものと考えられる。

』本報では，乙のような条件にある 5箇所の森林lζっき，海岸から山地K向って，アラカシ，

シイノキ林からモミ，スギ林を通り，ブナ林lζ及んだ。

乙の調査については近藤助氏，大阪営林局沢田前計画課長をはじめとし，姫路営林署，山

崎営林署ーなどの方々に御世話lζなった0＇ ζ乙lζ記して深謝する次第である。

I. シイノキ・カシノキ林
Cctstltnopsis cu喧p1iUttα・Que:rcits glαuca. for est 

中部地方以南の平地，丘陵および山腹地帯において注目すべき森林としてはシイノキ林と

カシノキ林とがある。その内，平地，丘陵地のシイノキ林にはタブノキ，クスノキ，ヤマモモ

などが混生し，その林床lζはウラジロ，コシダなどの常緑シダ類の優占する場合が多い。そし

て，海岸地方では，半自然ないし人為的にアカマツ，クロマツ林におきかわりつつある。 乙れ

に対し，山腹地帯にかけて多いカシノキ林はアカガシやウラジロガシを主とし，サカキ，ソヨ

ゴなどを伴い，林床lζはシハイス ミレ， シュンランなどが出て くる ことが多い。

これらのシイノキ，カシノキ林について，海岸沿いの生島，丘陵地の竜野鶏龍山花例を求

めた。

1. 生島 （第 2図） Ikishima (Fig. 2) 

瀬戸内海沿岸はアカマツ林の発達している好例であるが，乙乙にとりあげた姫路，播担地
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方もその例に洩れない。しかし，島唄lζはい

ろいろな保護条件が重なって，時lζ暖帯林が

残されている場合がある。もっとも，天然林

としての形を乱されずに保っている常緑広葉

樹林は非常K少なく，生島はその貴重な例と

する乙とが出来る。乙と lζ山陽地方の森林lと

造詣の深い近藤助氏は，本島の森林を著者等

の研究地として推された。

生島は山陽本線相生と，播州赤穂市との

中間，坂越港にある一小島で，周囲約 1.7km

本陸からは僅かに 0.3kmしかはなれていな

い。やや東西に長く，二つの峯があり，中央

部が浅くくぼんでいる。大i盛和11社の社有地と

して｜暖帯性樹林がよく保存されており，アカ

マツ，クロマツ林lと占められている対岸本土

と全く異なった景観を示している。樹林の大

部分は常緑樹穫で占められ，乙れに対して落

葉ならびに針葉樹種は少ない。また蔓性植物

のよく発達しているのも ζの樹林を一層特徴

第2図生島調 査地

Fig. 2. Ikishima (1/25,000) 

づけている。本島の主な植生を挙げてみると次のどとくである。

第 1表 生島植物概要

Table 1 Florula of Ikishima 

Ever green broad leaved tree Quer ts g／，σuca アラカシ

Actinodaρline laneゲolia カゴノキ Q. myrsinaefolia シラカシ

Camellia japonica. ヤプツノイキ Q. variabt五s アベマキ

Castanopsis cuψidata v. Sieboldii シイノキ Ter11stroe111ia gy川 11a11thera モッコク

Ci1111all/.o川 umjaρ0/1/Cltll/. ヤプニッケイ

Cle)erajaρonicι サカキ Ever green broad leaved shrub 

Daplmiphyllum Teijs111a1111i ヒメユズリハ Ardisia crenata 7 ンりョウ

Dendropanax trifidus カクレミノ A. japonica. ヤブコウジ

Disち•li1tll/. racell/.OS1111/. イスノキ A. Sieboldi モクタチノてナ

E1tryajapo川 ・ca ヒサカキ Chlorantlws glaber センリョウ

Gardenia jas川 inoidesf. grand，グoraクチナシ Citrus tachibana タチバナ

flex integra モチノキ Dam11acantlws i11dic11s ア リドウシ

Ligustrum japonirn11ι ネズミモチ !11aesajaρonica イズセンリョウ

!11achilus T/11111bergii タプノキ Nandina domestica ナンテン

Neolitsea sericea シロダモ Vacciniu川 bracteatum シャシャンボ

Plwti川aglabra カナメモチ

Pittaゆ0/"llllιTobira トベラ (Trachycarpus Fortuneιシュロ）

1 



Deciduous broad leaved tree 

Amelanchier asiatica ザイフリポク

Diospyros Kaki var. sylvestris ヤ7 ガキ

1'1allotus japonicus アカメガシワ

Pr1111us Jamasakura ヤマザクラ

Deciduous broad leaved shrub 

Aralia elata タラノキ

Elaeag1111sρungens ナワシログミ

E. umbellata アキグミ

Ficus erecta イヌピワ

Rhus trichocarpa ヤマウ Jレシ

Needle leaved tree 

Chamaecyρm ・is obtusa ヒノキ

C1yρtomeria japonica スギ

Pinus densifiora アカマツ

P. Tlwnbergii クロ 7 ツ

Podoca,pus 111acropliり’llus イヌマキ

Needle leaved shrub 

Ju,n》eruschinensis イプキ

Pteridophyta 

Blee!.口I/ti/I.Illρρonic11111 シシガシラ

D,yoρteris erythrosora ベニシダ

D. varia イタチシダ

I司ha111erophlebia《leata オニヤプソテツ

乃rrosiaLingua ヒトツパ

Sphenomeris chinensis ホラシノブ

Herbs 

Liliope plaり少hylla ヤプラン。ρhiopogonjaρonicus ジャノヒゲ

Climber 

J.lnodendron affine サカキカヅラ

Elaeag1111s glabra ツルグミ

Ficus 111.ρρonica イタピカヅラ

klilletia jaρonica ナツフジ

Piper Kadzura. 7ウトウカヅラ

Stauntoniαhe:mρhylla ムベ

T叩 chelo司per
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乙れら木本類は単純優占樹種のない天然林を構成する。樹種は非常K多いが，本島の場合

中では数種のカシ類の占める割合がやや太きく，タブノキ，カゴノキ，ヤブニッケイ，イスノキ

などは本数lとおいてはるかに下位lとあった。本樹林については，一般的様相を示すものとして

アラカシlζ代表されるもの 2例主，ぞチヌキlζ代表されるもの 1例をとった。

[1. a) 帯状区（50x5)m2 アラカシーカヨノキー（アラカシ）ーぺニシダ基群叢

方位 SE' 傾斜 10。 高度 20m

本帯状区は島の北峯南東斜面に設定した。樹高 10m以上，平均 15mの樹冠群は，アラカ

シ，カクレミノ，カゴノキ，ヤマハゼ， シイノキ，ヤブツノイキ，エノキ，モチノキ，ヤブニッ

ケイなど多くの樹穣Kよって構成される。 第 2層は樹高 5mから 10m までで，第 1層lとつづ

いてカゴノキ，イヌピワが占め， 5m以下の下位低木層も， これら上層と全く同ーの樹種ーがあ

らわれる。更に林床K七ζ れらの稚苗が多くみられ，その草本との比はほとんど 4対 1の割合

K達している。木本稚簡の中ではジュィヌ~－ノキ，ヤブツバキ，アラカシ，センリョウなどが多

く，草本層ではシダ類，乙とにペニジダが象徴的である。なお，テイカカヅラ，ナッヅタ，ム

ペなど，蔓植物の占める割合も大きい。

本帯状区の林木配置図と樹冠投影概略図告を示せば第 2図， 樹高と胸高直径階別本数，下

位低木層木本の分布を表示すれば第2～4表，林床植物を表示すれば第5表となる。

持樹冠投影図は林床IC蔓植物の多かったため，概略図を示すの止むなきに至った。
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(1. a］機状区アラカシ カゴノキ（アラカシ）ーベニシダ基群叢

(1. a] belt-transect in Quercus gl，α11ca-Acti11od，α世l111ela.ncifolia 

(Q. glaucぬ－Dryopterise,ythrosora soc. 

第 3図

Fig. 3. 

第 2表 [1. a］帯状区樹高階別本数表

Number of trees in each height grade in [1. a] belt-transect Table 2. 

高（m) 8 9 11 12 13 14 15 17 19 20 21 22 
l l l l l l l l l l l l 
9 10 12 13 14 15 16 18 20 21 22 23 
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第 3表 [1. a］機状区胸高直径階別本数表

Table 3. Number of trees in each diameter grade in (1. a] belt-transect 
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第 4表 [l. a］待状区下位低木屑木本分布表

Table 4. Distribution of lower tree layer in [l. a] b巴lt-transect
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~5 表 [1. a］御状区林床植物一覧表 日勺.c' 
Table 5. Plants of underlayer in [l. a] belt-transect 
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帯状区（40×5)m2シイノキ・アラカシーイヌピワーぺニシダ基群叢[1. b] 

高度 30.m傾斜 oo方位 N60°W

[I. a］帯状区と同じく北峯の西向き斜面（方位 N30°E，傾斜角 20°）κ，斜面に直角Iζ設定

アラカシに次いでシイノキ大径木がやや多くみられる他， カゴノキ，乙の斜面の林は，した。

ハマピワなどからなる一団の林である。林冠群サカキ，ヤブツバキ，モチノキ，カクレミノ，

下位低木層lζはイヌピワが

圧倒的K多いが，その他，林冠群樹種がそれぞれいすれも出て来ている。部分的にタケ類がや

やまとまった領域を占めている。林床は，木本稚苗とシダ類lと占められ，木本では v'ュズネノ

[l. a］帯状区の例に増して非常lζ困難である。の層位的な区分は，

シダではぺニシダがもっとも優勢である。木本稚苗とシヤブツノfキなど，

ダの比率はおよそ 4:1となっている。

モクタチノイナ，キ，
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本帯状区の林木配置図と樹冠投影概略図を示せぜ策4閣，樹高と胸高直径階別本数，下位

低木屑の分布を示せば第G～8表，林床植物を示せ！ば第9表となる。

／了、 ／ーフべ './/' 、 乙？＼

~：：；－~－，：、，） ;' Jfj~一怖~il~－
け実／《

第 4図

Fig. 4. [La] belt-transect in Castanoρsis c11ψidata•Q11ercus 

gla11ca-Fic11s erecta D1)10ρteris e1)•throsora soc 

第 6表 [Lb）稽状区樹高階別本数表

Table 6. Number of trees in each height grade in [Lb] belt-transect 

Height 樹

Species 樹種

高（m) G
口
、
《
勾
t

7 9 11 15 16 17 18 19 
! ! ! ! ! ! ! ! 
8 10 12 16 17 18 19 20 

Total 
計

Q11ercus gla11ca (Q) アラカシ

Actinodaρl111e lanc1folia (A) カゴノキ

1 1 1 η
o
nJU
唱

i

n
d

唱

A

n
J
噌

i

y

i

1 1 

!lex integra (I) モチノキ

Castanopsis c11sJJidata var. Sieboldii (S) 
シイノキ

1 1 

1 

1 

Cleyera jaρonica (Cl) サカキ

Dendroρanax.trifidus (D) カタレミノ

Camellia japonica (C) ヤプツバキ

Litsea japonica (L) ハマピワ

1 

1 1 1 

1 

1 

Total 計 3 3 2 1 1 2 1 1 1 15 

第 7表 [1. b］帯状区）！句高直径階別本数表

Table 7. Number of trees in each diameter grade in [Lb] belt-transect 

Breast-height diameter 胸高直径（cm) 8 10 14 16 20 22 42 60 64 74 88 T I 
! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ota 

Sp巴cies 樹 種 10 12 16 18 22 24 44 62 .66 76 90 計

Castαnopsis rnspidata var. Sieboldii 1 1 1 3 
シイノキ

Actinodaphne laneグolia カゴノキ 1 1 2 

Ileエintegra モ守 Jキ 1 1 

Quercus gla11ca アラカシ 1 1 1 3 
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第 8表 [1. b］帯状区下位低木屑木本分布表

Distribution of the lower tree layer in [1. b] b巴It-transectTable 8. 
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第 9表 [1. b］帯状区林床植物一覧表

Table 9. Plants of underlayer in [1. b] belt-transect 
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fミ

Tracheloψenn.um asiatic，山
Sta1111to11ia he:i:aρhylla ム

帯状区 （42×5)m2モチノキー（アラカシ）ーぺニシダ班群叢[1. c] 

高度30m傾斜 30°方位 w

優勢なモチノキ集団が 6mから 17mの高さにわたって林冠を占める小林分K設定した。

およそモチノキが単独で乙のような形をとる例は多くはないであろう。詳細にみれば，林冠層

乙れにつづいてやや低いが多数の数本のやや大きいモチノキから成る層と，は単一ではなく，

エノキより成る層lζ分けられる。アラカ、ン，モチノキおよびサカキ，

下位低木層Kはアラカシがもっとも多い。林床もアラカシおよびセンリョウなどの稚苗が

ノ

" ,...--------/. .. ＞、己ー＿Lこ二4丘」ー斗三ー

ィ~紅誼主主；三~J
、ノヘメひど ／＼ γ 小一 ;i 『ケミ〔 sz 

優勢である。草本シダ類の：被度は小

さいが，木本と草本との比率はほぼ

前 2例よりやや革本の割合

乙の調査例で特徴なお，が大きい。

3:1で，

乙と lζテイカカ的なのは，蔓植物，

ヅラの多いことで，被度の点ではも

っとも優勢なーっとなっているのが

注目される。

本帯状区の林木配置と樹冠投影

概略図を示せば第5図，樹高と胸高

第 5図

[l. c] belt-transect in forest of !lex integra 

Quercus glauca (Quercu.s glauca)-D，コ10ρteris
erythrosora fragm. soc. 

Fig. 5. 

および下位低木層木

林床植物を表示すれば第 13表とな

本の分布を表示すれば第 10～12表，

直径階別本数，

る。
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第 10表 [1. c］手段状区樹高階別本数表

Table 10. Number of trees in each height grade in [i. c] belt-transect 

Height 樹 高（m) 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 1「一Tot1 
l l ・ l l l l l l a 

Species I尉 種 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 計

]lex川tegra モチノキ 1 1 1 3 4 1 3 5 1 1 1 22 

Clの，erajaponica {Cli サカキ 1 1 

Celtis sinensis var. japonica (C) エノキ 1 1 

Que，τus・ glauca (Q) アラカシ 1 1 

Totat 計 1 1 1 3 4 2 4 1 5 1 1 1 25 

第11表 [1. c］帯状区胸高直径階別本数表

Table 11. Number of trees in each diameter grade in [l. c] belt-transect 
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Total 計 1 2 2 5 4 1 1 1 1 2 1 1 2 1 25 

第12表 [l. c) 1帯状区下位低木層木本分布表

Table 12. Distribution of the lower tree layer in [l. c] belt-transect 
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第13表 [1. c］帯状区林床植物一覧表

Table 13. Plants of the underlayer in [1. c] belt-transect 
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Keirozan, Tatsuno (Fig. 6) 竜野鶏籍山 （第6図）2. 

こ乙は播l密平野のカシノキ林の第 2例は竜野の鶏箆山にとった。平地におけるシイノキ，

中央部にあって海岸からの距離は約 15km，揖保川lζ面し，高距は約 210m，周囲約 2kmの卵

乙の鶏寵山国有林については 1937年（昭和 12年）大阪営林局からかなり詳細形の小丘である。

造林地を除けば現状もこれに記された形からほとんど変っlζわたる植物調査書役が出ており，

ていないようである。西側はアカマツ林，南寄り一帯はノ グJレミ やアペマキなどを主とする落

カナメモチなどを主とする常緑クロノイイ，アラカ、ン，そして東斜面はシイノキ，葉広葉樹林，

アズキナセンダン，コナ ラ，コパモミジ，ヤマ ガキ，タマミズキ，クヌギ，ケヤキ，樹林で，

この林床lζはチャセンシダ，クマノミズキを混生している。カラスザンショウ，シ，アカシグ，

サイコクぺニシダ，

寺子

7 ）レパペニシダ，ペニシダ，ヒト ツノペ

鶏館山植物調査書（大阪営林局）（1937)

コパノ ヒキ シダ，ヌリトラノオ，
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イワヒメワラビ，フモ卜シダ，ヒメカナワラビなどのシダ類が多い他，シュンラン，アオスグ，

ササクサ，フウラン，ツワブキなどがあ り，蔓茎類としてフウトウカヅラ，チョウジカヅラが

ある。もちろん常緑広葉樹林の特徴として木本の稚苗も多い。先きに掲げた調査書によると，

木本は 48科 159種，その内常緑樹 58種，落葉樹 101種，草本は 54科 234種となっており，主

な林冠群木本の内訳は常緑樹 21種，落葉樹 27種となっている。

乙の山では，東斜面常緑広葉樹林の中央部lζ調査帯状区を設定した。

[2. a) 帯状区（32×5)m2 シイノキーアラカシベニシダ基群叢

方位 E 傾斜 30。 高度 80m

本帯状区は乾性斜面lζ発達したシイノキ林lζ設定した。第 2層以下には主としてアラカシ

ヤブツバキ，シデ類が多い。

第 1層のシイノキ（樹高 13～15m）と，第 2層（樹高 5～lOm）との聞はやや階層的空間があ

り， 5m以下の低木はほとんどない。林床は貧弱で，イタチシダ， ヒトツパの他，ぺニシダな

ど若干のシダ類と草本類などを散生する。

第6図竜野調査地

Fig. 6. Tatsuno (1/25,000) 

本帯状区の林木配置と樹冠投影を示せば

第 7図，樹高と胸高直径階別本数を表示すれ

ば第 14,15表，林床槌物を表示すれば第 16表

となる。

第7図 ［2.a］ 帯 状 区 シ イ ノ キー

（アラカシ）ーベニシダ基群叢

Fig. 7. [2. a] belt-transect in Castanopsis 
Cl/ゆidataー（Quercusgla.uca)-Dryop-
tens erythrosora. soc. 
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第15表 (2. a］帯状区樹高階別本 数 表

Number of trees in each height grade in (2. a] belt-transect Table 15. 
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第16表 [2.a］徽状区胸高直径階別本数表

Number of trees in each diameter grad巴 in(2. al belt-transect Table 16. 

n
u
l
l
q
L
 

c
u
l
t
に
U

A
U
f
－
q
b
 

a
4
l
t
a4
 

Breast-height diameter 
J胸高直径（cm)

Total 
計

p
o
i
j
nnu 

Q
U
1
1
q
u
 

4
！
6
 

3
i
3
 

0
1
2
 

9
d
l
i
qo
 

6
1
8
 

つ白

、
4

つ“

n
u
－－
－っ
μ

唱

i

i
4
可

i

8
1
m
 

氏
U

、《0
0

A
t
B《

ro種

Castanoρsis cusρidata. v. Sieboldii 
Q1山口tsglauca. アラカシ

Camellia. japonica. ヤプツバキ

Ca.rpinus laxifolia. アカシデ

Evodioρanax i11nova11s タカノツメ

Lyonia. ovalijolia var. ellψti ca ネジキ

9

7

3

3

1

1

 

1 1 1 1 2 1 

の
／“

内
J
U

市

i

1 t

i

qru

唱

i

n

4

1

i

3 

シイノキ

樹Species 

1 

24 1 1 1 1 2 1 5 1 7 4 計Total 



118 

第 17表 (2目 a］帯状区下位低木屑木本 分 布表

Table 17. Distribution of lower tree layer in (2. a] belt transect 
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第 18表 (2. a］機状区林床植物一覧表

Table 18. Plants of the underlayer in (2. a] belt-transect 
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調査｜時には相
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尾（第 8図）

Jwao (Fig. 8) 

千種の河内［ζ，

岩

崎町の西北方，

3. 

岩尾のモミ 林は相生市の真北に当り，？毎

岩尾調査地

I wao (1/50,000) 

第8図

Fig. 8. 

千種川の源流に近い

河内部落にある。高距約 600m，三室山（1,358

岸を去ること約 40km,
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m), 江浪峠（1,098m), 日名倉山（1,047m）など中国山地諸峯の山懐に位置する。調査した群落

はゆるやかな起，伏のある西斜面にあり，斜面の最大傾斜は約20。，平均 70～100，地表lζはしば

しば岩石が露出している。こ乙では以下に示す二つの帯状区を設定した。

[3. a) 帯状区（50×5)m2モミーアセビ基群叢

方位 N 傾斜 20° 高度 500m

乙の林分は中～大径木のモミと，乙れに混ずる少数のクリ，アカシデ，ハクウンボク，ア

サガラから成っている。 主体をなすモミは樹高20m以上，胸高直径80cm以上の 1層を形成

し，中径木は樹高7～15m，胸高直径 10～30cmで，第 2層を形成する。その他の先きに述べ

た各混生要素はどく少数で，いずれもモミの中径木と共lζ2層lζ含められる。 3層は，乙の群

落lζ一つの大きな特徴を与えるもので，厚く，密なシキミによって占められるものである。

林床はきわめて貧弱で，コガクウツギ，アセビの他，岩上lζフウトウカブラが疎生するに

すぎない。

本帯状区の林木配置と樹冠投影を示せば第 9図，樹高と胸高直径階別本数および下位低木

層木本の分布を表示すれば第 21～23表，林床植物を表示すれば第 24表となる。

第 9図 (3. a］帯状区モミアセビ基群叢

Fig. 9. [3. a] belt-transect in ,;lbies Ji，川 a-Pierisjaρonica soc. 
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第20表 [3. a］帯状区樹高階別本 数表

Number of trees in each height grade in [3. a] belt-transect Table 20. 
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第 21表 [3. a］帯状区胸高直径階別本数表

Number of trees in each diameter grade in [3. a] belt-transect Table 21. 
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第 22表 [3. a］待状区下位低木層木本分布表

Distribution of lower tree layer in (3. a] belt-transect (higher than 3 meter high) Table 22. 
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第23表 l3. a］帯状区下位低木屑木本被度表

Coverage of lower tree layer in (3. a] belt-transect {lower than 3 meter high) Table 23. 
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第24表 [3. aj機状区林床植物一覧表

Table 24. Plants of the underlayer in [3. a] belt-transect 
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[3. b] 帯状区（50×5)m2 モミーアセビ基群叢

方位 N 傾斜 100～20。 高度 500m
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岩尾モミ林の第 2例は，やや傾斜のついた部分にとった。モミの 1層は樹高 15m，胸高直

径30cm以上， 2層はそれ以下の中， 小径木より成る。 コナラ， アカシグ， ソヨゴ， イタヤ

カエデなどは 2層以下にあらわれるが，本数はいずれも非常K少ない。 3層 （下位低木層）は，

圧倒的lζ優勢なアセ ビおよびシキミに占められる。林床はほとんど無植被に近い。

本帯状区の林木配置と樹冠投影概略図を示せば第 10図，樹高と胸高直径階別本数および下

位低木層木本の分布を表示すれば第 24～26表，林床植物を表示すれば第27表となる。

第四図 [3. b］帯 状 区モミーアセ ビ基群議

Fig. 10. [3. b] belt-transect in Abies fir111a.-Pieris ja.ponica. soc. 
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第 25表 [3. b］帯状区樹高階別本数表

Number of trees in each height grade in [3. b] belt-transect Table 25. 
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第 26表 [3. b］帯状区胸高直径階別本数表

Number of trees in each diameter grade in [3. b] belt-transect Table 26. 
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第27表 [3. b］帯状区下位低木屑木本分布表

Distribution of lower tree layer in [3. b] belt-transect (higher than 3 meter) 
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第28表 [3. b］帯状区下位低木屑木本被度表

Coverages of lower low tree layer in [3. b] belt-transect (lower than 3 meter) Table 28. 
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第29表 [3. b] 1/W状区林床植物一覧表

Table 29. Plants of the underlayer in [3. b] belt-transect 
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大阪営林局管内の一斉スギ林は，特別経営時代lζ造林された人工林 （50～60年生）が大部分

広葉樹

が混生して一見天然生と見まどうものなどが少なくない。姫路地方のスギ林Iζは，古く薪炭材

を占める。天然林とされているものの中lとも， 旧藩時代の植栽林が放置されたものや，
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としてスギ・広葉樹の混交林で，広葉樹の択

伐されたあとに半自然的lζ成林したものがあ

る。乙の林の発達の経過はつまり半自然的で

あるが成林の基因は人為によった特殊なもの

と考えてよい。乙の林の調査地を引原川沿い

の赤西音水両国有林lζ求めた。

4. 赤西（第 11図）

Akasai (Fig. 11) 

赤西国有林は山崎町の北方約 20km，引

原川lζ西面し，東は三室山をへだてて前l乙述

べた岩尾のモミ林lζ連なっている。乙の固有

林lとは，赤西，カンカケの 2林道が通じ，林

道沿いにはすでに伐採されたと乙ろが多い。

赤西国有林ではカンカケ林道上部lζ残存して

いた大径木の小林分をとった。

[4. a] 帯状区（37.5×5)m＇スギ ー

ミヤマカンスグ基群叢

方位 N 傾斜 25° 高度 900m 

赤西国有林カンカ ケ林道を約3km

商に入った北斜面lζ設定した。乙の地

方における天然生林の一典型とみるべ " 

き中径木林であって林木の配置は不整

である。少数の大径木は直径の割り lζ

樹高が低い。第 2層以下lζ ヒノキ，ヒ

メシャラ，イヌブナ， ミズナラなどの

混生要素をみる。林床植生は少ない。

第11図赤商調査地

Fig. 11. Akasai (i/50,000) 

C , 

本帯状区の林木配置図および樹冠

投影図を示せば第 12図，樹高とJI旬高直

径の階別本数および下位低木層木本の

分布を表示すれば第 31～33表，林床植

物を表示すれば第34表となる。

回
第四図［4.a］ 椴状区スギーミヤ 7

カンスゲ基苦手叢

Fig. 12. [4. a] belt-transect in Ci）＇ρto川 e円α

3αponic仕 Care.xmultifolia soc. 



第 30表 赤西国有林森調査祭表

区 面 初（ha) 林 況

l県 大字 作業
林地 材 在i 連年成長虫

混交 疎密 直径 樹高

総トベ成長担当区 林小班 級 叶限 除地 合計 摘要 樹 種
歩合

林齢 l愉級
度

林種 林相調査｜総Iha 
都（市） （町）村 （字） 林地林地 (cm) (m) 別 (m3) (m3) (m3) (m3) （率%） 

N 808 38 20.7 0.98 

L 2,700 127 

120 計 3,508 165 20.7 0.98 
兵庫

波賀
原

西谷 130ろ 皆 l 23.13 附 23.46 河川敷 ス ギ 47 10 200 XII 中
24 19 

天 混 探 1,457 63 29.1 1.26 2.0 
穴巣 （赤商） (0.33) 6-80 6 32 

ヒノキ 2 69 3 1.2 0.05 1.8 

モ 、、、 12 370 16 8.1 0.35 2:2 

ブ ナ 11 347 15 

ク 8 254 11 

ナ 7 5 162 7 

ミズメ 3 93 4 

シ ア 4 116 5 

カエデ 1 46 －つJ 

広 7 208 9 

兵庫
波賀

原
西谷 128ろ 皆 l 21.26 附(0.24) 21.50 林道数 ギ

90 
IX 中 天 広 目 170 8 4.1 0.20 

宍粟 （赤商）
ス 5 10-140 24 15 
弓壬 、、、 18 6-80 6 28 638 30 16.6 0.78 

フ ナ 13 20 4 468 22 

ク 12 6 68 6 23 425 20 

ナ 7 16 40 20 553 26 

ミズメ 5 
18 54 13-23 

170 8 

シ T 16 553 26 

カ エ デ 3 106 5 

広 12 425 20 

N 1,896 82 38.4 1.66 

L 1,226 57 

3,122 135 38.4 1.66 

H
N
吋
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第 31表 [4. a］帯状区樹高階別本数表

Table 31. Number of trees in each height grade in [4. a] belt-transect 

Height 樹 高 （m)

Species 樹種

Cry，ρtomeria. jaiうonica. スギ

Quercus erisρ•ura. (Q) ミズナラ

Clza.maecypa.ris obtusa. (C) ヒ ノ キ

Stewa.rtia.川 onadelplza.(S) ヒメシャラ

Fag us ja.pon ica. (F) イヌプナ

1、otal 計

6 7 8 9 12 13 15 16 17 19 20 22 

7 8 9 10 13 14 16 17 18 20 21 23 

I 1 3 1 1 1 1 1 1 1 

2 

1 1 

1 

1 

1 1 1 1 3 3 1 3 1 1 1 1 

Total 
計

12 

2 

2 

1 

18 

第 32表 [4. a］帯状区胸高直径階別本数表

Table 32. Number of trees in each diameter grade in [4. a] belt-transect 

Breast-height d旧meter
胸高直径（cm)

12 14 16 24 26 30 34 48 56 64 98 116 T tal 
l l l l l l l l l l l l O 

Species 樹種 14 16 18 26 28 32 36 50 58 66 100 118 計

Quercus eris戸川百 ミズナラ

C，コ’,pto川.eria.japon ica. スギ

Stewartia. 111011adelplza. ヒメシャラ

Clz am a ecyρaris obtusa. ヒ ノ キ

Fogus ja.ponica. イヌプナ

Total 計

1 

1 1 1 3 1 1 2 1 

1 1 

1 

1 1 2 2 3 1 1 1 2 2 

第 33表 [4. a］帯状区下位低木屑 分 布表

Table 33. Distribution of lower tree layer in [4. a] belt-transect. 

Distance E巨 瑚t(m) 20 25 30 

Species 植物名 25 30 35 

Lindera. 11111bellata. クロモジ 0-3-3-10-0 0-1-1-5-0 6-o 0-2-0 

Cry，争•！0111 町ーia. jαponica. ;,: ギ 0-1-0-0～O 0-0-1 0 0 0-1 1-1-0 

Rhododendron sp. ツツジ類 0 0 AO  0 0 0 0 3 0 0 0-0-1 0 

f王ydrangea.川 aeroρlzylla.var. acu III inata. O-Oー0-1ーO
ヤ 7 アジサイ

0 0 0 0 1 

Rlws sylvestris ヤマハゼ 1-0-0 2-0 
Syn珍locosclzinensis forma pilo叫 0 0 0-1-0 

サワ 7fJギ

Total 計 0-4-A-10-0 1-1-2110 0 1 1 4-1 

第 34表 [4. a］帯状区林床植物一覧表

Table 34. Plants of th巴 underlayerin [4. a] belt-transect 

Distance 距 離（m) 。5 10 15 20 25 30 

Species 植物名 5 10 15 20 25 30 35 

Ci）少>to川 eria.ja.ponica. ス ギ ＋ 1 1 

Acer rufinerve ウリハダカエデ ＋ 

Clzamaec）少。バsobtusa. ヒ ノ キ ＋ 

Fogus crenata. プ ナ ＋ 

1 2 

1 12 

2 

1 1 18 

Total 
計

0-4-4-17-0 

0 2 2 1-0 

0-0 A-4-0 

0 0 0 1-1 

1 0 0 2 0 

0 0 0 1 0 

l-6-A-26-1 

F. c.v. 

III 143 

I 

工

I 
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スズダケSasa111orpha jう川p,u百scens

工十ツJレリン U ウTγi舎•terns世i， ・/II.I／／’L japo111cum 

宇野状区（19×5)m2スギ大径木林分[4. b) 

高度 600m傾斜 10。方位 SW

本帯状区はスギ大径木小林分の l例である。本固有

林lζスギ大径木林は非常’lζ少なし本例はそのややまと

トチノキ，ヒノキ，純林ではなく，まった例であるが，

ミズナラおよびケンポナシなどを混生している。林床は

撹乱され，植被は不完全であった。本帯状区の林木配置

樹高と胸高直径階別本

数，下位低木層木本の分布を表示すれば第 35～37表，林

と樹冠投影図を示せば第 13図，

C 巳床植物を表示すれば第38表となる。

第13図（4.b］帯状区

スギ大経木林分

Fig. 13. (4. b] belt-transeet in 

c,,,pto111eria jαpan ica fo rets. 
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第35表 [4. b）帯状区樹高階 別 本 数 表

Number of trees in each height grade in [4. b) belt-transect Table 35. 
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第 36表 [4. b）椴状区！！旬高直径階別本数表

Number of trees in each diameter grade in [4. b) belt-transect Table 36. 
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第 37表 [4. b）帯状区下位低木層木本分布表

Table 37. Distribution of low，巴rtree in [3. a] belt-transect 

Total 
計

自在(m) 距Distance 
10-15 

植物名Species 

0 1-0-0-0 0-1-0-0-0 シキllliciumγeligiosu/11. 

第 38表 [4. b）俄状区林床植物 一覧表

Table 38. Plants of the underlayer in [4. b) belt-transect 
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Distance E巨離 （m)

Speci田植物名

Oxalis Ace(osella var・jaρ011ica
ミヤ 7 カタノイミ

Boe1111i11gha11se11ia jaゾ0011ica 7 ツカゼソウ

D,yoρ／erisρolyleρis ミヤマク 7 ワラビ

Carex 11111lt1folia ミヤ 7 カンスゲ

0 5 
1ι I 
5 10 。！5

1
A

｛

t

’i
 

に
d
h
l
n
U

1
4
l
i
η
L
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5. 音水（第 14図）

Onzui (Fig. 14) 

音水国有林は，赤西国有林の北につづく

もので，姫路，山崎地方ではもっとも奥地lζ

位置する森林である。すなわち，その北と西

は，高距約 1,000m 内外の中国山脈の脊稜を

もって鳥取県lζ接しており，瀬戸内lζ注ぐ各

河川の源流に当っている。その河川の一つ，

引原川は，音水固有林の入口， 日ノ原から東

lζ転じ，街道も乙れK沿って奥谷村から裏日

本lζ達する。本国有林には一般的lζ概観する

と，その上部にブナ林を，下部にスギ林をみ

るととが出来るので，その各々について，調

査例を求める乙ととした。

[5. a] 帯状区（35×5)m2スギー

スズダケ基群叢

方位 SW 傾斜 20° 高度 1,100m 

本格状区は鳥取県境lζ近い音水固有林上

部の小山稜の鞍部近くに設定した。比較的中

第14図背水調査地

Fig. 14. Onzui (1/50,000) 

径木のよくそろった林分で，林木の配置もやや整正である。他の樹種の混生1は全くみ白れな

い。林床にはスズダケが優占し，スネダケの下生としてはクサソテツがやや多い。 ；若干のクロ

モグ， リョウブの幼生がみとめられた。

本帯状区の林木配置および樹冠投影を示せば第 15図，樹高と胸高直径階別本数を表示すれ

ば第 40,41表，林床植物を表示すれば第 42表となる。
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第 39 表 音水国有林

区 書リ 面 積 ha 地 況

県 大字 作業
林地

基岩深度
担当

林小班 級 普通 除地 合計 摘要 方位傾斜 土佐結合度 摘要
郡（市） （町）村 （字）

区
林地 （地利） 湿 度

兵庫 （波賀） 引原 奥谷 105ろ皆 1 44.93 
雑(0.23) 

45.16 河川敷 スギ ~% NE/2 花草関道岩， 深
宍粟 （音水） (3) 5中 埴土，軟，

l関

兵庫 （波賀） 引原 奥谷 103い皆 1 109.16 雑 109.17 河川敷 プナ w 閃緑岩，安 転石多し
宍粟 （音水） (0.01) (3) 中／8急／2

埴山岩磁土，深，軟，， 

澗
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森林調査径表

林 況

混交
材 積 連年成長量

樹種 林i鈴 l愉級疎度密 直径 樹高
林種 林相 下層植生 摘要 調査｜ 総 Iha当 総［叶宮歩合 (cm (m) 別 (ma) (ma) (ma) (ma) 

N 764 7 12.6 0.12 

L 24,343 223 

25,107 230 12.6 0.12 

ス ギ 70 
200 xx 中 40 26 天 針 昭4れ 標 17,613 392 211.4 4.70 1.2 

10 250 6 120 6 37 昭6天下

ヒノキ 8 
34 18 

2,022 45 20.2 0.45 1.0 
6-60 6-27 

プ ナ 1 
28 17 

269 6 
8-34 7-18 

ナ 7 8 
80 23 2,022 45 

8 160 6-25 

ミス．メ 1 
32 18 269 6 

10-52 7-22 

カエテ’ 1 
14 10 225 5 

10-20 8 13 

チ 2 40 20 494 11 
6 90 6-24 

シオジ 1 28 17 
225 5 

10-30 6-18 

広 8 10 10 2,022 45 
6 160 6 25 

ス ギ 2」旦－X 26 14 天 広 上部ネ 7
標 546 5 8.7 0.08 1.6 

40 140 6-40 5-19 ガリダケ

26 15 
密生す。

モ 、、、 1 
14-46 10 21 スギ稚樹 218 2 3.9 0.04 1.8 

22 14 
あり。

プ ナ 13 
6 58 6-22 

3,275 30 

ク 6 40 20 1,528 14 
30-66 8 23 

ナ 7 40 50 21 
10,043 92 

12 100 9-24 

ミズメ 5 
28 17 

1,201 11 
10-60 8 22 

シ T 10 30 17 2,511 23 
6-60 6 22 

カエデ 6 20 13 
1,528 14 

6 80 6-23 

ト チ 9 50 21 2,292 21 
22-90 14-24 

広 8 20 13 
1,965 18 

6 70 6 23 

N 19,635 437 231.6 5.15 

L 5,526 123 

計 25,161 560 231.6 5.15 
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第 15図 (5. a］帯状区 スギースズダケ基群叢

(5. a] belt-transect in Ci）少to川 eriajaρ011ica← Sas川 norphapurpurasce11s soc. Fig. 15. 

第 40表 (5. a］帯状区樹高階別本数表

Number of trees in each h巴ightgrade in (5. a] belt-transect Table 40. 
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第 41表 (5. a］榊状区 JJ旬高直径階別本数表

Number of trees in each diameter grade in (5. a] belt-transect Table 41. 
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第 42表 (5. a］帯状区林床植物一覧表

Table 42・. Plants of the under layer in [5. a] belt-transect 
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Distance Jle 離（m) 。5 IO 15 20 25 30 
F. c.v. 

species 5 10 15 20 25 30 35 

Sasa川 orphaρurjmrascens スズダケ 5 5 5 5 5 5 5 V 8750 

Nlatteuccia Struth iopteris クサソテツ 1 1 十 2 2 2 2 V 1143 

Ru111ohra mutica シノブカグ 7 ＋ ＋ 十 ＋ 十 IV 

Carex !'101γowii カンスゲ ＋ ＋ ＋ II 

Bleclmum d川 abile オサシダ 十 工

Schizophrag111a hydrangeoides イワガラミ ＋ ＋ ：江

[5. b] 帯状区（49×5)m2スギーサカキーヤマソテツ基群叢

方位 NW 傾斜 100 高度 1,000m 

音水国有林内スギ林の第 2例は，先きに述べた （5.a］帯状区の北側やや下方に設定した。

中径木を主とする点では大体前例と同じであるが，いくらかの小径木と，ヒノキ，モチノ

キの混生があり，林木配置はやや不整となっている。林床にはサカキ，クロモジ，シロヤシオ

ツツジ，ヤマモミグ， リョウブ，アセビなどがみられ，優占種の決定はややむずかしいがヤマ

ソテツが帯状区全体に均質な分布を示しているのでとれを採った。

本帯状区の林木配置と樹冠投影を示せば第 16図，樹高と）｜旬高直径階別の本数を表示すれば

第 43,44表，林床植物の分布を表示すれば第 45表となる。

> C 

第16図 [5. b] 待状区スギーサカキ ヤ7 ソテ l；，基群叢

Fig. 16. [5. b] belt-transect in Cr）少to111eriajaρonicaー
Cleye,a japonica Plagiogyria !i1atsumureanαsoc. 
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第43表 (5. b］帯状区樹高階別本 数 表

Number of trees in each height grade in (5. b] belt-transect Table 43. 
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第44表 (5. b］機状区胸高直径階別本 数表

Number of tr巴esin each diameter grade in (5 b] belt-transect 
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第45表 (5. b］徽状区林床植物 一覧表

Table 45. Plants in the under layer in (5. b] b巴It-transect
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137 

IV. ブナ林 Fer,伊 lS 仰・C1間的 forest

中園地方山地林としてのブナ林およびミズナラ林についてはすでにこの図譜の第 1集にお

いて，それぞれその好例を報告した。ブナ林の所々 lζ しばしばミズナラ林がかなり純度の高い

林分を構成している乙とがある。先きに広島

県中の甲にとった例はその一典型であるが，

本報にとり扱った姫路地方山地には，混交樹

種の比較的多い林が大部分を占めるようであ

った。

[5. c] 帯状区（35×5)m2ミズナラー

スズダケ基群叢

方位 SE 傾斜 20° 高度 650m 

本帯状区は音水国有林の最東奥部，音水

沢の上流左岸斜面lζ設定した。斜面には若干

の露岩があった。

混交樹種としてはク リ，ブナ，アオノ、ダ

ミズメ，トネリコ，イタヤカエデなどがあり，

主として 2～3層を構成する。 林床はスズダ

ケが｛憂占するが，下生tζハイイヌガヤの他若

干のク ロモジ，ムラサキシキブ，コマユ ミの

稚苗，およびヤブコウジ，コカンスグなどが

どく少数あらわれる。

第17図［5.c］ 帯 状 区 ミズナラー

スズダケ基群議

Fig. 17. [5. c] belt-transect in Q11erc11s 

criψ11/a-Sasa11101：ρhapaゆIll百scenssoc. 

本帯状区の林木配置と樹冠投影を示せば第 17図，樹高と胸高直径階別本数表を表示すれば

第 46,47表，林床植物を表示すれば第 48表となる。

第46表 [5. c］徽状区樹高階別本数表

Table 46. Number of trees in each height grade in (5. c] b巴It-transect

Height 樹高（m) 6 7 
! ! 

8 9 ll 12 13 14 15 16 17 19 T t I 
! ! ! ! ! ! ! ! ! ! o a 

Sp巴cies 樹 種 7 8 9 10 12 13 14 15 16 17 18 20 音1

Q11erc11s c，穴／）／｛la ミズナラ 1 1 1 3 3 2 1 1 13 

Castanea crenata クリ（C) 1 1 

Acer Nlono イタヤカエデ｛A) 1 1 1 3 

Betula grossa ミズメ（B) 1 1 1 3 

Fagus crenata プナ（F) 2 つ】

]lex押,aeroρoda アオハダ（I) 1 1 

Fraxi1111s jaρonica トネリコ （Fr) ・ 1 1 

Total 計 1 1 3 3 1 2 1 3 4 2 1 2 23 
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第47表 [5. c］帯状区11旬高直径階別本数表

Number of trees in ・each diameter grade in [5. c] belt-transect Table 47. 
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第48表 [5. c］静状区林床植物 一覧表

Table 48. Plants in the under layer in [5. c] belt-transect 
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Lindera umbellata クロモジ

CallicarJ四 japonica ムラサキシキプ
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E11011ymus alatus form. subt円jlorus

コ7 ユミ

Ile Distance 
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8750 V 5 5 5 5 5 5 5 スズダケSasa111orρha p111：ρu.rascens 

工十カンスケ’Carex 111on O叩 ii

工＋ ジフTVisteria florib肌 da

帯状区（45×5)m2ブナ・ ミズナラーサカキーイワウチワ基群叢[5. d] 

高度 650m傾斜 20。方位 SW

やや基岩の露出があり，本帯状区は［5.c］帯状区の上部のやや急斜面lζ沿って設定した。

乾性の林床を有する。

乙と！とミアカシデなどがあり，ヤマナラシ，アオハダ，クリ，混交樹種としてミズナラ，

ズナラは概してブナより大きいが，原型はブナ林と考察される。低木屑ではサカキが代表的な

もので，樹高 3mから8m にわたって優勢であった。林床lとはイワウチワ が優占する他，サカ

キの稚苗が多い。

本帯状区の林木配置と樹冠投影概略図を示せば第四図，樹高と胸高直径階別本数を表示す

サカキの樹高配分を示せば第 51表，林床植物を表示すれば第 52表となる。れば第 49,50表，
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第 18図 (5. d] 稽 状 区 プナ・ミズナラーサカキ イワウチワ基群叢

Fig. 18. (5. d] belt-transect in Fagus crenata ・ Quercus 

cγispula・ Cleyera ja，世onic仕 Shortiawujlora s，口巳．

第 49表 (5. d］機状区樹高階別本数表

Number of trees in each height grade in (5. d] belt-transect Table 49. 
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第 50表 (5. d] 帯状区胸高直径階別本数表

Number of trees in each diameter gr似 le.in (5. d] belt-transect Table 50. 
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第 51表 [5. d］帯状区下位低木屑樹高配分表

Number of Clの•era japonica in each height grade in [5. d] belt-transect Table 51. 

8 7 6 5 4 3 n
 

高樹Height 

5 ！胸高直径の測定困
l難｛（っき計らず

10 18 21 4 2 サカキCleyera japonica 

第 52表 [5. d］機状区林床植物一覧表

Table 52. Plants of the under layer in [5. d] belt-transect 
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Discussion 察考

上部暖帯林 （モ ミ林）から冷温帯林（ブアラカシ林），本研究地は暖帯常緑広葉林（シイ林，

山陽地方東部の河岸から山地に至る縦断面の森林を考察するにはま中園地方，ナ林） IC及び，

乙とによい地域の一つである。

層階の問題

i. 林 冠 it+

前報にしたがって層階の区分を検討したが， 本報にとりあげた森林については層階級の高

1. 
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さを全部一様lζ決めず，大きく 2つに分けなければならない。すなわちアラカシ林，シイノキ

林の一群と，モミ林，スギ林およびブナ林の一群とである。前報l乙準じてその階層構成を図示

すれば第 19図のどとくであって，乙れによると層階級の高さは下表のように区分される。

Belt F。res乞 5 10 15 20 25 :¥Om 

1・.. E二園田

l ,b Cestanopsis ・Quercus l努ミミ事実匡三三三三宅ヨ

1 .c Ilex rn，おミミおお正夫』至言主主主主主語

E医

3 .a Ables f irma 

各二b Ables firme 

4 .a Cryptomeria jeponica 

4 ,b Cryptomeria jeponlca 

5.a Cryptomerie japonica 

5 ,b CryptomerJa jeponica 

5.c Quercus crispula 

5 ,d l'agus crene ta 

感

図

図

図

重量三三三三三ヨ 一一一一一一一一一一一一一一
崖三三三三三三三三三z一一一圃・・・・・r一一司・・・圃・・・・・圃圃・・・・

堅調二二二E

目二：：~泌総」＝＝＝三－園田

密密翠Herbaceousand Sesa layer 区~匡三ヨ Presence of Shrub end Lowe幻 ~ree ] ayers 

E二コPresence of Tree layer 圃圃.Presence of Dominant 

第 四 図 森 林 階層の範囲

Fig. 19. Stratification diagr, 

層 名

林 名 1 2 3 4 

アラカシ林，シイノキ林 10～20m 6～!Om 2～Sm <Zm 

モミ林，スギ林，プナ林 15～30m 7～15m 2～7m <Zm 

アラカシ林，シイノキ林： 乙の林に属するのは生島と竜聖子の例である。 構成樹穫は各帯

状区でそれぞれいくらか異なるが，構成穫が多く， しかもどの層にも広く出てくる点ではいず

れも類似している。すなわち優占種あるいは優勢種の層階的分布の幅が広し樹種も多く，し

ばしば層の区分そのものがむずかしい。 そζ で， ζζ では一応， l層を 10m 以上とするのが

妥当かと思われた。すなわち前報に掲げた日本森林の層階級から云えばおおむね第 II層IC1 

層があることになる。乙れらの林は比較的よく保存されてはいるものの，やはり半自然縞生で

ある乙とを示すものと考察する。

モミ林： 本報でとりあつかった岩尾のモミ林では，モミの優占する 1層と，シキミ，ア

セビの優勢な 3層が明瞭に区分された。 1層の F部lζは若干のモミ中径木が含まれ，更に 1層

から 2層にかけてはクリ，アサガラ，コナラ，イタヤカエデ，ソヨゴなどが出てくるが，いず

れも量的には問題lとならない。む しろ 2層を欠く形と考えた方がよいと思われる。
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スギ林： 本報にとりあつかったスギ林にはいずれも広葉樹種の混交がみられる。 ζ の乙

とは ζ とに標高の低いととろにある赤西国有林の例において顕著であった。上部の音水国有林

での広葉樹混交歩合は赤西lζ比べてはイ尽く，樹種もはるかに少ない。前者においては混生する

広葉樹が層階的lζ乱雑に分布している。これは自然の倒木Iζよるものか，間伐lζよるものかは

明らかではないが，いずれにしても半自然植生の群落と考えられる。階層の区分はスギに占め

られる 1層の他は明瞭でなく， 2層以下にもスギが出てくるが多くはなく，雅樹の発生も顕著

ではなかった。一方後者は前者K比べて，よき天然林のー形相を示すものと考察する。

ブナ林： 本調査では第 1報告で発表したようなブナ純林の好例をとる乙とが出来なかっ

た。本報Kとりあげた森林には，いずれもミズナラを混生することが多く，アカシデ，アオハ

ダ，イタヤカエデなどの混交がみられる。層階的にみるとブナとミズナラが 1層をなし，他の

樹禄は一般lζ2層以下lζ分布する。ブナの多い林でもしばしば若干のミズナラは樹高において

ブナより大きく， 1層の上部を占める乙とがあった。

アラカシ，シイノキ林では第II層に1層があるとみとめられたが，モミ，スギ林ではいず

れも第I層IC1層がある。また，乙の地域のブナ林は樹高が一般に低く，少なくとも調査範囲

では第 II層IC1層が位置するものと考察された。

ii. 林床群

林床若干の類型もまた，モミ林より上部lζ位置する諸林と，それより下部K位置する諸林に

大別される。前者の諸例ではアセビ，シキミなどかあるいは所によりスズダケ，チュウゴクザ

サなどのササ類が， 1～3mの層を形成しており，草本層は単純である。後者の諸例では林床群

として1草木屑lζ当るものはほとんどない。革本層は主としてシダ類が生じるが，その被度は大

きくなく，上木の稚荷や小濯木が散在する。

以上を要するに本報に取扱った森林についてみると，林冠群が比較的単一なモミ林より上

部の林分では林冠群と林床群との種的なつながりが比較的少ない ζ とがみとめられ，材、冠群の

複雑なモミ林より下部の林分では多くの場合，第3層（漉木層）あるいはこれK相当すべき明瞭

な林床群の層を欠く乙とがみとめられた。

ネ舘脇操・辻井達一 日本森林植生図譜（I）北大演林報 181. 1～54. {1956) 
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Summary 

Due to the damage resulting from human activity, the natural forest in the eastern 

part of the Sanyo District, especially in th巴 coastalplains and adjaじenthills, has almost 

entirely disappeared. Whil巴 remnantscan, ho,vever, be rarely found in th巴 groundof 

temples and shrines and also in a few area protected by the Government, they mostly exist 

today in th巴 mountain.

The natural forests in the district under consideration are divided into two climatic 

forest zones, namely th巴 warmtemperate and the cold temperate. Th巴 forestsand the 

localities of the pr巴sentstudy are shown in the following tables : 

Warm temperate zone 

I. Castm101りsiscusρidata • Quercus glauca forest 

1. Ikiskima (20～30 m); 2. Tatsuno (80 m) 

II. Abiesβrma forest 

3. I wao (500 m) 

Cold temperate zone 

III. Cryρtomeria Jピψonicaforest 

4. Akasai (600 m ; 900 m); 5. Onzui (1000 m ; 1100 m) 

IV. Fagus crenata forest 

5. Onzui (650 m) 

The following exp巴rimentalplots were studied: 

Number of Nam巴 of
locality locality 

1 Ikishima 

2 Tatsuno 

3 Iwao 

4 Akasai 

5 Onzui 

Transect 
number 

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
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Nam巴 offorest 

Quercus gl，印刷－Actino品川nelane＼作品 forest

Castanoρsis cuゅidata•Q11erc11s glauca. forest 

]lex integra. scrub 

Castanoρsis rnsψidata. forest 

Abies万円na.forest 

Abies jirma. f日間st

CrJ’,ptom eria j，σ，ponica. forest 

C，コ少tomeriaja.ρonica. forest 

Cryj,tomeria jaρonica. forest 

Crypto川 eria.jaρonica. forest 

Q11erc11s crispula. forest 

Fagus cre11ata. •Q11erc11 s cri宅pula.forest 

1. Ikishima (Fig. 2) 

Ikishima, an islet in the Aioi Bay near Himeji, is covered by a dense thicket of the 

evergreen broad-leaved forest. Among th巴 treesar巴 foundthe evergreen speci巴sof Quercus, 

associated wsth Castanoρsis cusρidata var. Sieboldii, !lex integra, Acti11odaph11e lancifolia, 

Ci川wmomumjaρonica., Distylium racemosum etc. Within the shrub layer which forms 

thickets can be found rich sp巴cies as Dendroραnax trifidus, Camellia jaρonica, Ficus 

erecta, etc. accompanied by young tr巴esof the first layer. The herb layer is mostly com・

posed of seedlings of ligneous plants and ferns. Trachelosρermun asiaticum, Stauntonia 
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he.raρhylla and Elaeagnus glabrαare the characteristic climber. The b巴It-transectsin this 

islet were selected as follows : 

Number 
of belt 

(1. a] 

[l. b] 

(1. c] 

Sociation 

Quercus glauca. Act川oda.ρ！welaneゲoliaDryopteris 
出ツthroso，百

CastanoJうsiscusj,idata.•Quercus g!auca-Ficus erecta. 
DI）’。ρterise1)•throsora 

flex integra.-(Q. glau印） D,yoJうterise,ythrosor，ι 
Fragm. Soc. 

2. Tatsuno (Fig. 7) 

Number of 
Fig. Photo Tab. 

3 3 2, 3, 4, 5 

4 4 6, 7, 8, 9 

5 5 JO, 11, 12, 13 

Th巴 naturalforest of Castanoρsis cuspidata has been fortunately conserved on Keira-
zan Hill, Tatsuno City. Research was conducted in only one plot 

Number 
of belt 

(2. a] 

Sociation 

Castanopsis cuspid，αta.-Q11erc11s glauc仕

D,yopteris ei)•throsora 

3. Iwao (Fig. 8) 

Number of 
Fig. Photo Tab 

7 6 15, 16, 17, 18, 19 

At pres巴ntthe natural for巴stof Abies firma is rarely found even in the areas b巴tween

the evergreen broad leaved and th巴 coldtemperate forests. It is developed on rocky slopes 

and is often composed of the trees of large diameter. From the phytosociological points 

of view, the forest veg巴tationis charact巴rizedby the pr巴senc巴 ofshrubby layers in which 

Pieris jaJりonicais dominant. Th巴 h巴rblayer is not well d巴V巴lop巴dand is poor in species. 

Th巴 followingtwo巴xperimentalplots wer巴 carri巴dout: 

Number Socia ti on Number of 
of belt Fig Photo Tab. 

(3. a] Abies firma. Pieris jaρonica 9 7 20, 21, 22, 23, 24 

(3. b] Abies finna. Pieris japonica. 10 8 25, 26, 27, 28, 29 

4. Akasai (Fig. 11) 

Fine stands of Cηφtomeria jaρonica are often found in th巴 NationalForests in th巴

mountains of the eastern Sanyo District, and most of them were planted by th巴 Osaka

Forestry Office around th巴 turnof th巴 century. At pres巴nt,the so-called natural for巴stof 

Cryρtomeria jaρonica is composed of the old plantation in th巴 TokugawaP巴riodor th巴

S巴minaturalon巴 mixedwith broad-leaved trees. Th巴 latt巴rhas developed mainly because 

of s巴lectivecutting of Cryρtomeira japonica for use as fu巴I. In the first layer 0・yptomeira

japonica is usually dominant, but som巴 cas巴sar巴 mixedwith Quercus crispula, Fagus japo-

nica, Acer rufinerve, etc. The underlayer is often dominat巴dby Sasamorρha pwpurascens, 

or Clayera jaρonica, but Pieris ja1りonicain rocky plac巴sand Linde，・aumbellata play an 

important rol巴 underthe broken canopy of th巴五rstlayer. The herb layer is rather poor 

in species. Carex multifolia and Plagiog：；円a l¥llatsumureana intermittently dominant. 



The巴xp巴rimentalplots were selected at Akasai and Onzui. 

At Akasai, the following two experimental plots were carried out : 

Numb巴r
of belt Sociation Number of 

Fig. Photo Tab. 

l45 

[4. a] C,yptomeria j.ゆonica.-Carexm11lt1folia 12 9 31, 32, 33, 34 

[4. b] C，：コ少tomeriajaponica-Sasa tyuhgolwnsis 13 10 35, 36, 37, 38 

5. Onzui (Fig. 14) 

Onzui National Forest is situat巴din th巴 mostinterior portion of the Sanyo District. 

Th巴 forestof Cり少tomeriajaponica has the finest stand of this district, the height of 

which attains 30 m. The lower layer is mainly dominated by Sasamorpha pwアurαscens

and som巴timesby Cleyera jaJりonicaand Plagiog5円aJl.1atsumureana. Th巴 followingtwo 

巴xperimentalplots were carried out : 

Number 
of belt Sociation Number of 

Fig. Photo Tab. 

(5. a] C，コ少to川町・iajaρ011ica.-Sasa11101j>ha p111j>urascens 15 11 40, 41, 42 

(5. b] C. Jゆonica.Cle：，’era j，ゆonica-PlagiogyriaiVIatsumureana 16 43, 44, 45 

Although the Japanes巴 beechfor巴stis developed on th巴 bletof the upper elevation of 

the Chugoku Range, the pure forests are locally found and often it is associated with 

Quercus erisρula and th巴 oth巴rdeciduous broad-leaved trees. The Fagus c1・enata・Quercus 

crispula forest is generally found on th巴 rockyslop巴sof the vall巴ys. The undergrowth 

is oft巴n dominat巴d by Sasamorpha pwpurascens and sometimes the lower tree layer is 

characterized by the presence of Cleye，・ajaponica. The belt transects in this localities 

were s巴lectedas follows : 

Number 
of belt 

[5. c] 

[5. d] 

Sociation 

Quercus cri.ゆula-Sasa川 o,j>hap111j>11rascens 

Fagus cre11ata•Q11e1・cus cri司pula-Clの•e，百 jaρonica­
Slwrtia un iflora. 

Number of 
Fig. Photo Tab. 

17 12 46, 47, 48 

18 49, 50, 51, 52 
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Notes on climate 

Situation 

Locality Latitude (N) Longitude (E) Elevation {m) 

Kobe 34°41ノ 135°111 59.5 

Snow and Frost 

Snow Frost 
First day Last day First day Last day 

XI. 12 IV. 8 X. 24 IV. 25 

Temperature （℃） 

工 立 III IV V VI VJ[ 四 IX X XI XII Anual 

Average 4.1 4.3 7.2 13.1 17.9 21.7 26.0 27.2 23.5 17.4 12.1 7.0 15.1 

Maximum 8.0 8.4 12.0 17.9 22.6 25.9 30.1 31.8 27.7 21.8 16.3 10.9 19.5 

Minimum 0.7 0.7 3.1 8.6 13.8 18.2 22.9 23.9 20.1 13.8 8.4 3.5 11.5 

Precipitation {mm) 

I 立 Ill IV V VI 羽I nn IX X XI XII Total 

36 53 87 115 121 178 160 119 176 128 80 46 1,299 



Plate I 

生 島（瀬戸内海相生湾）

Photo 1. lkishima Islet, Aioi Bay, Inland Sea 

生 島 暖 帯林の樹冠（生島）

Photo 2. Canopy of th巴 forestof lkishima 



モチノキ （アラカシ）ーベニシダ班群叢（生島）

Photo 3. ]lex integra-(Q. glauca) D，ツoρteris

erythrosora Frag. Soc目［1.c] Ikishima 

生島樹林 のツノレ性植物（生島）

Photo 4. Climbing plants of lkishima 

Plat巴 II



、一，‘、・町b:ti_""'
＂＂＇‘.，.，宅‘， 1.，...・、， !々I;..ニ孟ι、

アラカシ カゴノキー（アラカシ）ーベニジダ基群叢（生島）

Photo 5, Quercus glauca Actinodaρhne laneがoliaー（Q.glauca) 

-Dryopteris erythrosora Soc. (1. a] Ikishima 

,, ，勉証~・品晶孟ゐIf../.

シイノキーアラカシーベニシダ基群叢（竜野鶏館山）

Photo 6. Castanoρsis cuspidata var. Sieboldu二 Quercnsglauca 

Dryopteris erythrosora Soc. (2. a] Keirozan, Tatsuno 

Plate III 



Plate IV 

モミ アセビ 基群議（岩尾）

Photo 7. Abies fir111a-Pie1γs jajう011icaSoc. [3. a] Iwao 

モミーアセビ基群叢（岩尾）

Photo 8. Abies fi1川日 Pierisja戸011icaSoc. [3. b] Iwao 



Pia！巴 V

スギー ミヤ 7 カンスゲ基群叢（赤西）

Photo 9. Cryρto川町・ia1σρonica Carex lllaltグoliaSoc. [4. a] Akasai 

スギースズダケ基群議（音水）

Photo 10. Ci）少tollleriajaρ011ica-Sasa11101ψhaρ111pl/J百此ensSoc. Onzui 



スギーサカキーヤマソテツ基群叢（音水）

Photo 11. Cry，ρto111eria japonica-Cleyera jaρonica Plagiogyria 
111atsu11111rea11a Soc. (5. b) Onzui 

ミ ズ ナ ラースズダケ基苦手叢（音水）

Plate VI 

Photo 12. Quercus enψula Sasa川orρ•ha fm1p11rasce11s Soc. (5. c] Onzu1 


